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は
じ
め
に

　

落
合
朗
風
（
1
8
9
6
〜
1
9
3
7
）
は
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
活
躍
し

た
日
本
画
家
。
日
本
美
術
院
、帝
国
美
術
院
、
青
龍
社
と
様
々
な
団
体
を
渡
り
歩

き
、
最
終
的
に
は
自
ら
の
手
で
明
朗
美
術
連
盟
を
設
立
し
た
。

　

連
盟
の
活
動
が
軌
道
に
乗
り
始
め
た
最
中
に
亡
く
な
っ
た
た
め
、こ
れ
ま
で
落
合

朗
風
や
明
朗
美
術
連
盟
に
つ
い
て
は
体
系
的
に
検
証
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。特
に
若

き
日
の
朗
風
に
つ
い
て
は
、明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
点
の
方
が
多
い
。

　

本
稿
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
《
落
合
常
一
翁
絵
巻
》（
当
館
蔵
）
は
、
父
親
で

あ
る
落
合
常
一（
1
8
5
6
〜
1
9
2
6
）
の
生
涯
に
つ
い
て
朗
風
自
身
が
ま
と

め
た
巻
子
装
の
作
品
。作
品
の
性
質
上
、
父
親
に
ま
つ
わ
る
事
柄
が
中
心
と
な
っ
て

い
る
も
の
の
、
随
所
に
朗
風
自
身
の
記
憶
や
体
験
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
落
合

家
の
交
友
関
係
や
大
正
時
代
の
朗
風
の
動
向
に
つ
い
て
も
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
、
落
合
朗
風
研
究
に
と
っ
て
貴
重
な
一
次
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
本
作
は
、
朗
風
に
関
す
る
展
覧
会
に
お
い
て
展
示
さ
れ
、
そ
の
価

値
を
示
し
て
き
た
。
大
岡
信「
不
思
議
な
画
家 

落
合
朗
風
」
は
そ
の
成
果
の
ひ
と

つ
で
あ
り
、
本
作
の
内
容
を
用
い
た
う
え
で
朗
風
の
出
生
に
つ
い
て
記
し
て
い

る
。
た
だ
、
横
に
長
い
絵
巻
と
い
う
形
態
や
癖
の
あ
る
朗
風
の
字
体
が
障
害
と
な

り
、
本
作
に
含
ま
れ
る
情
報
を
精
査
で
き
る
ほ
ど
の
作
品
画
像
や
釈
文
は
発
表
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

令
和
5
（
2
0
2
3
）
年
に
発
表
し
た
「
落
合
朗
風
研
究
」
の
続
編
と
し
て
位

置
づ
け
る
本
稿
は
、
《
落
合
常
一
翁
絵
巻
》
の
翻
刻
お
よ
び
註
釈
を
主
た
る
目
的

と
し
な
が
ら
も
、そ
の
内
容
を
も
と
に
落
合
家
の
家
族
関
係
や
宗
教
的
背
景
を
検

討
す
る
も
の
で
あ
る
。

　  

一
．本
作
の
概
要

　

本
作
は
一
巻
の
巻
子
本
で
あ
り
、
箱
書
よ
り
《
落
合
常
一
翁
絵
巻
》
と
呼
称
さ

れ
て
い
る
。
共
箱
の
記
載
は
以
下
の
通
り
。

蓋
表
：
落
合
常
一
翁
絵
巻

蓋
裏
：
昭
和
二
年
秋

　
　

  

故
父
常
一
翁
一
週
年
忌
に　
　
　
　

朗
風
自
題

　
　

  

際
し
此
の
小
巻
を
霊
前
に
捧
ぐ　
　
　

   

朗
風
（
朱
文
長
方
印
）

共
箱
（
蓋
表
面
）

共
箱
（
蓋
裏
面
）

こ
の
記
述
よ
り
、
大
正
15
（
1
9
2
6
）
年
11
月
18
日
に
亡
く
な
っ
た
、父
親
・
常

一
の
一
周
忌
に
際
し
て
本
作
は
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

巻
末
の
奥
書
で
は
箱
書
と
同
様
、
父
親
の
一
周
忌
に
際
し
て
本
作
を
制
作
し
た

こ
と
が
説
明
さ
れ
、
朗
風
と
と
も
に
兄
で
あ
る
落
合
忠
三
郎
の
名
前
が
列
記
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
、
あ
く
ま
で
も
兄
の
名
前
は
奉
納
者
の
一
人
と
し
て
記
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
本
作
の
文
字
や
絵
を
担
当
し
た
の
が
朗
風
一
人
で
あ
る
こ
と
は
、
そ

の
筆
致
か
ら
間
違
い
な
い
。

　

表
題
と
し
て
、
巻
頭
の
絹
地
に
「
故
父
常
一
翁
絵
巻
」
と
記
し
た
題
簽
が
貼
ら

れ
て
い
る
。
全
体
を
見
て
い
く
と
、
本
作
は
三
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
ま
ず
、
落
合
常
一
の
肖
像
画
を
描
い
た
一
枚
紙
（
2
4
・

8×

1
7
・
9
㎝
）
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
次
に
「
略
伝
」
と
い
う
文
字
以
降
に
本
文

が
始
ま
る
。
こ
の
部
分
が
最
も
長
尺
の
箇
所
で
あ
り
、
2
4
・
8×

5
5
6
・
2
㎝

を
占
め
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
本
作
の
制
作
経
緯
を
記
し
た
一
枚
紙
（
2
4
・

8×

1
7
・
9
㎝
）
が
貼
り
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
本
作
の
寸
法
を
記
す
際
は
2
5
・
0×

6
8
3
・
0
㎝
と
い
う
表
記
が

用
い
ら
れ
て
き
た
。
た
だ
こ
の
数
値
は
、
前
書
、
本
文
、
奥
書
間
の
表
装
部
分
を

も
含
め
た
全
体
の
概
寸
で
あ
る
た
め
、
正
確
と
は
言
い
難
い
。
本
稿
で
は
、
前
書

が
2
4
・
8×

1
7
・
9
㎝
、
本
文
が
2
4
・
8×

5
5
6
・
2
㎝
、
奥
書
が
2
4
・

8×

1
7
・
9
㎝
と
い
う
寸
法
表
記
を
用
い
て
い
く
。

　

た
だ
、
最
も
長
尺
の
本
文
部
分
に
関
し
て
も
、
横
に
長
い
一
枚
紙
を
朗
風
が
用

い
て
い
た
訳
で
は
な
い
。
2
4
・
8×

1
7
・
9
㎝
の
紙
三
十
一
枚
分
を
、
そ
れ
ぞ

れ
の
間
に
合
紙
を
入
れ
つ
つ
表
装
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
前
書
及
び
奥
書
と
合
わ

せ
る
と
三
十
三
枚
分
の
一
枚
紙
（
2
4
・
8×

1
7
・
9
㎝
）
を
、
朗
風
は
当
初
ス

ケ
ッ
チ
帳
の
よ
う
に
用
い
つ
つ
描
い
て
い
っ
た
と
推
察
で
き
る
。
父
親
と
の
想
い

出
を
一
定
サ
イ
ズ
の
紙
へ
断
片
的
に
描
き
、
そ
れ
を
一
周
忌
に
あ
わ
せ
て
表
装
し

た
の
で
あ
る
。

　

縦
長
の
紙
に
日
々
の
出
来
事
を
ま
る
で
エ
ッ
セ
イ
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
く
方
法

に
、
朗
風
は
大
正
13
（
1
9
2
4
）
年
か
ら
挑
戦
し
て
い
る
。
転
機
と
な
っ
た
の
は
、

同
年
に
記
し
始
め
た
『
絵
日
記
』（
当
館
蔵
）
。
4
月
9
日
か
ら
8
月
7
日
ま
で

の
日
常
を
絵
と
文
章
で
綴
っ
た
一
冊
だ
が
、
島
根
県
生
ま
れ
の
日
本
画
家
・
勝
部

大
逸
（
1
8
8
9
〜
1
9
5
9
）
が
当
時
つ
け
て
い
た
絵
日
記
に
触
発
さ
れ
書
き

始
め
た
と
い
う
。
そ
の
軽
妙
な
筆
致
は
俳
句
に
親
し
む
こ
と
で
更
な
る
高
み
に
達

し
、《
若
日
の
大
国
主
命
》（
昭
和
7
年
、
個
人
蔵
）や
《
遊
國
帖
》（
昭
和
10
〜

12
年
、
当
館
蔵
）
と
い
っ
た
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
作
品
へ
と
昇
華
し
て
い
っ
た
。

前
文
御
免
下
さ
い
ま
せ

先
日
は
御
葉
書
う
れ
し
く

拝
見
い
た
し
ま
し
た
。

此
の
度
、
島
根
よ
り
帰
っ
て

参
り
ま
し
た
。
父
の
絵
な
と

健
造
様
に
、
さ
し
上
げ
ま
す

子
供
の
、
な
き
私
、
な
に
か

貴
方
様
に
、
さ
し
上
げ
た
く
、

思
い
居
り
ま
し
た
、
と
こ
ろ

で
す
。

又
な
に
か
、
其
の
内
に
御
送
り

申
上
げ
ま
す

皆
々
様
に
宜
し
く
申
上
げ
て

下
さ
い
ま
せ

御
機
嫌
よ
う

　
　
　
　
　

信
子

健
造
様

　
『
落
合
朗
風
先
生
遺
作
目
録
』（
個
人
蔵
）
に
よ
る
と
、
昭
和
12
（
1
9
3
7
）

年
に
朗
風
が
逝
去
し
た
後
、
朗
風
作
品
は
川
口
春
波
（
1
8
9
9
〜
1
9
7
2
）

を
中
心
に
整
理
が
行
わ
れ
、
作
品
だ
け
で
は
な
く
下
絵
や
写
生
帖
も
含
め
多
数
が

落
合
家
に
お
い
て
管
理
さ
れ
て
い
た
。
昭
和
14(

1
9
3
9
）
年
4
月
、
東
京
府
美

術
館
に
お
い
て
落
合
朗
風
遺
作
展
が
開
催
さ
れ
た
の
に
あ
わ
せ
て
落
合
朗
風
遺
作

頒
布
会
が
行
わ
れ
、
若
干
の
作
品
整
理
が
行
わ
れ
た
も
の
の
、
作
品
の
多
く
は
落

合
家
に
残
り
続
け
た
。
そ
の
後
、戦
争
の
激
化
に
伴
い
、
妻
の
信
子
は
東
京
か
ら
生

家
の
千
葉
へ
朗
風
の
遺
品
と
と
も
に
疎
開
し
た
。
そ
の
作
品
群
の
な
か
に
本
作
も

含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

　

こ
の
手
紙
は
、
子
供
の
い
な
か
っ
た
信
子
が
健
造
へ
自
ら
の
所
蔵
作
品
《
落
合

常
一
翁
絵
巻
》
を
贈
与
す
る
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
朗
風
没
後
も
信
子
が

島
根
を
訪
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
残
念
な
が
ら
消
印
を
捺
し
た
封

筒
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
信
子
が
い
つ
頃
送
付
し
た
も
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

発
送
年
月
日
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
の
が
、
本
作
に
付
随
し
て
い
る
、
昭
和

　  

二
．本
作
の
伝
来
に
つ
い
て

　

本
作
に
は
資
料
と
し
て
三
枚
（
一
枚
は
白
紙
）
の
書
面
が
付
属
し
て
い
る
。
朗

風
の
妻
で
あ
る
信
子
が
落
合
健
造
に
宛
て
た
書
簡
で
あ
り
、ボ
ー
ル
ペ
ン
で
記
さ
れ

て
い
る
。落
合
健
造
（
1
9
1
3
〜
2
0
0
1
）
は
島
根
県
簸
川
郡
平
田
町
（
現
出

雲
市
平
田
町
）
に
生
ま
れ
、山
陰
合
同
銀
行
に
お
い
て
勤
務
す
る
傍
ら
、
草
風
と
い

う
雅
号
で
日
本
画
を
制
作
し
た
。
朗
風
と
苗
字
は
同
じ
で
あ
る
も
の
の
、
縁
戚
関
係

に
は
な
い
。
た
だ
、
平
田
町
出
身
者
と
い
う
点
で
落
合
家
と
は
接
点
が
あ
り
、
黎

明
と
い
う
雅
号
を
用
い
て
い
た
若
い
頃
に
朗
風
の
主
宰
す
る
明
朗
美
術
連
盟
研
究

会
へ
作
品
を
送
り
、
講
評
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
付
属
書
面
の
内
容
は
以

下
の
通
り
。

44
（
1
9
6
9
）
年
5
月
19
日
付
け
で
島
根
県
立
博
物
館
（
当
館
の
前
身
）
が
発
行

し
た
出
品
感
謝
状
と
平
成
4
（
1
9
9
2
）
年
3
月
30
日
付
け
で
平
田
市
旧
本
陣
記

念
館
（
現
平
田
本
陣
記
念
館
）
が
発
行
し
た
出
品
御
礼
状
。「
落
合
朗
風
遺
作

展
」
、
「
落
合
朗
風
展
」
が
そ
れ
ぞ
れ
の
館
で
開
催
さ
れ
た
際
に
用
意
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
両
者
の
発
行
先
の
宛
名
を
確
認
す
る
と
、
昭
和
44
年
の
感
謝
状
で
は
宛

先
が
落
合
信
子
で
あ
る
の
に
対
し
、
平
成
4
年
の
御
礼
状
で
は
落
合
健
造
に
変

わ
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
所
蔵
先
が
信
子
か
ら
健
造
へ
と
変
更
に
な
っ
た
の
は
、
昭

和
44
年
よ
り
平
成
4
年
の
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

平
成
13
（
2
0
0
1
）
年
に
健
造
が
亡
く
な
っ
た
後
も
作
品
は
落
合
健
造
家
で
保

管
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
作
品
保
全
の
環
境
を
心
配
し
た
親
族
よ
り
申
し
出
が
あ

り
、
平
成
30
（
2
0
1
8
）
年
に
当
館
が
寄
贈
を
受
け
た
。

落
合
朗
風
研
究（
二
）　《
落
合
常
一
翁
絵
巻
》に
見
る
落
合
家
の
交
流
関
係
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は
じ
め
に

　

落
合
朗
風
（
1
8
9
6
〜
1
9
3
7
）
は
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
活
躍
し

た
日
本
画
家
。
日
本
美
術
院
、帝
国
美
術
院
、
青
龍
社
と
様
々
な
団
体
を
渡
り
歩

き
、
最
終
的
に
は
自
ら
の
手
で
明
朗
美
術
連
盟
を
設
立
し
た
。

　

連
盟
の
活
動
が
軌
道
に
乗
り
始
め
た
最
中
に
亡
く
な
っ
た
た
め
、こ
れ
ま
で
落
合

朗
風
や
明
朗
美
術
連
盟
に
つ
い
て
は
体
系
的
に
検
証
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。特
に
若

き
日
の
朗
風
に
つ
い
て
は
、明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
点
の
方
が
多
い
。

　

本
稿
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
《
落
合
常
一
翁
絵
巻
》（
当
館
蔵
）
は
、
父
親
で

あ
る
落
合
常
一（
1
8
5
6
〜
1
9
2
6
）
の
生
涯
に
つ
い
て
朗
風
自
身
が
ま
と

め
た
巻
子
装
の
作
品
。作
品
の
性
質
上
、
父
親
に
ま
つ
わ
る
事
柄
が
中
心
と
な
っ
て

い
る
も
の
の
、
随
所
に
朗
風
自
身
の
記
憶
や
体
験
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
落
合

家
の
交
友
関
係
や
大
正
時
代
の
朗
風
の
動
向
に
つ
い
て
も
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
、
落
合
朗
風
研
究
に
と
っ
て
貴
重
な
一
次
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
本
作
は
、
朗
風
に
関
す
る
展
覧
会
に
お
い
て
展
示
さ
れ
、
そ
の
価

値
を
示
し
て
き
た
。
大
岡
信「
不
思
議
な
画
家 

落
合
朗
風
」
は
そ
の
成
果
の
ひ
と

つ
で
あ
り
、
本
作
の
内
容
を
用
い
た
う
え
で
朗
風
の
出
生
に
つ
い
て
記
し
て
い

る
。
た
だ
、
横
に
長
い
絵
巻
と
い
う
形
態
や
癖
の
あ
る
朗
風
の
字
体
が
障
害
と
な

り
、
本
作
に
含
ま
れ
る
情
報
を
精
査
で
き
る
ほ
ど
の
作
品
画
像
や
釈
文
は
発
表
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

令
和
5
（
2
0
2
3
）
年
に
発
表
し
た
「
落
合
朗
風
研
究
」
の
続
編
と
し
て
位

置
づ
け
る
本
稿
は
、
《
落
合
常
一
翁
絵
巻
》
の
翻
刻
お
よ
び
註
釈
を
主
た
る
目
的

と
し
な
が
ら
も
、そ
の
内
容
を
も
と
に
落
合
家
の
家
族
関
係
や
宗
教
的
背
景
を
検

討
す
る
も
の
で
あ
る
。

　  

一
．本
作
の
概
要

　

本
作
は
一
巻
の
巻
子
本
で
あ
り
、
箱
書
よ
り
《
落
合
常
一
翁
絵
巻
》
と
呼
称
さ

れ
て
い
る
。
共
箱
の
記
載
は
以
下
の
通
り
。

蓋
表
：
落
合
常
一
翁
絵
巻

蓋
裏
：
昭
和
二
年
秋

　
　

  

故
父
常
一
翁
一
週
年
忌
に　
　
　
　

朗
風
自
題

　
　

  

際
し
此
の
小
巻
を
霊
前
に
捧
ぐ　
　
　

   

朗
風
（
朱
文
長
方
印
）

共
箱
（
蓋
表
面
）

共
箱
（
蓋
裏
面
）

こ
の
記
述
よ
り
、
大
正
15
（
1
9
2
6
）
年
11
月
18
日
に
亡
く
な
っ
た
、父
親
・
常

一
の
一
周
忌
に
際
し
て
本
作
は
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

巻
末
の
奥
書
で
は
箱
書
と
同
様
、
父
親
の
一
周
忌
に
際
し
て
本
作
を
制
作
し
た

こ
と
が
説
明
さ
れ
、
朗
風
と
と
も
に
兄
で
あ
る
落
合
忠
三
郎
の
名
前
が
列
記
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
、
あ
く
ま
で
も
兄
の
名
前
は
奉
納
者
の
一
人
と
し
て
記
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
本
作
の
文
字
や
絵
を
担
当
し
た
の
が
朗
風
一
人
で
あ
る
こ
と
は
、
そ

の
筆
致
か
ら
間
違
い
な
い
。

　

表
題
と
し
て
、
巻
頭
の
絹
地
に
「
故
父
常
一
翁
絵
巻
」
と
記
し
た
題
簽
が
貼
ら

れ
て
い
る
。
全
体
を
見
て
い
く
と
、
本
作
は
三
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
ま
ず
、
落
合
常
一
の
肖
像
画
を
描
い
た
一
枚
紙
（
2
4
・

8×

1
7
・
9
㎝
）
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
次
に
「
略
伝
」
と
い
う
文
字
以
降
に
本
文

が
始
ま
る
。
こ
の
部
分
が
最
も
長
尺
の
箇
所
で
あ
り
、
2
4
・
8×

5
5
6
・
2
㎝

を
占
め
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
本
作
の
制
作
経
緯
を
記
し
た
一
枚
紙
（
2
4
・

8×

1
7
・
9
㎝
）
が
貼
り
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
本
作
の
寸
法
を
記
す
際
は
2
5
・
0×

6
8
3
・
0
㎝
と
い
う
表
記
が

用
い
ら
れ
て
き
た
。
た
だ
こ
の
数
値
は
、
前
書
、
本
文
、
奥
書
間
の
表
装
部
分
を

も
含
め
た
全
体
の
概
寸
で
あ
る
た
め
、
正
確
と
は
言
い
難
い
。
本
稿
で
は
、
前
書

が
2
4
・
8×

1
7
・
9
㎝
、
本
文
が
2
4
・
8×

5
5
6
・
2
㎝
、
奥
書
が
2
4
・

8×

1
7
・
9
㎝
と
い
う
寸
法
表
記
を
用
い
て
い
く
。

　

た
だ
、
最
も
長
尺
の
本
文
部
分
に
関
し
て
も
、
横
に
長
い
一
枚
紙
を
朗
風
が
用

い
て
い
た
訳
で
は
な
い
。
2
4
・
8×

1
7
・
9
㎝
の
紙
三
十
一
枚
分
を
、
そ
れ
ぞ

れ
の
間
に
合
紙
を
入
れ
つ
つ
表
装
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
前
書
及
び
奥
書
と
合
わ

せ
る
と
三
十
三
枚
分
の
一
枚
紙
（
2
4
・
8×

1
7
・
9
㎝
）
を
、
朗
風
は
当
初
ス

ケ
ッ
チ
帳
の
よ
う
に
用
い
つ
つ
描
い
て
い
っ
た
と
推
察
で
き
る
。
父
親
と
の
想
い

出
を
一
定
サ
イ
ズ
の
紙
へ
断
片
的
に
描
き
、
そ
れ
を
一
周
忌
に
あ
わ
せ
て
表
装
し

た
の
で
あ
る
。

　

縦
長
の
紙
に
日
々
の
出
来
事
を
ま
る
で
エ
ッ
セ
イ
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
く
方
法

に
、
朗
風
は
大
正
13
（
1
9
2
4
）
年
か
ら
挑
戦
し
て
い
る
。
転
機
と
な
っ
た
の
は
、

同
年
に
記
し
始
め
た
『
絵
日
記
』（
当
館
蔵
）
。
4
月
9
日
か
ら
8
月
7
日
ま
で

の
日
常
を
絵
と
文
章
で
綴
っ
た
一
冊
だ
が
、
島
根
県
生
ま
れ
の
日
本
画
家
・
勝
部

大
逸
（
1
8
8
9
〜
1
9
5
9
）
が
当
時
つ
け
て
い
た
絵
日
記
に
触
発
さ
れ
書
き

始
め
た
と
い
う
。
そ
の
軽
妙
な
筆
致
は
俳
句
に
親
し
む
こ
と
で
更
な
る
高
み
に
達

し
、《
若
日
の
大
国
主
命
》（
昭
和
7
年
、
個
人
蔵
）や
《
遊
國
帖
》（
昭
和
10
〜

12
年
、
当
館
蔵
）
と
い
っ
た
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
作
品
へ
と
昇
華
し
て
い
っ
た
。

前
文
御
免
下
さ
い
ま
せ

先
日
は
御
葉
書
う
れ
し
く

拝
見
い
た
し
ま
し
た
。

此
の
度
、
島
根
よ
り
帰
っ
て

参
り
ま
し
た
。
父
の
絵
な
と

健
造
様
に
、
さ
し
上
げ
ま
す

子
供
の
、
な
き
私
、
な
に
か

貴
方
様
に
、
さ
し
上
げ
た
く
、

思
い
居
り
ま
し
た
、
と
こ
ろ

で
す
。

又
な
に
か
、
其
の
内
に
御
送
り

申
上
げ
ま
す

皆
々
様
に
宜
し
く
申
上
げ
て

下
さ
い
ま
せ

御
機
嫌
よ
う

　
　
　
　
　

信
子

健
造
様

　
『
落
合
朗
風
先
生
遺
作
目
録
』（
個
人
蔵
）
に
よ
る
と
、
昭
和
12
（
1
9
3
7
）

年
に
朗
風
が
逝
去
し
た
後
、
朗
風
作
品
は
川
口
春
波
（
1
8
9
9
〜
1
9
7
2
）

を
中
心
に
整
理
が
行
わ
れ
、
作
品
だ
け
で
は
な
く
下
絵
や
写
生
帖
も
含
め
多
数
が

落
合
家
に
お
い
て
管
理
さ
れ
て
い
た
。
昭
和
14(

1
9
3
9
）
年
4
月
、
東
京
府
美

術
館
に
お
い
て
落
合
朗
風
遺
作
展
が
開
催
さ
れ
た
の
に
あ
わ
せ
て
落
合
朗
風
遺
作

頒
布
会
が
行
わ
れ
、
若
干
の
作
品
整
理
が
行
わ
れ
た
も
の
の
、
作
品
の
多
く
は
落

合
家
に
残
り
続
け
た
。
そ
の
後
、戦
争
の
激
化
に
伴
い
、
妻
の
信
子
は
東
京
か
ら
生

家
の
千
葉
へ
朗
風
の
遺
品
と
と
も
に
疎
開
し
た
。
そ
の
作
品
群
の
な
か
に
本
作
も

含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

　

こ
の
手
紙
は
、
子
供
の
い
な
か
っ
た
信
子
が
健
造
へ
自
ら
の
所
蔵
作
品
《
落
合

常
一
翁
絵
巻
》
を
贈
与
す
る
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
朗
風
没
後
も
信
子
が

島
根
を
訪
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
残
念
な
が
ら
消
印
を
捺
し
た
封

筒
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
信
子
が
い
つ
頃
送
付
し
た
も
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

発
送
年
月
日
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
の
が
、
本
作
に
付
随
し
て
い
る
、
昭
和

　  

二
．本
作
の
伝
来
に
つ
い
て

　

本
作
に
は
資
料
と
し
て
三
枚
（
一
枚
は
白
紙
）
の
書
面
が
付
属
し
て
い
る
。
朗

風
の
妻
で
あ
る
信
子
が
落
合
健
造
に
宛
て
た
書
簡
で
あ
り
、ボ
ー
ル
ペ
ン
で
記
さ
れ

て
い
る
。落
合
健
造
（
1
9
1
3
〜
2
0
0
1
）
は
島
根
県
簸
川
郡
平
田
町
（
現
出

雲
市
平
田
町
）
に
生
ま
れ
、山
陰
合
同
銀
行
に
お
い
て
勤
務
す
る
傍
ら
、
草
風
と
い

う
雅
号
で
日
本
画
を
制
作
し
た
。
朗
風
と
苗
字
は
同
じ
で
あ
る
も
の
の
、
縁
戚
関
係

に
は
な
い
。
た
だ
、
平
田
町
出
身
者
と
い
う
点
で
落
合
家
と
は
接
点
が
あ
り
、
黎

明
と
い
う
雅
号
を
用
い
て
い
た
若
い
頃
に
朗
風
の
主
宰
す
る
明
朗
美
術
連
盟
研
究

会
へ
作
品
を
送
り
、
講
評
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
付
属
書
面
の
内
容
は
以

下
の
通
り
。

44
（
1
9
6
9
）
年
5
月
19
日
付
け
で
島
根
県
立
博
物
館
（
当
館
の
前
身
）
が
発
行

し
た
出
品
感
謝
状
と
平
成
4
（
1
9
9
2
）
年
3
月
30
日
付
け
で
平
田
市
旧
本
陣
記

念
館
（
現
平
田
本
陣
記
念
館
）
が
発
行
し
た
出
品
御
礼
状
。「
落
合
朗
風
遺
作

展
」
、
「
落
合
朗
風
展
」
が
そ
れ
ぞ
れ
の
館
で
開
催
さ
れ
た
際
に
用
意
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
両
者
の
発
行
先
の
宛
名
を
確
認
す
る
と
、
昭
和
44
年
の
感
謝
状
で
は
宛

先
が
落
合
信
子
で
あ
る
の
に
対
し
、
平
成
4
年
の
御
礼
状
で
は
落
合
健
造
に
変

わ
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
所
蔵
先
が
信
子
か
ら
健
造
へ
と
変
更
に
な
っ
た
の
は
、
昭

和
44
年
よ
り
平
成
4
年
の
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

平
成
13
（
2
0
0
1
）
年
に
健
造
が
亡
く
な
っ
た
後
も
作
品
は
落
合
健
造
家
で
保

管
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
作
品
保
全
の
環
境
を
心
配
し
た
親
族
よ
り
申
し
出
が
あ

り
、
平
成
30
（
2
0
1
8
）
年
に
当
館
が
寄
贈
を
受
け
た
。 ひ  

か
わ

そ
う
ふ
う

し
ゅ
ん
ぱ

（
註
8
）

（
註
9
）

（
註
10
）

（
註
11
）

『
落
合
建
造
宛
落
合
信
子
書
簡
』
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三
．《
落
合
常
一
翁
絵
巻
》
翻
刻

　

本
章
で
は
、
以
下
の
凡
例
に
従
い
《
落
合
常
一
翁
絵
巻
》（
当
館
蔵
）
の
翻
刻
を
行
う
。

・
名
前
や
年
号
な
ど
特
別
な
用
途
以
外
の
旧
字
体
及
び
片
仮
名
表
記
は
、そ
れ
ぞ
れ
新
字
体
と
平
仮
名
表
記
に
改
め
た
。

・
句
読
点
は
原
文
に
表
記
が
あ
る
際
の
み
記
し
、
新
た
に
付
与
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

・
【
】
で
示
し
た
部
分
は
註
を
付
し
た
箇
所
で
あ
り
、
そ
の
数
字
は
四
章
註
釈
の
項
と
一
致
し
て
い
る
。

故
父

常
一
翁
像
【
1
】

　
　

朗
風
子
（
白
文
長
方
印
）

　
　

略
伝

故
父
常
一
翁
は
安
政
三
年
五
月
拾
七
日
島
根
県

簸
川
郡
平
田
町
宮
の
丁
【
2
】
に
生
る 

幼
に
し
て
両
親
に
死
な
れ

叔
父
の
家
に
養
れ
た 

幼
少
よ
り
新
進
の
気
に
富
み

写
真
研
究
の
目
的
に
て
松
江
に
出
で
大
阪
に
上
り

菜
種
問
屋
に
勤
務
す 

後
上
京
し
て
日
本
橋
区

浅
沼
写
真
店
【
3
】
に
勤
務
（
二
十
歳
頃
）
せ
し
が
其
後

種
々
都
合
あ
り
知
人
の
勧
め
に
依
り
煙
草
家
を
営
み

神
田
神
保
町
（
現
今
の
／
中
井
銀
行
）【
4
】
に
開
店
す
此
の
時
母
き
く
【
5
】
と

結
婚
す 

家
業
繁
栄
し
全
盛
の
観
あ
り
し
も

煙
草
政
府
専
売
と
な
り
廃
業
す
【
6
】
再
度

帰
国
し
又
上
京
し
て
諸
種
の
家
業
に
努
力
せ
し
も

時
利
あ
ら
ず
追
々
困
難
の
立
場
と
な
り
加
へ
て

母
き
く
不
遇
中
に
産
後
経
過
悪
し
て
三
人
の

幼
児
を
残
し
て
永
逝
す
【
7
】
益
々
困
窮
相
加
り

一
時
は
か
細
き
身
を
も
厭
わ
ず
人
力
車
を
引
き

辛
く
も
育
児
の
為
奮
闘
す

其
後
知
人
の
紹
介
に
て
西
ヶ
原
獣
疫
調
査
所
【
8
】
に

雇
わ
れ
専
ら
育
児
の
為
身
を
犠
牲
に
す
年

五
十
余
才
【
9
】
に
て
右
所
を
退
く
後
は
基
督
教
の

信
仰
生
活
に
入
り
生
活
上
精
神
上
に
余
裕
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
来
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居
を
本
郷
区
動
阪
町
十
六
番
地
【
10
】
に
移
す

其
の
後
市
川
町
に
田
端
【
11
】
に
と
居
を
移
し
悠
々
自
適

神
を
信
じ
山
河
を
跋
し
風
光
を
愛
で
勝
利
の

裡
に
田
端
五
四
八
番
地
に
於
て
七
拾
一
才
【
12
】
の
高
齢

を
以
っ
て
天
国
に
召
さ
る
、時
大
正
拾
五
年
十
一
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
十
一
時
十
分

病
名
食
道
狭
窄
症

廿
日
三
田
教
会
【
13
】
に
於
て
中
川
邦
三
郎
牧
師
【
14
】
司
会
の

も
と
に
告
別
式
を
挙
ふ
、後
市
外
落
合
火

葬
場
【
15
】
に
焼
骨
し
島
根
県
平
田
町
本
妙
寺
【
16
】

落
合
家
墓
地
に
母
の
遺
骨
と
共
に
埋
葬
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

キ
ク

分
骨
し
て
青
山
墓
地
【
17
】
に
母
の
遺
骨
と
合
せ

落
合
家
墓
地
に
埋
む
。

大
正
十
五
年
十
一
月
十
七
日

京
都
か
ら
漸
々
引
越
【
20
】
し
て

来
た
。
大
層
早
か
っ
た
ね

〳
〵
と
父
は
病
床
に

あ
り
な
が
ら
嬉
び
て
迎
へ
て

呉
れ
た
。あ
ま
り
身
体
の

調
子
が
よ
く
な
さ
そ
う
で

あ
っ
た
が
そ
れ
で
も
色
々

話
を
さ
れ
嬉
ん
で
居
ら
れ
た

こ
れ
で
そ
の
明
日
死
ぬ
と
は

と
て
も
〳
〵
思
へ
は

　
　
　
　
　
　

し
な
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に...

......................................

故
父
筆
蹟
【
18
】

　
　

東
京
府
瀧
の
川
町
字

　
　
　
　

田
端
町
五
四
八
【
19
】

　
　
　
　
　
　

落
合
常
市
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昭
和
元
年
十
二
月
二
拾
七
日
朝
今
市
駅
【
21
】
に

着
い
た
処
大
層
な
雪
で
一
畑
鉄
道
【
22
】
は

不
通 

電
報
電
話
そ
の
他
の
交
通
機
関
は

ま
っ
た
く
途
絶
し
て
終
っ
た
。
歩
く
よ
り

仕
方
な
く
又
逆
戻
り
し
て
直
江
の
駅
【
23
】

に
至
り
や
う
や
く
の
思
ひ
で
二
人
の

人
を
頼
み
約
二
里
余
の
雪
道
を

こ
け
つ
ま
ろ
び
つ
平
田
の
幸
の
屋
【
24
】
に

着
い
た
。

大
し
て
つ
ら
ひ
事
も
な
く

反
っ
て
深
い
印
象
を

残
し
て
よ
か
っ
た
様
な

気
が
し
た
。

雪
景
色
は
何
と
も
云
へ
な
い

程
美
し
か
っ
た
。

翌
日
（
二
十
八
日
）
本
妙
寺
に

父
の
埋
葬
式
を
挙
ふ
。

大
層
大
勢
の
参
会
者

あ
り
。
住
職
の
読
経
の
後

兄
自
分
と
順
序
し
て

諸
賢
の
焼
香
あ
り

式
後
別
室
に
茶
菓
を

出
し
故
父
の
物
語
を
な
す
。

　
故
落
合
常
市
之
墓
【
25
】

故
大
田
博
士
【
26
】 

未
亡
人
貞
枝
様
よ
り
の
弔
詞

落
合
さ
ん
、
貴
方
は
十
一
月
十
八
日
遂
に
人
間
世
界
を
去
ら
れ
て

貴
方
の
最
も
信
仰
し
て
ゐ
ら
れ
た
エ
ー
ス
様
の
御
側
に
召
さ
れ
ま
し

た
は
ね
。
落
合
さ
ん
貴
方
は
ほ
ん
と
う
に
貴
い
方
で
し
た
。

そ
し
て
か
く
れ
た
人
格
者
で
し
た

若
く
し
て
奥
さ
ん
に
逝
か
れ
三
人
の
初
幼
児
は
貴
方
の
手
に
残

さ
れ
ま
し
た 

其
の
当
時
は
ど
ん
な
に
苦
し
か
っ
た
事
で
し
う
肉
に
も

霊
に
も
其
の
上
人
間
界
に
は
何
う
し
て
も
な
く
て
な
ら
な
い

物
質
の
苦
し
み
も
大
し
た
も
の
で
し
た
で
し
う
。
で
も
男
性
に

有
勝
な
暴
君
に
な
ら
な
か
っ
た
事
は
私
ほ
ん
と
う
に
感

動
し
て
居
り
ま
し
た
。
の
み
な
ら
ず
貴
方
は
子
供
に
対
し
て
も

ほ
ん
と
う
に
寛
大
で
し
た 

私
は
よ
く
覚
え
て
居
り
ま
す

子
供
の
な
す
が
ま
ゝ
に…

…

今
の
新
し
い
教
育
者
に
先
だ
ち
、
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無
言
の
内
に
子
供
を
大
自
然
に
向
っ
て
遊
び
さ
し
て

行
か
れ
ま
し
た 

今
日
落
風
さ
ん
の
あ
る
の
は
貴
方
の
か
く
れ

た
力
が
ど
れ
丈
御
座
い
ま
す
る
や
ら

あ
の
一
昨
年
の
秋
三
越
の
階
上
で
落
（
朗
）
風
さ
ん
の
展

覧
会
【
27
】
が
御
座
い
ま
し
た
時
昔
を
忍
ん
で
ま
る
で
夢
の

や
う
で
御
座
い
ま
し
た 

私
共
夫
婦
で
さ
え
嬉
し
か
っ
た

の
に
貴
方
は
ど
ん
な
に
御
嬉
し
い
事
で
あ
ろ
う
と
思
ひ
ま
し
た

落
風
さ
ん
が
京
都
に
ゐ
ら
れ
る
事
を
聞
き
ま
し
た
時

一
度
は
御
目
に
掛
っ
て
ほ
め
て
差
し
上
た
か
っ
た
で
す
わ

之
計
り
は
私
は
惜
し
い
事
し
ま
し
た
今
は
無
き
主
人
と

其
夜
の
話
題
に
私
は
平
ち
ゃ
ん
が
生
れ
つ
き
宜
し

か
っ
た
の
だ
と
申
し
主
人
は
否
落
合
の
教
育
が
よ
か

っ
た
の
だ
と
申
し
ま
し
た
。

落
合
さ
ん
矢
張
貴
方
の
方
針
が
よ
ろ
し
か
っ
た
の
で
す
わ

落
合
さ
ん
私
は
夫
を
失
く
し
て
一
人
貴
方
を
思
ひ

起
し
ま
す 

毎
日
〳
〵
泣
い
て
泣
い
て
後
い
つ
も
ほ
っ
と

光
明
を
見
出
し
ま
す 

貴
方
の
踏
ん
で
来
ら
れ
た
道
を

又
私
は
ふ
み
し
め
て
行
け
ば
必
ず
到
着
す
る
事
が

出
来
る
と
思
ひ
ま
す 

何
う
か
昔
御
心
安
か
っ
た

御
情
に
私
に
真
直
な
道
を
ふ
ま
し
て
行
か
し
て

下
さ
い
ま
せ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貞
枝

故落
合
様

父
逝
っ
て
早
や
二
ヶ
月
目
の
今
日
兄
と
小
雨
降
る
な
か
を

青
山
墓
地
故
父
の
墓
に
参
詣
す

　
　
　
　
　
　
　
　

感
慨
い
と
深
く

　
　
　
　
　
　
　
　

空
も
悲
し
み
を
知
る

　
　
　
　
　
　
　
　

ご
と
く
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　

一
月
拾
八
日

　
神
は
愛
な
り

落
合
藤
助
【
28
】
之
墓

　
　
　

父
常
市
之
墓

　
　
　

母
キ
ク
之
墓

父
は
信
仰
篤
き
基
督
教
の
信
者
で
あ
っ
た

そ
の
行
動
、言
葉
な
り
は
皆
基
督
の
教
よ
り

出
づ
る
も
の
で
あ
っ
た
様
で
あ
る
。一
面
我
情
の
強
か
っ
た
と

思
わ
る
節
も
あ
っ
た 

こ
れ
は
ま
っ
た
く
吾
人
の
強
く

学
ば
ね
ば
な
ら
な
い
所
と
信
ず
る

即
ち
信
仰
深
く
主
義
に
高
く
生
く
る
者
は

世
俗
に
媚
び
妥
協
を
事
と
す
る
を
潔

よ
し
と
し
な
い
男
ら
し
き
気
概
の
所

有
者
で
あ
る
。
吾
人
は
相
顧
み
て
父
に
対
し

殊
に
赫
顔
に
堪
へ
な
い
斯
の
如
き
人
格
の
所
有
者

こ
そ
真
の
勇
者
と
云
ふ
可
き
で
あ
る

そ
れ
が
為
物
質
的
に
は
ま
こ
と
に
恵
が
薄
い
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故
父
も
又
其
の
通
り
で
あ
っ
た

然
し
神
を
知
り
常
々
よ
き
行
道
の
み
を
歩
ん
だ

父
は
常
に
幸
福
で
あ
っ
た 

常
々
清
く
高
く

生
き
得
る
も
の
こ
そ
真
の
幸
福
者
で
あ
る

生
前
父
は
不
絶
聖
書
を
繙
き
教
へ
ら
れ

こ
れ
を
深
く
信
じ
其
れ
を
実
行
し
た
人
で
あ
っ
た
。

父
生
前
嗜
好
の
も
の　

　
　
　
　
　
　

大
福　

ド
ロ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　

饅
頭　
　
　
　
　

　
　
　

り
ん
ご　
　
　
　
　
　
　

牛
乳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梅
干

　
　
　
　
　
　
　
　
　

仁
丹　

鯛　

　
　
　
　
　
　

す
し　

　
　

絵　
　
　
　

め
の
葉

　
　
　
　

御
茶　
　
　
　

餅　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
し
み　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
な
ぎ　

　
　
　

花　
　

　
　
　
　
　
　

そ
ば

嗜
好
の
も
の
に
付
い
て

右
の
様
な
も
の
を
多
く
嬉
ん
で
食
べ
た
。

け
れ
共
決
し
て
沢
山
は
食
べ
な
か
っ
た 

身
体
の

こ
と
は
少
な
か
ら
ず
意
に
留
め
乱
食
等
は

絶
対
し
な
か
っ
た 

不
絶
云
っ
て
居
た
、

「
腹
の
空
い
た
時
は
腹
八
分
に
食
物
を
摂
れ
と
」

死
に
至
る
数
時
間
前
迄
身
体
の
為
考
へ
て

食
物
を
と
ろ
う
と
し
て
努
力
し
て
居
た
様
で

あ
る
。父
は
霊
肉
共
に
お
そ
ろ
か
に
は
し
な
か
っ
た
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質
朴
な
格
好　

態
度　

よ
き
村
夫
子
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

感
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
っ
た
。

　

信
仰
に
導
き
し
人
々

清
水
豊
次
郎
氏
母　
　
　

  

大
正
三
年
六
月
四
日

　

〃　
　

カ
ネ
殿　
　
　

  

府
下
滝
の
川
町
聖
学
院
【
29
】
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

水
洗
礼
式
に
て

津
田
ホ
マ　
　

殿　
　
　
　

  　
　

〃　
　

針
谷
シ
エ
ス　

殿　
　
　

  

大
正
五
年
六
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

聖
学
院
に
て

志
賀
キ
ミ
子　

殿　
　
　
　

  　
　

〃

鈴
木
里
子　
　

殿　
　
　

  

大
正
六
年
五
月
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

三
田
教
会
吉
岡
牧
師
【
30
】
に
受
洗

鈴
木
さ
く
子　

殿　
　
　

  

大
正
七
年
九
月
十
五
日

　

〃
き
み
子　

殿　
　
　

  　
　
　

〃

市
川
安
野　
　

殿　
　
　

  

大
正
九
年
十
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

本
郷
区
浅
賀
町
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
会
【
31
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

に
於
て
受
洗

鈴
木
ふ
み
子　

殿　
　
　

  

大
正
八
年
春
浅
賀
町
教
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

伝
道
会
に
於
て

遠
藤
和
佐　
　

殿　
　
　

  

大
正
拾
三
年
六
月

落
合
忠
三
郎　

殿
【
32
】

〃　

平
治
郎　
　
【
33
】　

〃　

信　

子

山
登
り　

海
水
浴
等
も
好
き
の
様
で
あ
っ
た

　

富
士
山
に
も
六
拾
五
六
才
の
時
登
っ
た

　
　

伯
耆
の
大
山
に
も
下
駄

　
　

ば
き
で
登
っ
て
壮
者
を

　
　

凌
い
だ

　
　
　

大
体
非
常
な

　
　
　
　

健
脚
家
で
あ
っ
た
吾
々
一
所
に

　
　
　
　
　

歩
か
う
も
の
な
ら　

も
少
し
ゆ
っ
く
り

　
　
　
　
　

歩
い
て
下
さ
い
と
あ
や
ま
っ
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　

で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

あ
る
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又
父
は
自
然
を
愛
し
た
。

静
か
な
自
然
の
裡
に
聖
書
を

読
む
と
い
ゝ
気
持
だ
と

　
　

常
々

　
　
　

云
っ
て
居
ら

　
　
　
　
　
　
　

れ
た

　
　
　

野
の
可
憐
な
道
草 

名
も
知
れ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
花
に
も

　
　
　

心
を
や
り
愛
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　

居
ら
れ
た

平
素
御
親
交
を
辱
ふ
せ
し
諸
賢
の

御
尊
名
を
録
し
感
謝
の
意
を
表
白
す

飯
久
保
貞
治
牧
師
【
34
】　

松
崎
精
一
郎
殿
【
35
】

　
　

〃　
　

夫
人

吉
岡
誠
明　

牧
師
【
36
】　

杉
山
魯
九
郎
殿
【
37
】

　
　

〃　
　

夫
人　
　
　
　
　

〃　

蝶
殿

中
川
邦
三
郎
牧
師
【
38
】　

森
山
ふ
く　

殿

　
　

〃　
　

夫
人　
　
　

中
嶋
と
よ　

殿
【
39
】

石
井
鉄
五
郎
殿
【
40
】　
　

加
藤
松
子　

殿

中
村
仲
郎　

殿　
　
　
　

和
泉
な
つ
き
殿

　
　

〃　

夫
人　
　
　
　

岩
倉
直
隆　

殿

寺
内
用
助　

殿
【
41
】　
　
　
　

〃　

夫
人

田
中
兼
太
郎
殿　
　
　
　

右
田
貞
枝　

殿

田
中
芳
之
助
殿　
　
　
　

加
藤
光
澄　

殿
【
42
】

西
尾
冨
三
郎
殿　
　
　
　

西
尾
寿
太
郎
殿
【
43
】

長
岡
忠
次
郎
殿　
　
　
　

有
田
ハ
ナ　

殿

岡
本
源
之
助
殿　
　
　
　

高
橋
健
一　

殿

和
田
ち
か　

殿
【
44
】　
　

吉
田
と
き　

殿

土
岐
孝
太
郎
殿
【
45
】　
　

原
喜
一　
　

殿

梶
原
咲
子　

殿　
　
　
　

松
本
芝
巖　

殿
【
46
】

荒
木
由
之
進
殿　
　
　
　

柳
沢
小
松　

殿
【
47
】

角　

善
次　

殿　
　
　
　

津
田　
　
　

殿

渡
辺
愛
造　

殿　
　
　
　

吾
郷
勝
三　

殿

渡
辺
乕
之
助
殿　
　
　
　

角　

定
市　

殿
【
48
】

　

〃　

キ
ミ
殿　
　
　
　

中
山　
　
　

殿

原
吉
之
助　

殿
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『
和
田
ち
か
宛
葉
書
』（
個
人
蔵
）

温
泉
も
好
き
で
自
分
が
伊
豆
の
土
肥
【
49
】
に

居
た
時
も
時
々

来
て
は

二
人
し
て
色
々

話
し
な
が
ら

気
長
に
気
持
よ
く

楽
し
く

　

つ
か
っ
た
も
の
で

　
　
　
　
　
　

あ
る

生
前
如
何
に
父
が
自
分
の
芸
術
に
対
し
よ
ろ
こ
び
を
持
っ
て

居
ら
れ
た
か
は
計
り
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
位
で
あ
る
。
洛
外
風
趣

の
作
【
50
】
が
帝
展
に
入
選
さ
れ
た
時
の
嬉
び
そ
の
嬉
び
は
実
に

想
ひ
計
っ
て
余
り
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
く
病
中
幾
度
も
入
選

を
祝
ふ
嬉
ぶ
の
手
紙
が
来
た
。
病
中
随
分
苦
し
い
の
に
も

係
ら
ず
順
天
堂
【
51
】
の
帰
途
帝
展
に
廻
っ
て
一
人
自
分
の

作
品
を
見
て
来
た
そ
う
だ 

其
の
時
を
思
っ
て
こ
の
絵
を
描
い
て

見
た
。
想
ひ
出
し
て
も
難
有
さ
に
涙
に
咽
せ
ぶ
の
で
あ
る

そ
れ
か
ら
幾
星
霜
し
て
も

父
の
す
が
た
を
こ
の

帝
展
な
り
他
の
展
覧
会

会
場
に
見
る
こ
と
は

出
来
な
い
の
で
あ
る

悲
し
き
哉

父
は
又
非
常
に
子
供
を
愛
し
た　

父
の
友
達
は

子
供
達
で
あ
つ
た 

海
水
浴
に
山
登
り
に
物
見
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
つ
も
子
供
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
じ
い
さ
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
っ
た
。

出
雲
の
海
、房
州
の
海
【
52
】
伊
豆
の
海
等
へ

よ
く
行
っ
て
泳
い
た 

死
の
以
前
に
来
年
は
房
州
へ

行
き
た
い
と
曰
っ
て
居
ら
れ
た
が
今
は
空
し
く

今
年
の
夏
は
天
国
の
海
で
楽
し
く
遊
ば
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
と
で
あ
ろ
う
。

し
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四
．《
落
合
常
一
翁
絵
巻
》
註
釈

　

本
章
で
は
、
前
章
で
翻
刻
し
た
《
落
合
常
一
翁
絵
巻
》
に
つ
い
て
註
釈
を
加
え
る
。

　

前
章
の
凡
例
で
記
し
た
よ
う
に
、
各
項
の
先
頭
に
記
し
た
数
字
は
、前
章
【
】
内

の
数
字
に
対
応
し
て
い
る
。

1.

常
一
翁
像

　

父
親
の
姿
を
、
朗
風
は
《
父
の
肖
像
》（
当
館
蔵
）
に
お
い
て
も
描
い
て
い

る
。
同
作
は
紙
本
墨
画
の
一
幅
で
あ
り
、
落
款
と
し
て
「
大
正
九
年
／
師
走
十
八

日
写
」
、
「
朗
風
子
」（
白
文
長
方
印
）
が
残
る
。
身
体
の
左
側
面
を
写
し
取
っ

た
構
図
や
左
眼
で
画
面
正
面
を
見
つ
め
る
常
一
の
描
写
は
、両
作
の
近
似
性
を
感
じ

さ
せ
る
。
大
正
9
（
1
9
2
0
）
年
の
時
点
で
形
成
さ
れ
た
父
親
像
が
、
本
作
制

作
時
に
も
参
照
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

2.

簸
川
郡
平
田
町
宮
の
丁

　

朗
風
は「
宮
の
丁
」と
記
し
て
い
る
が
、「
宮
ノ
町
」の
こ
と
。現
在
の
島
根
県
出
雲

市
平
田
町
。
宇
美
神
社
付
近
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
朗
風
没
後
に
平
田
町
で
は

大
規
模
な
区
画
整
理
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
詳
細
な
場
所
は
既
に
分
か
ら
な
く

な
っ
て
い
る
。

3.

浅
沼
写
真
店

　

明
治
4
（
1
8
7
1
）
年
、
浅
沼
藤
吉
が
日
本
橋
呉
服
町
に
写
真
材
料
店
と
し

て
開
業
し
た
。
菅
保
男
編
『
浅
沼
商
会
百
年
史
』（
浅
沼
商
会
、
昭
和
46
年
10
月

29
日
、
10
頁
）
参
照
。

4.

現
今
の
中
井
銀
行

　

中
井
銀
行
神
田
支
店
は
、
東
京
市
神
田
区
表
神
保
町
二
番
地
に
「
大
正
元
年
八

月
初
め
て
現
所
に
開
設
」（
桑
原
萍
水
『
神
田
人
物
誌
』
神
田
公
論
社
、
大
正
5

年
12
月
13
日
、
3
0
3
頁
）
し
た
の
で
、常
一
の
煙
草
屋
が
建
っ
て
い
た
の
は
こ
の

場
所
と
考
え
ら
れ
る
。

5.

母
き
く

　

東
京
の
洞
村
源
兵
衛
の
娘
。
ち
な
み
に
、き
く
の
妹
の
て
ふ
（
「
て
い
」
と
表
記

す
る
文
献
も
あ
り
）
は
、
東
京
日
本
橋
蛎
殻
町
に
お
い
て
山
六
商
店
と
い
う
穀
物

の
仲
介
問
屋
を
営
ん
だ
杉
山
魯
九
郎
の
も
と
に
嫁
い
だ
。朗
風
の
追
悼
文
を
杉
山

て
ふ
が
記
す
の
は
、
こ
の
関
係
性
に
よ
る
。
「
杉
山
魯
九
郎
」（
『
昭
和
九
年
版

日
本
人
事
名
鑑
』
上
卷
、
連
合
通
信
社
、
昭
和
8
年
12
月
5
日
、
32
頁
）
参
照
。

6.

煙
草
政
府
専
売
と
な
り
廃
業
す

　

明
治
31
（
1
8
9
8
）
年
に
葉
煙
草
専
売
法
が
、
明
治
37
（
1
9
0
4
）
年
に
煙

草
専
売
法
が
制
定
さ
れ
た
。
き
く
の
死
去
が
専
売
法
制
定
以
後
の
出
来
事
と
し
て

記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
葉
煙
草
専
売
法
が
施
行
さ
れ
た
際
に
店
を
畳
ん
だ
と
考
え

ら
れ
る
。
註
7
も
あ
わ
せ
て
参
照
。

7.

永
逝
す

　

き
く
の
妹
の
杉
山
て
ふ
が
「
故
人
（
註
：
朗
風
）
が
母
親
に
死
別
致
し
ま
し
た
の

は
、
四
歳
の
時
で
御
座
い
ま
し
た
」（
「
幼
年
時
代
を
偲
び
て
」『
落
合
朗
風
追

慕
』
明
朗
美
術
連
盟
、
昭
和
12
年
6
月
2
日
、
1
2
9
頁
）
と
記
録
し
て
い
る
た
め
、

数
え
年
で
計
算
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
き
く
が
亡
く
な
っ
た
の
は
明
治
32
（
1
8
9
9
）

年
と
考
え
ら
れ
る
（
満
年
齢
で
あ
れ
ば
翌
年
）
。

　

な
お
「
三
人
の
幼
児
を
残
し
て
」
と
本
文
に
記
さ
れ
て
い
る
点
を
あ
わ
せ
て

考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
朗
風
は
当
初
三
人
兄
弟
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。大
正
13

（
1
9
2
4
）
年
の
『
絵
日
記
』（
当
館
蔵
）
に
お
い
て
朗
風
は
、「
松
子
」
が
4
月

13
日
に
亡
く
な
り
、16
日
に
は
「
自
分
は
三
人
兄
妹
の
妹
を
つ
い
に
失
っ
た
」
と
記

し
て
い
る
た
め
、
本
作
に
も
名
前
が
登
場
す
る
兄
の
忠
三
郎
の
他
に
「
松
子
」
と

い
う
妹
が
い
た
と
推
測
で
き
る
。
枝
野
茂
「
落
合
朗
風
そ
の
一
」（
『
美
術
グ
ラ

フ
』
第
18
巻
第
7
号
、昭
和
44
年
8
月
15
日
、
24
頁
）
が
「
（
註
：
朗
風
は
）
常
一・

き
く
の
三
男
と
し
て（
中
略
）
生
れ
て
」
と
記
し
て
以
降
、
そ
の
記
述
が
踏
襲
さ
れ

て
き
た
も
の
の
、
三
人
兄
弟
の
次
男
と
い
う
表
記
が
正
確
で
あ
ろ
う
。

8.

西
ヶ
原
獣
疫
調
査
所

　

現
在
の
東
京
都
北
区
に
あ
っ
た
獣
疫
調
査
所
。
明
治
43
（
1
9
1
0
）
年
3
月
に

農
務
局
獣
疫
調
査
所
と
し
て
設
置
さ
れ
、
大
正
10
（
1
9
2
1
）
年
4
月
に
農
務
省

の
独
立
機
関
化
し
て
い
る
。
牧
江
弘
孝
「
動
物
医
薬
品
検
査
所
（N

VA
L

）
の
こ

れ
か
ら
」（
『
動
薬
検
ニ
ュ
ー
ス
』No.
2
8
4
、
平
成
20
年
10
月
）
参
照
。

9.

五
十
余
才

　

常
一
の
生
年
は
安
政
3
（
1
8
5
6
）
年
な
の
で
、
数
え
年
で
年
齢
を
考
え
た

場
合
、
50
代
は
明
治
38
（
1
9
0
5
）
年
か
ら
大
正
4
（
1
9
1
5
）
年
ま
で
と
な
る
。

註
12
も
あ
わ
せ
て
参
照
。

10 .

本
郷
区
動
阪
町
十
六
番
地

　

現
在
の
東
京
都
文
京
区
千
駄
木
付
近
。な
お
、
『
写
生
帖
断
簡
』（
個
人
蔵
）

の
な
か
に
は
、
「
大
正
五
年
十
月
廿
七
日
／
東
京
市
本
郷
区
動
阪
町
／
十
六
番
地

／
落
合
朗
風
」
と
書
き
残
し
た
も
の
が
現
存
し
て
い
る
。
山
田
天
契
『
日
本
名
画

家
大
鑑
』（
日
本
研
美
会
、
大
正
10
年
7
月
30
日
、
75
頁
）
に
も
、
朗
風
の
住
所

は「
東
京
市
本
郷
区
動
坂
一
六
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
大
正
5
年
か
ら
10
年

頃
ま
で
は
父
親
と
同
居
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

11 .

田
端

　

大
正
14
（
1
9
2
5
）
年
5
月
28
日
に
朗
風
が
常
一
と
忠
三
郎
へ
送
っ
た
葉
書

（
当
館
蔵
）
は
、送
付
先
が
「
東
京
市
外
滝
の
川
町
字
田
端
5
4
8
」
と
な
っ
て
い

る
。
現
段
階
の
調
査
で
は
、
田
端
の
住
所
の
記
載
が
残
る
最
も
古
い
書
簡
で
あ

り
、
父
が
兄
と
同
居
し
て
い
た
こ
と
も
分
か
る
。

12 .

七
拾
一
才

　

常
一
の
生
年
は
安
政
3
（
1
8
5
6
）
年
で
あ
り
、
亡
く
な
っ
た
大
正
15
（
1
9
2
6
）

年
時
点
で
71
歳
と
い
う
こ
と
は
、
数
え
年
表
記
を
本
作
で
は
用
い
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。

13 .

三
田
教
会

　

三
田
教
会
（
三
田
美
以
教
会
）
は
、慶
應
義
塾
の
近
く
に
明
治
19
（
1
8
8
6
）
年

18 .

故
父
筆
蹟

　

常
一
の
手
紙
の
大
き
さ
は
、
1
3.
5×

6.
5
㎝
。

19 .

田
端
町
五
四
八

　

現
在
の
東
京
都
北
区
田
端
町
。
註
11
参
照
。現
在
の
田
端
駅
近
く
に
位
置
す
る
与

楽
寺
に
お
い
て
、
朗
風
は
「
落
合
朗
風
作
品
会
」（
実
施
年
未
詳
1
月
23
日
、個
人

蔵
葉
書
）
を
開
催
し
て
い
る
。
与
楽
寺
近
隣
の
東
覚
寺
が
《
涅
槃
》（
昭
和
7

年
）
を
所
蔵
し
て
い
る
の
も
、
田
端
町
近
辺
に
常
一
の
古
く
か
ら
の
知
り
合
い
が

住
み
、
子
供
で
あ
る
朗
風
の
活
動
を
支
援
す
る
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
た
た
め
と
考

え
ら
れ
る
。
な
お
、
大
正
14
年
11
月
1
日
に
朗
風
が
常
一
へ
送
付
し
た
葉
書
（
個
人

蔵
）
に
は
、
「
滝
の
川
町
長
さ
ん
の
絵
、近
く
描
い
て
送
り
ま
す
か
ら
よ
ろ
し
く
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
父
親
の
依
頼
の
も
と
、
当
時
京
都
に
住
ん
で
い
た
朗
風
が
田

端
付
近
在
住
者
の
た
め
に
作
品
を
制
作
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
《
涅
槃
》
に

つ
い
て
は
、
五
味
俊
晶
『
落
合
朗
風
』（
求
龍
堂
、
1
1
8
頁
）
参
照
。

20 .

漸
々
引
越

　

京
都
か
ら
東
京
へ
の
引
っ
越
し
に
つ
い
て
は
、 

6
月
20
日
に
常
一
と
信
子
へ
宛
て

た
書
簡
（
当
館
蔵
）
に
関
係
す
る
記
述
が
残
っ
て
い
る
。
送
付
年
は
記
さ
れ
て
い

な
い
も
の
の
、
前
後
の
書
簡
の
関
係
か
ら
大
正
15
年
の
書
簡
と
推
察
で
き
る
。
「
次

に
東
京
へ
引
越
の
事
に
付
色
々
考
へ
ま
し
た
処
／
京
都
で
出
品
画
を
描
い
て
十
月

頃
引
越
す
方
が
よ
い
と
思
ひ
ま
す
の
で
／
何
れ
帰
宅
後
と
く
と
相
談
の
上
に
致
し

度
い
と
考
へ
て
居
り
ま
す
」
。
東
京
へ
の
引
っ
越
し
を
考
え
て
い
た
も
の
の
、
帝

国
美
術
院
展
覧
会
へ
の
出
品
作
品
（
註
50
参
照
）
を
制
作
し
て
い
た
た
め
、
実
現
し

な
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
漸
々
引
越
」
と
記
し
て
い
る
の
は
、
そ

の
た
め
で
あ
ろ
う
。

21 .

今
市
駅

　

現
在
の
J
R
出
雲
市
駅
。
当
時
は
出
雲
今
市
駅
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

22 .

一
畑
鉄
道

　

明
治
44
（
1
9
1
1
）
年
、
出
雲
今
市
か
ら
一
畑
間
の
軽
便
鉄
道
敷
設
免
許
を
受

け
、
翌
年
一
畑
軽
便
鉄
道
株
式
会
社
と
し
て
創
設
。
大
正
3
（
1
9
1
4
）
年
に

は
出
雲
今
市
駅
と
雲
州
平
田
間
を
結
ぶ
運
輸
営
業
を
開
始
し
た
。

23 .

直
江
の
駅

　

現
在
の
同
駅
。
荘
原
駅
と
出
雲
市
駅
（
旧
出
雲
今
市
駅
）
の
間
に
位
置
し
て
い
る
。

24 .

平
田
の
幸
の
屋

　

現
在
の
島
根
県
出
雲
市
平
田
町
に
あ
っ
た
旅
館
の
名
称
（
幸
野
屋
）
。
現
在
は

廃
業
。
落
合
家
だ
け
で
は
な
く
、
平
田
出
身
の
日
本
画
家
・
小
村
大
雲

（
1
8
8
3
〜
1
9
3
8
）
と
も
親
交
が
あ
り
、
朗
風
の
掛
軸
や
大
雲
の
衝
立
な

ど
を
所
蔵
し
て
い
た
（
大
雲
作
品
の
一
部
は
平
田
本
陣
記
念
館
に
現
存
）
。
朗
風

と
大
雲
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
五
味
俊
晶
『
落
合
朗
風
』（
求
龍
堂
、
1
8
0

頁
）
及
び
『
朗
風
と
大
雲
展
図
録
』（
平
田
本
陣
記
念
館
、令
和
6
年
9
月
20
日
）

参
照
。

25 .

故
落
合
常
市
之
墓

　

父
親
の
名
前
表
記
を
こ
こ
で
は
「
常
市
」
と
し
て
い
る
。
手
紙
や
墓
石
な
ど
で

は「
市
」
表
記
を
用
い
て
い
る
た
め
、
こ
ち
ら
の
記
載
が
正
式
な
も
の
か
も
し
れ

な
い
。
た
だ
、
一
章
の
冒
頭
に
お
い
て
も
記
し
た
よ
う
に
、
題
簽
や
共
箱
に
お
い

て「
常
一
」
表
記
を
朗
風
が
採
用
し
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
父
親
の
名
を
「
常

一
」で
統
一
し
た
。

26 .

故
大
田
博
士

　

大
田
博
士
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
妻
で
あ
る
貞
枝
と
と
も
に
未
詳
。

に
創
設
さ
れ
た
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
の
教
会
。昭
和
21
（
1
9
4
6
）
年
、
銀
座
教
会
及

び
青
山
教
会
と
合
同
し
、現
在
に
至
る
。
三
田
教
会
に
つ
い
て
は
、
日
本
基
督
教
団

銀
座
教
会
編『
銀
座
教
会
九
十
年
史
』（
銀
座
教
会
、
昭
和
56
年
2
月
1
日
）参
照
。

14 .

中
川
邦
三
郎

　

中
川
邦
三
郎
は
、
明
治
45
（
1
9
1
2
）
年
か
ら
大
正
3
（
1
9
1
4
）
年
、
及

び
大
正
11
（
1
9
2
2
）
か
ら
昭
和
3
（
1
9
2
8
）
年
ま
で
三
田
教
会
の
牧
師
と

し
て
在
籍
し
て
い
る
。
『
銀
座
教
会
九
十
年
史
』
3
7
0
頁
参
照
。

15 .

市
外
落
合
火
葬
場

　

現
在
の
東
京
都
新
宿
区
上
落
合
に
あ
る
落
合
斎
場
の
こ
と
。
落
合
火
葬
場
の
歴

史
に
つ
い
て
は
、
福
田
ア
ジ
オ
「
都
市
化
と
葬
墓
制
の
変
化
」（
『
新
宿
区
の
民

俗
』（
4
）
落
合
地
区
篇
、
新
宿
区
立
新
宿
歴
史
博
物
館
、
平
成
6
年
3
月
）
を

参
照
。

16 .

島
根
県
平
田
町
本
妙
寺

　

現
在
の
島
根
県
出
雲
市
平
田
町
に
現
存
し
て
い
る
日
蓮
宗
寺
院
。
本
妙
寺
に
残

る
と
伝
わ
っ
て
い
る
落
合
家
の
墓
石
は
、
筆
者
の
調
査
に
よ
る
限
り
で
は
現
在
所

在
不
明
。

17 .

青
山
墓
地

　

青
山
霊
園
に
は
常
一
だ
け
で
は
な
く
朗
風
の
墓
石
も
後
年
建
て
ら
れ
た
が
、落
合

家
の
墓
石
は
無
縁
墓
地
と
し
て
既
に
処
理
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
「
美
術
界
だ

よ
り 

故
落
合
朗
風
一
周
忌
」（
『
白
日
』
第
12
巻
第
3
号
、
昭
和
13
年
5
月
15
日
）

参
照
。
後
年
で
は
結
城
素
明
『
芸
文
家
墓
所
誌―

東
京
美
術
家
墓
所
誌
続
篇
』

（
学
風
書
院
、
昭
和
28
年
8
月
1
日
、
2
1
8
頁
）
が
青
山
霊
園
に
朗
風
の
墓
所
が

あ
っ
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

27 .

落
風
さ
ん
の
展
覧
会

　

大
正
13（
1
9
2
4
）
年
10
月
23
日
よ
り
、
大
阪
三
越
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
落

合
朗
風
の
個
展
。
「
落
合
朗
風
氏
は
作
品
三
十
一
点
を
去
月
二
十
三
日
か
ら
二
十

七
日
ま
で
大
阪
三
越
に
於
て
個
人
展
覧
会
を
開
く
」（
「
画
家
消
息
」『
帝
国
絵

画
新
報
』
第
13
巻
第
12
号
、
大
正
13
年
12
月
1
日
）
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

28 .

落
合
藤
助

　

落
合
常
一
の
父
親
を
指
し
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

29 .

滝
の
川
町
聖
学
院

　

明
治
37
（
1
9
0
4
）
年
、
現
在
の
東
京
都
北
区
に
設
置
さ
れ
た
教
会
。
現
在
の

滝
野
川
教
会
の
前
身
。
創
設
時
の
正
式
名
称
は
聖
学
院
神
学
校
内
滝
野
川
基
督
教

会
。
秋
山
操
『
滝
野
川
教
会
七
五
年
史
』（
滝
野
川
教
会
、昭
和
54
年
11
月
25
日
）

参
照
。

30 .

三
田
教
会
吉
岡
牧
師

　

吉
岡
誠
明
は
、
大
正
3
（
1
9
1
4
）
年
か
ら
同
10
（
1
9
2
1
）
年
ま
で
三
田

教
会
の
牧
師
を
務
め
た
。
『
銀
座
教
会
九
十
年
史
』
3
7
0
頁
参
照
。

31 .

浅
賀
町
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
会

　
「
本
郷
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
会 

東
京
市
本
郷
区
浅
賀
町
動
坂
通
り 

清
水
良
太
郎
」

（
『
大
正
八
年
基
督
教
年
鑑
』（
日
本
基
督
教
会
同
盟
、
大
正
9
年
5
月
22
日
、

1
9
6
頁
）と
あ
る
た
め
、
現
在
の
東
京
都
文
京
区
に
あ
っ
た
教
会
を
示
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
註
45
の
土
岐
孝
太
郎
は
本
郷
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
会
に
て

大
正
7
（
1
9
1
8
）
年
に
洗
礼
を
受
け
た
。
粕
谷
常
吉
『
房
州
に
光
を
掲
げ
た

人
々
』（
日
本
聖
公
会
出
版
事
業
部
、
昭
和
48
年
7
月
15
日
、
2
1
8
頁
）
参
照
。

32 .

落
合
忠
三
郎

　

落
合
朗
風
の
兄
。

39 .

中
嶋
と
よ

　

メ
ソ
ジ
ス
ト
派
の
弘
前
教
会
に
お
い
て
、
明
治
30
（
1
8
9
7
）
年
か
ら
同
43

（
1
9
1
0
）
年
ま
で
婦
人
伝
道
師
を
務
め
た
人
物
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
飯
久

保
貞
治
も
弘
前
教
会
の
牧
師
を
明
治
33
（
1
9
0
0
）
年
か
ら
3
年
間
務
め
て
い
る

た
め
、
落
合
家
と
の
人
間
関
係
の
面
で
も
矛
盾
は
な
い
。
「
弘
前
教
会
一
覧
表
」

（
『
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
弘
前
教
会
五
十
年
記
念
史
』
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
弘
前
教

会
、
大
正
14
年
10
月
4
日
）
参
照
。

40 .

石
井
鉄
五
郎

　

現
在
の
千
葉
県
流
山
市
に
お
い
て
、
明
治
35
（
1
9
0
2
）
年
に
パ
ン
と
お
菓
子

の
店
・
清
水
屋
を
創
業
し
た
石
井
鉄
五
郎
で
あ
ろ
う
か
。
石
井
鉄
五
郎
は
、
フ
ラ
ン

ス
人
の
宣
教
師
・
ヴ
ィ
グ
ル
ー
ス
な
ど
の
影
響
で
受
洗
し
た
が
、
落
合
家
と
ど
の
よ

う
に
出
会
い
、
ど
の
よ
う
な
関
係
性
で
あ
っ
た
か
は
未
詳
。
「
最
盛
期
の
千
葉
県

巡
回
伝
道
」（
『
聖
母
と
共
に
』
カ
ト
リ
ッ
ク
西
千
葉
教
会
、昭
和
58
年
11
月
23
日
）

参
照
。

41 .

寺
内
用
助

　

メ
ソ
ジ
ス
ト
派
の
山
梨
県
伝
道
師
と
し
て
名
前
が
『
大
正
七
年
基
督
教
年
鑑
』

（
日
本
基
督
教
会
同
盟
、
大
正
8
年
1
月
31
日
、
2
4
4
頁
）
な
ど
に
記
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
同
一
人
物
か
は
未
詳
。

42 .

加
藤
光
澄

　
「
獣
疫
調
査
所
に
於
て
は
三
月
六
日
午
後
四
時
第
四
十
九
回
例
会
を
開
き
加
藤

光
澄
君
の
本
邦
雑
誌
中
重
要
記
事
の
紹
介
」（
『
中
央
獣
医
会
雑
誌
』
第
25
輯
巻
之

3
、
中
央
獣
医
会
、
明
治
45
年
3
月
28
日
、
1
0
5
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、

西
ヶ
原
獣
疫
調
査
所
に
常
一
が
勤
務
し
て
い
た
際
の
関
係
で
あ
ろ
う
か
。

43 .

西
尾
寿
太
郎

　
「
平
田
の
一
式
飾
」（
『
出
雲
新
風
土
記
』
第
二
輯
行
事
の
巻
、
昭
和
14
年
12
月
、

1
0
2
頁
）
に
お
い
て
、
「
今
日
に
至
る
迄
の
一
式
飾
の
名
手
を
列
挙
す
れ
ば
、
木

佐
宇
太
郎
（
表
具
師
）
千
把
定
造
（
装
飾
屋
）
三
村
啓
太
郎
（
鋳
掛
屋
）
西
尾
寿

太
郎
（
小
間
物
屋
）
等
で
木
佐
は
数
年
前
に
六
十
余
歳
で
没
し
た
が
他
は
皆
現
存

し
て
ゐ
る
」
と
西
尾
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
平
田
町
時
代
の
知
り
合
い
と
考

え
る
の
が
適
切
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

44 .

和
田
ち
か

　

久
邇
宮
家
の
天
井
画
を
朗
風
が
制
作
し
た
際
の
絵
葉
書
に
、
「
進
呈
／
和
田
ち

か
殿
／
昭
和
三
年
拾
月　

落
合
朗
風
／
朗
風
子
（
白
文
長
方
印
）
」
と
朗
風
自
ら

記
し
た
も
の
が
現
存
（
個
人
蔵
）
し
て
い
る
。
常
一
だ
け
で
は
な
く
、
朗
風
と
も

親
交
の
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
「
和
田
ち
か
」
が
ど
う
い
っ

た
人
物
で
あ
っ
た
か
は
未
詳
。

45 .

土
岐
孝
太
郎

　

明
治
5
（
1
8
7
2
）
年
8
月
10
日
、
千
葉
県
生
ま
れ
。
中
央
大
学
を
卒
業
後
、

『
中
央
新
聞
』
、
『
朝
日
新
聞
』
に
お
い
て
記
者
と
し
て
活
躍
し
た
。
そ
の
後
、

33 .

平
治
郎

　

落
合
朗
風
の
本
名
。
た
だ
兄
が
「
平
次
郎
」
と
記
す
場
合
も
あ
り
、
「
治
」
と

「
次
」
の
ど
ち
ら
が
正
式
な
表
記
な
の
か
未
だ
明
ら
か
に
で
き
て
い
な
い
。
落
合

忠
三
郞
「
少
年
時
代
の
思
出
」（
『
落
合
朗
風
追
慕
』
明
朗
美
術
連
盟
、
昭
和
12
年

6
月
2
日
、
1
3
3
頁
）
及
び
「
画
歴
」（
『
落
合
朗
風
遺
作
集
』
芸
艸
堂
、昭

和
14
年
4
月
23
日
）
参
照
。

34 .

飯
久
保
貞
治

　

三
田
教
会
の
牧
師
を
明
治
36
（
1
9
0
3
）
年
か
ら
か
ら
同
41
（
1
9
0
8
）
年

ま
で
務
め
た
。
『
銀
座
教
会
九
十
年
史
』
3
6
9
頁
参
照
。

35 .

松
崎
精
一
郎

　

松
崎
精
一
郎
は
『
玉
の
声
』
永
世
号
（
霊
廻
舎
、
大
正
3
年
1
月
27
日
）
を
発
行

し
た
人
物
で
あ
ろ
う
か
。
松
崎
は
東
京
の
瀧
野
川
町
上
田
端
九
十
七
番
地
に
住
ん

で
い
た
た
め
、
落
合
家
と
も
近
隣
と
な
る
。
同
書
22
頁
に
「
松
崎
が
訪
問
伝
導
を
為

す
軒
数
は
毎
月
三
四
百
の
多
き
に
至
れ
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
キ
リ
ス
ト

教
関
係
者
と
し
て
出
会
っ
た
人
物
と
思
わ
れ
る
。
な
お
註
7
に
記
し
た
松
子
の
葬

儀
の
際
、
同
一
人
物
か
は
分
か
ら
な
い
も
の
の
、
「
松
崎
牧
師
」
が
告
別
式
の
司

会
を
務
め
た
こ
と
が
『
絵
日
記
』（
当
館
蔵
）
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。

36 .

吉
岡
誠
明

　

註
30
を
参
照
。

37 .

杉
山
魯
九
郎

　

註
5
を
参
照
。「
杉
山
蝶
」に
つ
い
て
も
同
註
参
照
。

38 .

中
川
邦
三
郎

　

註
14
を
参
照
。

『
国
民
新
聞
』
の
経
済
部
に
移
り
、
同
紙
の
論
説
委
員
と
な
っ
た
。
同
社
退
職

後
、
『
読
売
新
聞
』
に
お
い
て
も
論
説
委
員
を
務
め
た
。
本
郷
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
会

に
お
い
て
洗
礼
を
受
け
た
と
い
う
（
『
房
州
に
光
を
掲
げ
た
人
々
』
2
1
8
頁
）
。

註
31
で
も
記
し
た
通
り
、
落
合
家
は
本
郷
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
会
に
通
っ
て
い
た
時
期
も

あ
る
た
め
、
そ
の
関
係
で
出
会
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

46 .

松
本
芝
巖（
1
8
6
5
〜
1
9
3
0
）

　

慶
応
元
年
4
月
15
日
、
当
時
の
平
田
町
本
町
に
生
ま
れ
る
。
名
は
薫
、
字
は
子

清
、
通
称
は
喜
次
郎
。
塩
田
銕
香
に
学
び
、
花
鳥
画
や
山
水
画
を
得
意
と
し
た
と

伝
わ
る
。
明
治
23
（
1
8
9
0
）
年
の
第
3
回
内
国
勧
業
博
覧
会
へ
は
「
花
鳥
」
を

出
品
し
て
い
る
。
出
雲
市
平
田
町
の
法
恩
寺
が
菩
提
寺
。

47 .

柳
沢
小
松

　

落
合
朗
風
が
大
正
10
（
1
9
2
1
）
年
の
日
本
美
術
院
試
作
展
に
出
品
し
た
《
豊

玉
姫
﹇
海
姫
﹈
》（
二
曲
一
隻
屏
風
、
当
館
蔵
）
の
旧
蔵
者
。
『
落
合
朗
風
遺
作

集
』参
照
。
な
お
、
関
東
大
震
災
で
被
災
し
た
三
田
教
会
の
修
理
費
用
を
負
担
し

た
信
徒
の
な
か
に
、
柳
沢
小
松
の
名
前
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
三
田
教
会

の
隣
で
医
院
を
経
営
し
て
い
た
と
い
う
。
三
田
教
会
に
お
い
て
落
合
家
と
出
会

い
、
若
き
朗
風
の
作
品
も
購
入
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
銀
座
教
会
九
十
年
史
』
3
7
6
頁
参
照
。

48 .

角 

定
市

　

明
治
22
（
1
8
8
9
）
年
9
月
8
日
に
生
ま
れ
、
島
根
県
平
田
市
平
田
町
九
三
三
に

住
ん
で
い
た
と
の
記
載
が
『
褒
章
受
有
者
名
鑑
』（
褒
章
受
有
者
名
鑑
刊
行
会
、
昭

和
32
年
11
月
20
日
、
3
0
5
頁
）
に
あ
る
。
落
合
朗
風
が
表
紙
を
担
当
し
た
『
平
田

の
し
を
り
』（
來
間
泰
三
郎
、
大
正
11
年
10
月
1
日
、48
頁
）
に
も
在
郷
軍
人
分
会

の
理
事
に
歩
兵
上
等
兵
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
。

52 .

房
州
の
海

　

朗
風
の
妻
の
信
子
は
千
葉
県
安
房
郡
千
倉
町
（
現
南
房
総
市
）
に
生
ま
れ
た
。

妻
の
実
家
を
訪
れ
る
機
会
も
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
《
外
房
風
景
﹇
海
辺
餘

光
﹈
》（
大
正
14
年
頃
、
平
田
本
陣
記
念
館
蔵
）
な
ど
房
総
半
島
の
景
観
に
着
想
を

得
た
作
品
を
朗
風
は
制
作
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
取
材
旅
行
に
あ
わ
せ
て
、
父
親

の
常
一
も
一
緒
に
千
葉
の
海
を
訪
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
妻
の
信
子

の
家
系
に
つ
い
て
は
詳
細
を
明
ら
か
に
で
き
て
い
な
い
が
、
『
大
衆
人
事
録
』

（
帝
国
秘
密
探
偵
社
、
昭
和
10
年
12
月
15
日
）
の
落
合
朗
風
の
項
目
に
は
「
妻
信

子（
明
二
九
）
千
葉
県
和
田
源
造
姉
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　  

お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
詳
細
に
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
《
落
合
常
一
翁
絵
巻
》
に
つ
い
て
、

本
稿
で
は
註
釈
を
付
し
つ
つ
、
そ
の
制
作
経
緯
や
伝
来
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え

た
。
以
上
の
内
容
を
ふ
ま
え
、
今
後
の
朗
風
研
究
に
資
す
る
観
点
と
し
て
次
の
三

点
を
指
摘
し
た
い
。

　

一
つ
は
、
落
合
家
と
キ
リ
ス
ト
教
の
関
係
性
で
あ
る
。
落
合
朗
風
が
キ
リ
ス
ト
教

徒
で
あ
っ
た
こ
と
は
先
行
研
究
の
な
か
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
常
一
が
三
田

教
会
の
歴
代
の
牧
師
と
密
接
な
関
係
性
を
築
い
て
い
た
こ
と
（
註
釈
13
な
ど
参
照
）は

今
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
大
正
8
（
1
9
1
9
）
年
の
再
興
第
6
回
日
本
美

術
院
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
《
エ
バ
》（
山
種
美
術
館
蔵
）
や
大
正
10
（
1
9
2
1
）

年
に
制
作
さ
れ
た
《
キ
リ
ス
ト
誕
生
》（
個
人
蔵
）
と
い
っ
た
作
品
群
が
、
父
親

の
篤
い
信
仰
心
の
影
響
下
で
誕
生
し
た
可
能
性
は
極
め
て
高
い
。
朗
風
の
宗
教
観

形
成
を
検
討
す
る
う
え
で
、
本
作
は
重
要
な
資
料
的
意
義
を
有
し
て
い
る
。

　

二
つ
目
は
、
朗
風
と
東
京
都
田
端
付
近
を
結
び
つ
け
る
役
割
と
し
て
の
常
一
の

存
在
で
あ
る
。
田
端
と
朗
風
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
『
落
合
朗
風
』（
求
龍
堂
）

に
お
け
る
《
涅
槃
》（
東
覚
寺
蔵
）
作
品
解
説
の
な
か
で
若
干
触
れ
た
も
の
の
、
そ

れ
を
裏
付
け
る
資
料
な
ど
は
見
つ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
た
だ
本
稿
で
の
註
釈
を

行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
常
一
が
朗
風
作
品
の
受
容
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い

た
実
態
を
、
本
作
の
記
述
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
（
註
釈
11
及
び
19
参

照
）
。
東
京
に
お
け
る
今
後
の
調
査
範
囲
を
検
討
す
る
う
え
で
、
本
作
は
貴
重
な

情
報
を
含
ん
で
い
る
。

　

最
後
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
落
合
家
と
島
根
県
（
特
に
平
田
町
）
の
関
わ
り
で

あ
る
。
常
一
が
若
い
頃
に
上
京
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
平
田
町
住
人
と
落
合
家
の

関
係
性
は
こ
れ
ま
で
明
確
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
本
作
に
は
平
田
町
関
係
者
の

名
前
が
数
名
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
画
家
で
あ
る
松
本
芝
巖
の
名
が
記
さ
れ

て
い
る
一
方
（
註
釈
46
参
照
）
、
大
正
4
（
1
9
1
5
）
年
頃
に
朗
風
が
画
法
を
学

ん
だ
小
村
大
雲
の
名
前
を
本
作
の
な
か
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
点
は
興
味
深

い
。
先
行
研
究
で
は
縁
故
関
係
を
理
由
に
朗
風
と
大
雲
を
紐
づ
け
て
い
た
が
、
少

な
く
と
も
常
一
と
大
雲
及
び
小
村
家
の
間
に
密
接
な
関
係
性
が
あ
っ
た
と
は
考
え

に
く
い
。
平
田
町
に
お
け
る
落
合
家
と
住
人
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、今
後
慎
重
な

再
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
《
落
合
常
一
翁
絵
巻
》
に
内
包
さ
れ
た
情
報
を
精
査
す
る
こ
と

は
、
落
合
朗
風
研
究
の
基
礎
的
枠
組
み
を
構
築
す
る
う
え
で
有
効
で
あ
る
。
現
時

点
で
は
詳
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
人
物
名
も
残
っ
て
い
る
が
、
朗
風
の
関
係
資
料

が
今
後
発
見
さ
れ
る
こ
と
で
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
部
分
も
多
い
に
違
い
な
い
。
ま

た
《
落
合
常
一
翁
絵
巻
》
は
、
朗
風
の
軽
妙
な
画
風
が
誕
生
す
る
ひ
と
つ
の
転
換

点
と
な
っ
た
作
品
で
も
あ
る
。
本
文
で
も
言
及
し
た
『
絵
日
記
』
な
ど
を
含
め
て
、

49 .

伊
豆
の
土
肥

　

大
正
9
（
1
9
2
0
）
年
の
2
月
に
開
催
さ
れ
た
日
本
美
術
院
第
六
回
試
作
展

へ
、
朗
風
は
《
伊
豆
（
僧
院
・
海
岸
）
》（
現
在
所
在
不
明
）
を
出
陳
し
て
い
る
。

作
品
制
作
の
た
め
に
伊
豆
を
訪
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
こ
の
時
期
の
こ
と
か

も
し
れ
な
い
が
、
確
証
は
な
い
。
な
お
、
静
岡
県
田
方
郡
土
肥
村
を
朗
風
が
訪
れ

た
記
録
は
昭
和
9
（
1
9
3
4
）
年
頃
の
も
の
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

の
、
大
正
時
代
に
訪
問
し
た
記
録
に
つ
い
て
は
未
だ
明
ら
か
に
で
き
て
い
な
い
。

50 .

洛
外
風
趣
の
作

　

大
正
15
（
1
9
2
6
）
年
の
第
7
回
帝
国
美
術
院
展
覧
会
に
入
選
し
た
作
品
（
足

立
美
術
館
蔵
）
。
京
都
の
風
景
を
四
面
で
表
現
し
た
作
品
で
あ
り
、
常
一
の
眺
め

る
作
品
と
し
て
挿
図
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
洛
北
と
洛
西
を
描
い
た
右
二
面
。

詳
細
は
、『
落
合
朗
風
』（
求
龍
堂
）
の
同
題
作
解
説
（
58
頁
）
参
照
。

51 .

順
天
堂

　

本
郷
区
御
茶
の
水
（
現
東
京
都
文
京
区
本
郷
）
に
あ
る
医
院
。

朗
風
の
多
様
な
画
風
変
遷
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
の
か
今
後
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
整
理
し
た
落
合
家
の
家
族
関
係
、
宗
教
的
背
景
、
そ

し
て
交
友
関
係
を
踏
ま
え
、
次
号
以
降
で
は
個
別
作
品
の
分
析
を
通
じ
て
朗
風
の

制
作
意
識
を
具
体
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

註1 .

大
正
時
代
の
落
合
朗
風
に
関
し
て
検
討
を
加
え
た
先
行
研
究
と
し
て
は
以
下
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
枝
野
茂
「
落
合
朗
風
・
そ
の
一
」（
『
美
術
グ
ラ
フ
』
第
18
巻
第
7
号
、
昭

和
44
年
8
月
15
日
）
、
田
中
日
佐
夫「
近
代
美
術
史
の
発
掘
3 

落
合
朗
風
に
つ
い
て
」（
『
三

彩
』3
4
8
号
、
昭
和
51
年
8
月
）
、
『
落
合
朗
風 

魂
の
叫
び
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、

平
成
4
年
7
月
25
日
）、
『
落
合
朗
風
生
誕
百
年
展
』（
平
田
市
立
旧
本
陣
記
念
館
図
録
刊

行
会
、平
成
7
年
11
月
）
、
五
味
俊
晶
『
落
合
朗
風
』（
求
龍
堂
、
令
和
6
年
9
月
20
日
）
。

2 .

落
合
朗
風
没
後
に
お
け
る
、
彼
を
中
心
と
し
た
特
別
企
画
展
は
管
見
の
限
り
以
下
の
通
り
。

・「
落
合
朗
風
遺
作
展
覧
会
」
昭
和
14
（
1
9
3
9
）
年
4
月
、
東
京
府
美
術
館

・「
故
落
合
朗
風
画
伯
遺
作
展
」
昭
和
31
（
1
9
5
6
）
年
10
月
、
松
江
市
公
会
堂

・「
異
色
作
家
シ
リ
ー
ズ 

落
合
朗
風
展
」
昭
和
34
（
1
9
5
9
）
年
2
月
、
渋
谷
東
横
7
階

・「
落
合
朗
風
遺
作
展
」
昭
和
44
（
1
9
6
9
）
年
5
月
、
島
根
県
立
博
物
館

・「
落
合
朗
風
展
」
平
成
4
（
1
9
9
2
）
年
3
月
、
平
田
市
立
旧
本
陣
記
念
館

・「
落
合
朗
風
生
誕
百
年
展
」
平
成
7
（
1
9
9
5
）
年
11
月
、
平
田
市
立
旧
本
陣
記
念
館

・「
落
合
朗
風
展 

明
朗
美
術
連
盟
と
目
指
し
た
世
界
」
令
和
6
（
2
0
2
4
）
年
9
月
、
島

　
根
県
立
美
術
館

・「
朗
風
と
大
雲
展
」
令
和
6
（
2
0
2
4
）
年
9
月
、
平
田
本
陣
記
念
館

現
存
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
出
品
目
録
を
確
認
す
る
限
り
、
《
落
合
常
一
翁
絵
巻
》
を
初
め
て
展

示
し
た
の
は
、昭
和
44
年
の
「
落
合
朗
風
遺
作
展
」と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
「
落
合
朗
風
遺
作

展
」の
出
品
目
録
で
は
「
絵
巻
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

3 .

『
落
合
朗
風 

魂
の
叫
び
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
平
成
4
年
7
月
25
日
）
所
収
。
た
だ
、

大
岡
信
は
作
品
現
物
を
実
見
し
た
訳
で
は
な
く
、
当
時
の
平
田
市
立
旧
本
陣
記
念
館
よ
り

提
供
さ
れ
た
画
像
資
料
を
用
い
て
本
文
を
記
し
て
い
る
。

4 .

五
味
俊
晶
「
落
合
朗
風
研
究 

明
朗
美
術
連
盟
設
立
と
そ
の
出
品
作
品
に
つ
い
て
」

（
『
島
根
県
立
美
術
館
研
究
紀
要
』
第
4
号
、
令
和
5
年
3
月
31
日
）参
照
。

5 .

朗
風
の
表
具
は
、
親
交
の
あ
っ
た
京
都
の
高
瀬
新
篁
堂
が
手
掛
け
る
場
合
が
多
い
。
た

だ
、
そ
の
際
は
新
篁
堂
特
注
の
整
理
紙
が
外
箱
に
貼
ら
れ
る
た
め
、
本
作
は
別
の
表
具
師
が

手
掛
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

6 .

勝
部
大
逸
が
記
し
た
日
記
は
、
大
正
時
代
の
も
の
で
は
な
い
も
の
の
、
昭
和
6

（
1
9
3
1
）
年
に
記
さ
れ
た
一
冊
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
（
個
人
蔵
）
。

7 .

俳
句
と
朗
風
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、『
落
合
朗
風
』（
求
龍
堂
、
69
頁
）
参
照
。

8 .

落
合
草
風
に
つ
い
て
は
、
『
落
合
草
風
遺
作
集
』（
落
合
武
久
、
平
成
14
年
12
月
16
日
）

参
照
。

9 .

落
合
黎
明
時
代
に
朗
風
や
明
朗
美
術
連
盟
職
員
と
交
わ
し
た
書
簡
を
当
館
が
所
蔵
し
て

い
る
。

10  .

『
落
合
朗
風
遺
作
目
録
』
に
つ
い
て
は
、
五
味
俊
晶
『
落
合
朗
風
』（
求
龍
堂
、1
7
4

頁
）
参
照
。

11 .

「
落
合
朗
風
遺
作
頒
布
会
」
と
扉
に
記
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
現
存
（
個
人
蔵
）
し
て

い
る
。
頒
布
さ
れ
た
作
品
と
ス
ケ
ッ
チ
が
列
記
さ
れ
、
明
朗
美
術
創
立
記
念
試
作
展
に
出
品

さ
れ
た
《
半
裸
》（
現
足
立
美
術
館
蔵
）
や
《
茶
郷
二
題
》（
現
当
館
蔵
）
も
こ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
売
り
に
だ
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
売
値
は
《
半
裸
》が

5
0
0
円
、
《
茶
郷
二
題
》
が
2
0
0
0
円
で
あ
っ
た
。

（
島
根
県
立
美
術
館　

主
任
学
芸
員
）

落
合
朗
風
《
父
の
肖
像
》

（
当
館
蔵
）

26

京
都
に
来
ら
れ
た
時
も

折
々

色
々
話
の

末　
　
　
　
　
　
　

父
の
手
ま
ね
等

　
　
　
　
　
　
　
　

を
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　

笑
ひ
合
ひ
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　

も
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　

懐
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

追
憶
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

あ
る
。

故
父
常
一
翁
一
週
年
忌
記
念
に

際
し
小
巻
を
霊
前
に
捧
ぐ

　
　

昭
和
弐
年
秋

　
　
　
　
　
　
　

落
合
忠
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

〃　

朗
風
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四
．《
落
合
常
一
翁
絵
巻
》
註
釈

　

本
章
で
は
、
前
章
で
翻
刻
し
た
《
落
合
常
一
翁
絵
巻
》
に
つ
い
て
註
釈
を
加
え
る
。

　

前
章
の
凡
例
で
記
し
た
よ
う
に
、
各
項
の
先
頭
に
記
し
た
数
字
は
、前
章
【
】
内

の
数
字
に
対
応
し
て
い
る
。

1.

常
一
翁
像

　

父
親
の
姿
を
、
朗
風
は
《
父
の
肖
像
》（
当
館
蔵
）
に
お
い
て
も
描
い
て
い

る
。
同
作
は
紙
本
墨
画
の
一
幅
で
あ
り
、
落
款
と
し
て
「
大
正
九
年
／
師
走
十
八

日
写
」
、
「
朗
風
子
」（
白
文
長
方
印
）
が
残
る
。
身
体
の
左
側
面
を
写
し
取
っ

た
構
図
や
左
眼
で
画
面
正
面
を
見
つ
め
る
常
一
の
描
写
は
、両
作
の
近
似
性
を
感
じ

さ
せ
る
。
大
正
9
（
1
9
2
0
）
年
の
時
点
で
形
成
さ
れ
た
父
親
像
が
、
本
作
制

作
時
に
も
参
照
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

2.

簸
川
郡
平
田
町
宮
の
丁

　

朗
風
は「
宮
の
丁
」と
記
し
て
い
る
が
、「
宮
ノ
町
」の
こ
と
。現
在
の
島
根
県
出
雲

市
平
田
町
。
宇
美
神
社
付
近
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
朗
風
没
後
に
平
田
町
で
は

大
規
模
な
区
画
整
理
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
詳
細
な
場
所
は
既
に
分
か
ら
な
く

な
っ
て
い
る
。

3.

浅
沼
写
真
店

　

明
治
4
（
1
8
7
1
）
年
、
浅
沼
藤
吉
が
日
本
橋
呉
服
町
に
写
真
材
料
店
と
し

て
開
業
し
た
。
菅
保
男
編
『
浅
沼
商
会
百
年
史
』（
浅
沼
商
会
、
昭
和
46
年
10
月

29
日
、
10
頁
）
参
照
。

4.

現
今
の
中
井
銀
行

　

中
井
銀
行
神
田
支
店
は
、
東
京
市
神
田
区
表
神
保
町
二
番
地
に
「
大
正
元
年
八

月
初
め
て
現
所
に
開
設
」（
桑
原
萍
水
『
神
田
人
物
誌
』
神
田
公
論
社
、
大
正
5

年
12
月
13
日
、
3
0
3
頁
）
し
た
の
で
、常
一
の
煙
草
屋
が
建
っ
て
い
た
の
は
こ
の

場
所
と
考
え
ら
れ
る
。

5.

母
き
く

　

東
京
の
洞
村
源
兵
衛
の
娘
。
ち
な
み
に
、き
く
の
妹
の
て
ふ
（
「
て
い
」
と
表
記

す
る
文
献
も
あ
り
）
は
、
東
京
日
本
橋
蛎
殻
町
に
お
い
て
山
六
商
店
と
い
う
穀
物

の
仲
介
問
屋
を
営
ん
だ
杉
山
魯
九
郎
の
も
と
に
嫁
い
だ
。朗
風
の
追
悼
文
を
杉
山

て
ふ
が
記
す
の
は
、
こ
の
関
係
性
に
よ
る
。
「
杉
山
魯
九
郎
」（
『
昭
和
九
年
版

日
本
人
事
名
鑑
』
上
卷
、
連
合
通
信
社
、
昭
和
8
年
12
月
5
日
、
32
頁
）
参
照
。

6.

煙
草
政
府
専
売
と
な
り
廃
業
す

　

明
治
31
（
1
8
9
8
）
年
に
葉
煙
草
専
売
法
が
、
明
治
37
（
1
9
0
4
）
年
に
煙

草
専
売
法
が
制
定
さ
れ
た
。
き
く
の
死
去
が
専
売
法
制
定
以
後
の
出
来
事
と
し
て

記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
葉
煙
草
専
売
法
が
施
行
さ
れ
た
際
に
店
を
畳
ん
だ
と
考
え

ら
れ
る
。
註
7
も
あ
わ
せ
て
参
照
。

7.

永
逝
す

　

き
く
の
妹
の
杉
山
て
ふ
が
「
故
人
（
註
：
朗
風
）
が
母
親
に
死
別
致
し
ま
し
た
の

は
、
四
歳
の
時
で
御
座
い
ま
し
た
」（
「
幼
年
時
代
を
偲
び
て
」『
落
合
朗
風
追

慕
』
明
朗
美
術
連
盟
、
昭
和
12
年
6
月
2
日
、
1
2
9
頁
）
と
記
録
し
て
い
る
た
め
、

数
え
年
で
計
算
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
き
く
が
亡
く
な
っ
た
の
は
明
治
32
（
1
8
9
9
）

年
と
考
え
ら
れ
る
（
満
年
齢
で
あ
れ
ば
翌
年
）
。

　

な
お
「
三
人
の
幼
児
を
残
し
て
」
と
本
文
に
記
さ
れ
て
い
る
点
を
あ
わ
せ
て

考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
朗
風
は
当
初
三
人
兄
弟
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。大
正
13

（
1
9
2
4
）
年
の
『
絵
日
記
』（
当
館
蔵
）
に
お
い
て
朗
風
は
、「
松
子
」
が
4
月

13
日
に
亡
く
な
り
、16
日
に
は
「
自
分
は
三
人
兄
妹
の
妹
を
つ
い
に
失
っ
た
」
と
記

し
て
い
る
た
め
、
本
作
に
も
名
前
が
登
場
す
る
兄
の
忠
三
郎
の
他
に
「
松
子
」
と

い
う
妹
が
い
た
と
推
測
で
き
る
。
枝
野
茂
「
落
合
朗
風
そ
の
一
」（
『
美
術
グ
ラ

フ
』
第
18
巻
第
7
号
、昭
和
44
年
8
月
15
日
、
24
頁
）
が
「
（
註
：
朗
風
は
）
常
一・

き
く
の
三
男
と
し
て（
中
略
）
生
れ
て
」
と
記
し
て
以
降
、
そ
の
記
述
が
踏
襲
さ
れ

て
き
た
も
の
の
、
三
人
兄
弟
の
次
男
と
い
う
表
記
が
正
確
で
あ
ろ
う
。

8.

西
ヶ
原
獣
疫
調
査
所

　

現
在
の
東
京
都
北
区
に
あ
っ
た
獣
疫
調
査
所
。
明
治
43
（
1
9
1
0
）
年
3
月
に

農
務
局
獣
疫
調
査
所
と
し
て
設
置
さ
れ
、
大
正
10
（
1
9
2
1
）
年
4
月
に
農
務
省

の
独
立
機
関
化
し
て
い
る
。
牧
江
弘
孝
「
動
物
医
薬
品
検
査
所
（N

VA
L

）
の
こ

れ
か
ら
」（
『
動
薬
検
ニ
ュ
ー
ス
』No.
2
8
4
、
平
成
20
年
10
月
）
参
照
。

9.

五
十
余
才

　

常
一
の
生
年
は
安
政
3
（
1
8
5
6
）
年
な
の
で
、
数
え
年
で
年
齢
を
考
え
た

場
合
、
50
代
は
明
治
38
（
1
9
0
5
）
年
か
ら
大
正
4
（
1
9
1
5
）
年
ま
で
と
な
る
。

註
12
も
あ
わ
せ
て
参
照
。

10 .

本
郷
区
動
阪
町
十
六
番
地

　

現
在
の
東
京
都
文
京
区
千
駄
木
付
近
。な
お
、
『
写
生
帖
断
簡
』（
個
人
蔵
）

の
な
か
に
は
、
「
大
正
五
年
十
月
廿
七
日
／
東
京
市
本
郷
区
動
阪
町
／
十
六
番
地

／
落
合
朗
風
」
と
書
き
残
し
た
も
の
が
現
存
し
て
い
る
。
山
田
天
契
『
日
本
名
画

家
大
鑑
』（
日
本
研
美
会
、
大
正
10
年
7
月
30
日
、
75
頁
）
に
も
、
朗
風
の
住
所

は「
東
京
市
本
郷
区
動
坂
一
六
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
大
正
5
年
か
ら
10
年

頃
ま
で
は
父
親
と
同
居
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

11 .

田
端

　

大
正
14
（
1
9
2
5
）
年
5
月
28
日
に
朗
風
が
常
一
と
忠
三
郎
へ
送
っ
た
葉
書

（
当
館
蔵
）
は
、送
付
先
が
「
東
京
市
外
滝
の
川
町
字
田
端
5
4
8
」
と
な
っ
て
い

る
。
現
段
階
の
調
査
で
は
、
田
端
の
住
所
の
記
載
が
残
る
最
も
古
い
書
簡
で
あ

り
、
父
が
兄
と
同
居
し
て
い
た
こ
と
も
分
か
る
。

12 .

七
拾
一
才

　

常
一
の
生
年
は
安
政
3
（
1
8
5
6
）
年
で
あ
り
、
亡
く
な
っ
た
大
正
15
（
1
9
2
6
）

年
時
点
で
71
歳
と
い
う
こ
と
は
、
数
え
年
表
記
を
本
作
で
は
用
い
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。

13 .
三
田
教
会

　

三
田
教
会
（
三
田
美
以
教
会
）
は
、慶
應
義
塾
の
近
く
に
明
治
19
（
1
8
8
6
）
年

18 .

故
父
筆
蹟

　

常
一
の
手
紙
の
大
き
さ
は
、
1
3.
5×

6.
5
㎝
。

19 .

田
端
町
五
四
八

　

現
在
の
東
京
都
北
区
田
端
町
。
註
11
参
照
。現
在
の
田
端
駅
近
く
に
位
置
す
る
与

楽
寺
に
お
い
て
、
朗
風
は
「
落
合
朗
風
作
品
会
」（
実
施
年
未
詳
1
月
23
日
、個
人

蔵
葉
書
）
を
開
催
し
て
い
る
。
与
楽
寺
近
隣
の
東
覚
寺
が
《
涅
槃
》（
昭
和
7

年
）
を
所
蔵
し
て
い
る
の
も
、
田
端
町
近
辺
に
常
一
の
古
く
か
ら
の
知
り
合
い
が

住
み
、
子
供
で
あ
る
朗
風
の
活
動
を
支
援
す
る
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
た
た
め
と
考

え
ら
れ
る
。
な
お
、
大
正
14
年
11
月
1
日
に
朗
風
が
常
一
へ
送
付
し
た
葉
書
（
個
人

蔵
）
に
は
、
「
滝
の
川
町
長
さ
ん
の
絵
、近
く
描
い
て
送
り
ま
す
か
ら
よ
ろ
し
く
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
父
親
の
依
頼
の
も
と
、
当
時
京
都
に
住
ん
で
い
た
朗
風
が
田

端
付
近
在
住
者
の
た
め
に
作
品
を
制
作
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
《
涅
槃
》
に

つ
い
て
は
、
五
味
俊
晶
『
落
合
朗
風
』（
求
龍
堂
、
1
1
8
頁
）
参
照
。

20 .

漸
々
引
越

　

京
都
か
ら
東
京
へ
の
引
っ
越
し
に
つ
い
て
は
、 

6
月
20
日
に
常
一
と
信
子
へ
宛
て

た
書
簡
（
当
館
蔵
）
に
関
係
す
る
記
述
が
残
っ
て
い
る
。
送
付
年
は
記
さ
れ
て
い

な
い
も
の
の
、
前
後
の
書
簡
の
関
係
か
ら
大
正
15
年
の
書
簡
と
推
察
で
き
る
。
「
次

に
東
京
へ
引
越
の
事
に
付
色
々
考
へ
ま
し
た
処
／
京
都
で
出
品
画
を
描
い
て
十
月

頃
引
越
す
方
が
よ
い
と
思
ひ
ま
す
の
で
／
何
れ
帰
宅
後
と
く
と
相
談
の
上
に
致
し

度
い
と
考
へ
て
居
り
ま
す
」
。
東
京
へ
の
引
っ
越
し
を
考
え
て
い
た
も
の
の
、
帝

国
美
術
院
展
覧
会
へ
の
出
品
作
品
（
註
50
参
照
）
を
制
作
し
て
い
た
た
め
、
実
現
し

な
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
漸
々
引
越
」
と
記
し
て
い
る
の
は
、
そ

の
た
め
で
あ
ろ
う
。

21 .

今
市
駅

　

現
在
の
J
R
出
雲
市
駅
。
当
時
は
出
雲
今
市
駅
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

22 .

一
畑
鉄
道

　

明
治
44
（
1
9
1
1
）
年
、
出
雲
今
市
か
ら
一
畑
間
の
軽
便
鉄
道
敷
設
免
許
を
受

け
、
翌
年
一
畑
軽
便
鉄
道
株
式
会
社
と
し
て
創
設
。
大
正
3
（
1
9
1
4
）
年
に

は
出
雲
今
市
駅
と
雲
州
平
田
間
を
結
ぶ
運
輸
営
業
を
開
始
し
た
。

23 .

直
江
の
駅

　

現
在
の
同
駅
。
荘
原
駅
と
出
雲
市
駅
（
旧
出
雲
今
市
駅
）
の
間
に
位
置
し
て
い
る
。

24 .

平
田
の
幸
の
屋

　

現
在
の
島
根
県
出
雲
市
平
田
町
に
あ
っ
た
旅
館
の
名
称
（
幸
野
屋
）
。
現
在
は

廃
業
。
落
合
家
だ
け
で
は
な
く
、
平
田
出
身
の
日
本
画
家
・
小
村
大
雲

（
1
8
8
3
〜
1
9
3
8
）
と
も
親
交
が
あ
り
、
朗
風
の
掛
軸
や
大
雲
の
衝
立
な

ど
を
所
蔵
し
て
い
た
（
大
雲
作
品
の
一
部
は
平
田
本
陣
記
念
館
に
現
存
）
。
朗
風

と
大
雲
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
五
味
俊
晶
『
落
合
朗
風
』（
求
龍
堂
、
1
8
0

頁
）
及
び
『
朗
風
と
大
雲
展
図
録
』（
平
田
本
陣
記
念
館
、令
和
6
年
9
月
20
日
）

参
照
。

25 .

故
落
合
常
市
之
墓

　

父
親
の
名
前
表
記
を
こ
こ
で
は
「
常
市
」
と
し
て
い
る
。
手
紙
や
墓
石
な
ど
で

は「
市
」
表
記
を
用
い
て
い
る
た
め
、
こ
ち
ら
の
記
載
が
正
式
な
も
の
か
も
し
れ

な
い
。
た
だ
、
一
章
の
冒
頭
に
お
い
て
も
記
し
た
よ
う
に
、
題
簽
や
共
箱
に
お
い

て「
常
一
」
表
記
を
朗
風
が
採
用
し
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
父
親
の
名
を
「
常

一
」で
統
一
し
た
。

26 .

故
大
田
博
士

　

大
田
博
士
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
妻
で
あ
る
貞
枝
と
と
も
に
未
詳
。

に
創
設
さ
れ
た
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
の
教
会
。昭
和
21
（
1
9
4
6
）
年
、
銀
座
教
会
及

び
青
山
教
会
と
合
同
し
、現
在
に
至
る
。
三
田
教
会
に
つ
い
て
は
、
日
本
基
督
教
団

銀
座
教
会
編『
銀
座
教
会
九
十
年
史
』（
銀
座
教
会
、
昭
和
56
年
2
月
1
日
）参
照
。

14 .

中
川
邦
三
郎

　

中
川
邦
三
郎
は
、
明
治
45
（
1
9
1
2
）
年
か
ら
大
正
3
（
1
9
1
4
）
年
、
及

び
大
正
11
（
1
9
2
2
）
か
ら
昭
和
3
（
1
9
2
8
）
年
ま
で
三
田
教
会
の
牧
師
と

し
て
在
籍
し
て
い
る
。
『
銀
座
教
会
九
十
年
史
』
3
7
0
頁
参
照
。

15 .

市
外
落
合
火
葬
場

　

現
在
の
東
京
都
新
宿
区
上
落
合
に
あ
る
落
合
斎
場
の
こ
と
。
落
合
火
葬
場
の
歴

史
に
つ
い
て
は
、
福
田
ア
ジ
オ
「
都
市
化
と
葬
墓
制
の
変
化
」（
『
新
宿
区
の
民

俗
』（
4
）
落
合
地
区
篇
、
新
宿
区
立
新
宿
歴
史
博
物
館
、
平
成
6
年
3
月
）
を

参
照
。

16 .

島
根
県
平
田
町
本
妙
寺

　

現
在
の
島
根
県
出
雲
市
平
田
町
に
現
存
し
て
い
る
日
蓮
宗
寺
院
。
本
妙
寺
に
残

る
と
伝
わ
っ
て
い
る
落
合
家
の
墓
石
は
、
筆
者
の
調
査
に
よ
る
限
り
で
は
現
在
所

在
不
明
。

17 .

青
山
墓
地

　

青
山
霊
園
に
は
常
一
だ
け
で
は
な
く
朗
風
の
墓
石
も
後
年
建
て
ら
れ
た
が
、落
合

家
の
墓
石
は
無
縁
墓
地
と
し
て
既
に
処
理
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
「
美
術
界
だ

よ
り 

故
落
合
朗
風
一
周
忌
」（
『
白
日
』
第
12
巻
第
3
号
、
昭
和
13
年
5
月
15
日
）

参
照
。
後
年
で
は
結
城
素
明
『
芸
文
家
墓
所
誌―

東
京
美
術
家
墓
所
誌
続
篇
』

（
学
風
書
院
、
昭
和
28
年
8
月
1
日
、
2
1
8
頁
）
が
青
山
霊
園
に
朗
風
の
墓
所
が

あ
っ
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

27 .

落
風
さ
ん
の
展
覧
会

　

大
正
13（
1
9
2
4
）
年
10
月
23
日
よ
り
、
大
阪
三
越
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
落

合
朗
風
の
個
展
。
「
落
合
朗
風
氏
は
作
品
三
十
一
点
を
去
月
二
十
三
日
か
ら
二
十

七
日
ま
で
大
阪
三
越
に
於
て
個
人
展
覧
会
を
開
く
」（
「
画
家
消
息
」『
帝
国
絵

画
新
報
』
第
13
巻
第
12
号
、
大
正
13
年
12
月
1
日
）
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

28 .

落
合
藤
助

　

落
合
常
一
の
父
親
を
指
し
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

29 .

滝
の
川
町
聖
学
院

　

明
治
37
（
1
9
0
4
）
年
、
現
在
の
東
京
都
北
区
に
設
置
さ
れ
た
教
会
。
現
在
の

滝
野
川
教
会
の
前
身
。
創
設
時
の
正
式
名
称
は
聖
学
院
神
学
校
内
滝
野
川
基
督
教

会
。
秋
山
操
『
滝
野
川
教
会
七
五
年
史
』（
滝
野
川
教
会
、昭
和
54
年
11
月
25
日
）

参
照
。

30 .

三
田
教
会
吉
岡
牧
師

　

吉
岡
誠
明
は
、
大
正
3
（
1
9
1
4
）
年
か
ら
同
10
（
1
9
2
1
）
年
ま
で
三
田

教
会
の
牧
師
を
務
め
た
。
『
銀
座
教
会
九
十
年
史
』
3
7
0
頁
参
照
。

31 .

浅
賀
町
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
会

　
「
本
郷
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
会 

東
京
市
本
郷
区
浅
賀
町
動
坂
通
り 

清
水
良
太
郎
」

（
『
大
正
八
年
基
督
教
年
鑑
』（
日
本
基
督
教
会
同
盟
、
大
正
9
年
5
月
22
日
、

1
9
6
頁
）と
あ
る
た
め
、
現
在
の
東
京
都
文
京
区
に
あ
っ
た
教
会
を
示
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
註
45
の
土
岐
孝
太
郎
は
本
郷
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
会
に
て

大
正
7
（
1
9
1
8
）
年
に
洗
礼
を
受
け
た
。
粕
谷
常
吉
『
房
州
に
光
を
掲
げ
た

人
々
』（
日
本
聖
公
会
出
版
事
業
部
、
昭
和
48
年
7
月
15
日
、
2
1
8
頁
）
参
照
。

32 .

落
合
忠
三
郎

　

落
合
朗
風
の
兄
。

39 .

中
嶋
と
よ

　

メ
ソ
ジ
ス
ト
派
の
弘
前
教
会
に
お
い
て
、
明
治
30
（
1
8
9
7
）
年
か
ら
同
43

（
1
9
1
0
）
年
ま
で
婦
人
伝
道
師
を
務
め
た
人
物
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
飯
久

保
貞
治
も
弘
前
教
会
の
牧
師
を
明
治
33
（
1
9
0
0
）
年
か
ら
3
年
間
務
め
て
い
る

た
め
、
落
合
家
と
の
人
間
関
係
の
面
で
も
矛
盾
は
な
い
。
「
弘
前
教
会
一
覧
表
」

（
『
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
弘
前
教
会
五
十
年
記
念
史
』
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
弘
前
教

会
、
大
正
14
年
10
月
4
日
）
参
照
。

40 .

石
井
鉄
五
郎

　

現
在
の
千
葉
県
流
山
市
に
お
い
て
、
明
治
35
（
1
9
0
2
）
年
に
パ
ン
と
お
菓
子

の
店
・
清
水
屋
を
創
業
し
た
石
井
鉄
五
郎
で
あ
ろ
う
か
。
石
井
鉄
五
郎
は
、
フ
ラ
ン

ス
人
の
宣
教
師
・
ヴ
ィ
グ
ル
ー
ス
な
ど
の
影
響
で
受
洗
し
た
が
、
落
合
家
と
ど
の
よ

う
に
出
会
い
、
ど
の
よ
う
な
関
係
性
で
あ
っ
た
か
は
未
詳
。
「
最
盛
期
の
千
葉
県

巡
回
伝
道
」（
『
聖
母
と
共
に
』
カ
ト
リ
ッ
ク
西
千
葉
教
会
、昭
和
58
年
11
月
23
日
）

参
照
。

41 .

寺
内
用
助

　

メ
ソ
ジ
ス
ト
派
の
山
梨
県
伝
道
師
と
し
て
名
前
が
『
大
正
七
年
基
督
教
年
鑑
』

（
日
本
基
督
教
会
同
盟
、
大
正
8
年
1
月
31
日
、
2
4
4
頁
）
な
ど
に
記
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
同
一
人
物
か
は
未
詳
。

42 .

加
藤
光
澄

　
「
獣
疫
調
査
所
に
於
て
は
三
月
六
日
午
後
四
時
第
四
十
九
回
例
会
を
開
き
加
藤

光
澄
君
の
本
邦
雑
誌
中
重
要
記
事
の
紹
介
」（
『
中
央
獣
医
会
雑
誌
』
第
25
輯
巻
之

3
、
中
央
獣
医
会
、
明
治
45
年
3
月
28
日
、
1
0
5
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、

西
ヶ
原
獣
疫
調
査
所
に
常
一
が
勤
務
し
て
い
た
際
の
関
係
で
あ
ろ
う
か
。

43 .

西
尾
寿
太
郎

　
「
平
田
の
一
式
飾
」（
『
出
雲
新
風
土
記
』
第
二
輯
行
事
の
巻
、
昭
和
14
年
12
月
、

1
0
2
頁
）
に
お
い
て
、
「
今
日
に
至
る
迄
の
一
式
飾
の
名
手
を
列
挙
す
れ
ば
、
木

佐
宇
太
郎
（
表
具
師
）
千
把
定
造
（
装
飾
屋
）
三
村
啓
太
郎
（
鋳
掛
屋
）
西
尾
寿

太
郎
（
小
間
物
屋
）
等
で
木
佐
は
数
年
前
に
六
十
余
歳
で
没
し
た
が
他
は
皆
現
存

し
て
ゐ
る
」
と
西
尾
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
平
田
町
時
代
の
知
り
合
い
と
考

え
る
の
が
適
切
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

44 .

和
田
ち
か

　

久
邇
宮
家
の
天
井
画
を
朗
風
が
制
作
し
た
際
の
絵
葉
書
に
、
「
進
呈
／
和
田
ち

か
殿
／
昭
和
三
年
拾
月　

落
合
朗
風
／
朗
風
子
（
白
文
長
方
印
）
」
と
朗
風
自
ら

記
し
た
も
の
が
現
存
（
個
人
蔵
）
し
て
い
る
。
常
一
だ
け
で
は
な
く
、
朗
風
と
も

親
交
の
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
「
和
田
ち
か
」
が
ど
う
い
っ

た
人
物
で
あ
っ
た
か
は
未
詳
。

45 .

土
岐
孝
太
郎

　

明
治
5
（
1
8
7
2
）
年
8
月
10
日
、
千
葉
県
生
ま
れ
。
中
央
大
学
を
卒
業
後
、

『
中
央
新
聞
』
、
『
朝
日
新
聞
』
に
お
い
て
記
者
と
し
て
活
躍
し
た
。
そ
の
後
、

33 .

平
治
郎

　

落
合
朗
風
の
本
名
。
た
だ
兄
が
「
平
次
郎
」
と
記
す
場
合
も
あ
り
、
「
治
」
と

「
次
」
の
ど
ち
ら
が
正
式
な
表
記
な
の
か
未
だ
明
ら
か
に
で
き
て
い
な
い
。
落
合

忠
三
郞
「
少
年
時
代
の
思
出
」（
『
落
合
朗
風
追
慕
』
明
朗
美
術
連
盟
、
昭
和
12
年

6
月
2
日
、
1
3
3
頁
）
及
び
「
画
歴
」（
『
落
合
朗
風
遺
作
集
』
芸
艸
堂
、昭

和
14
年
4
月
23
日
）
参
照
。

34 .

飯
久
保
貞
治

　

三
田
教
会
の
牧
師
を
明
治
36
（
1
9
0
3
）
年
か
ら
か
ら
同
41
（
1
9
0
8
）
年

ま
で
務
め
た
。
『
銀
座
教
会
九
十
年
史
』
3
6
9
頁
参
照
。

35 .

松
崎
精
一
郎

　

松
崎
精
一
郎
は
『
玉
の
声
』
永
世
号
（
霊
廻
舎
、
大
正
3
年
1
月
27
日
）
を
発
行

し
た
人
物
で
あ
ろ
う
か
。
松
崎
は
東
京
の
瀧
野
川
町
上
田
端
九
十
七
番
地
に
住
ん

で
い
た
た
め
、
落
合
家
と
も
近
隣
と
な
る
。
同
書
22
頁
に
「
松
崎
が
訪
問
伝
導
を
為

す
軒
数
は
毎
月
三
四
百
の
多
き
に
至
れ
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
キ
リ
ス
ト

教
関
係
者
と
し
て
出
会
っ
た
人
物
と
思
わ
れ
る
。
な
お
註
7
に
記
し
た
松
子
の
葬

儀
の
際
、
同
一
人
物
か
は
分
か
ら
な
い
も
の
の
、
「
松
崎
牧
師
」
が
告
別
式
の
司

会
を
務
め
た
こ
と
が
『
絵
日
記
』（
当
館
蔵
）
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。

36 .

吉
岡
誠
明

　

註
30
を
参
照
。

37 .

杉
山
魯
九
郎

　

註
5
を
参
照
。「
杉
山
蝶
」に
つ
い
て
も
同
註
参
照
。

38 .

中
川
邦
三
郎

　

註
14
を
参
照
。

『
国
民
新
聞
』
の
経
済
部
に
移
り
、
同
紙
の
論
説
委
員
と
な
っ
た
。
同
社
退
職

後
、
『
読
売
新
聞
』
に
お
い
て
も
論
説
委
員
を
務
め
た
。
本
郷
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
会

に
お
い
て
洗
礼
を
受
け
た
と
い
う
（
『
房
州
に
光
を
掲
げ
た
人
々
』
2
1
8
頁
）
。

註
31
で
も
記
し
た
通
り
、
落
合
家
は
本
郷
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
会
に
通
っ
て
い
た
時
期
も

あ
る
た
め
、
そ
の
関
係
で
出
会
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

46 .

松
本
芝
巖（
1
8
6
5
〜
1
9
3
0
）

　

慶
応
元
年
4
月
15
日
、
当
時
の
平
田
町
本
町
に
生
ま
れ
る
。
名
は
薫
、
字
は
子

清
、
通
称
は
喜
次
郎
。
塩
田
銕
香
に
学
び
、
花
鳥
画
や
山
水
画
を
得
意
と
し
た
と

伝
わ
る
。
明
治
23
（
1
8
9
0
）
年
の
第
3
回
内
国
勧
業
博
覧
会
へ
は
「
花
鳥
」
を

出
品
し
て
い
る
。
出
雲
市
平
田
町
の
法
恩
寺
が
菩
提
寺
。

47 .

柳
沢
小
松

　

落
合
朗
風
が
大
正
10
（
1
9
2
1
）
年
の
日
本
美
術
院
試
作
展
に
出
品
し
た
《
豊

玉
姫
﹇
海
姫
﹈
》（
二
曲
一
隻
屏
風
、
当
館
蔵
）
の
旧
蔵
者
。
『
落
合
朗
風
遺
作

集
』参
照
。
な
お
、
関
東
大
震
災
で
被
災
し
た
三
田
教
会
の
修
理
費
用
を
負
担
し

た
信
徒
の
な
か
に
、
柳
沢
小
松
の
名
前
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
三
田
教
会

の
隣
で
医
院
を
経
営
し
て
い
た
と
い
う
。
三
田
教
会
に
お
い
て
落
合
家
と
出
会

い
、
若
き
朗
風
の
作
品
も
購
入
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
銀
座
教
会
九
十
年
史
』
3
7
6
頁
参
照
。

48 .

角 

定
市

　

明
治
22
（
1
8
8
9
）
年
9
月
8
日
に
生
ま
れ
、
島
根
県
平
田
市
平
田
町
九
三
三
に

住
ん
で
い
た
と
の
記
載
が
『
褒
章
受
有
者
名
鑑
』（
褒
章
受
有
者
名
鑑
刊
行
会
、
昭

和
32
年
11
月
20
日
、
3
0
5
頁
）
に
あ
る
。
落
合
朗
風
が
表
紙
を
担
当
し
た
『
平
田

の
し
を
り
』（
來
間
泰
三
郎
、
大
正
11
年
10
月
1
日
、48
頁
）
に
も
在
郷
軍
人
分
会

の
理
事
に
歩
兵
上
等
兵
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
。

52 .

房
州
の
海

　

朗
風
の
妻
の
信
子
は
千
葉
県
安
房
郡
千
倉
町
（
現
南
房
総
市
）
に
生
ま
れ
た
。

妻
の
実
家
を
訪
れ
る
機
会
も
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
《
外
房
風
景
﹇
海
辺
餘

光
﹈
》（
大
正
14
年
頃
、
平
田
本
陣
記
念
館
蔵
）
な
ど
房
総
半
島
の
景
観
に
着
想
を

得
た
作
品
を
朗
風
は
制
作
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
取
材
旅
行
に
あ
わ
せ
て
、
父
親

の
常
一
も
一
緒
に
千
葉
の
海
を
訪
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
妻
の
信
子

の
家
系
に
つ
い
て
は
詳
細
を
明
ら
か
に
で
き
て
い
な
い
が
、
『
大
衆
人
事
録
』

（
帝
国
秘
密
探
偵
社
、
昭
和
10
年
12
月
15
日
）
の
落
合
朗
風
の
項
目
に
は
「
妻
信

子（
明
二
九
）
千
葉
県
和
田
源
造
姉
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　  

お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
詳
細
に
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
《
落
合
常
一
翁
絵
巻
》
に
つ
い
て
、

本
稿
で
は
註
釈
を
付
し
つ
つ
、
そ
の
制
作
経
緯
や
伝
来
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え

た
。
以
上
の
内
容
を
ふ
ま
え
、
今
後
の
朗
風
研
究
に
資
す
る
観
点
と
し
て
次
の
三

点
を
指
摘
し
た
い
。

　

一
つ
は
、
落
合
家
と
キ
リ
ス
ト
教
の
関
係
性
で
あ
る
。
落
合
朗
風
が
キ
リ
ス
ト
教

徒
で
あ
っ
た
こ
と
は
先
行
研
究
の
な
か
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
常
一
が
三
田

教
会
の
歴
代
の
牧
師
と
密
接
な
関
係
性
を
築
い
て
い
た
こ
と
（
註
釈
13
な
ど
参
照
）は

今
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
大
正
8
（
1
9
1
9
）
年
の
再
興
第
6
回
日
本
美

術
院
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
《
エ
バ
》（
山
種
美
術
館
蔵
）
や
大
正
10
（
1
9
2
1
）

年
に
制
作
さ
れ
た
《
キ
リ
ス
ト
誕
生
》（
個
人
蔵
）
と
い
っ
た
作
品
群
が
、
父
親

の
篤
い
信
仰
心
の
影
響
下
で
誕
生
し
た
可
能
性
は
極
め
て
高
い
。
朗
風
の
宗
教
観

形
成
を
検
討
す
る
う
え
で
、
本
作
は
重
要
な
資
料
的
意
義
を
有
し
て
い
る
。

　

二
つ
目
は
、
朗
風
と
東
京
都
田
端
付
近
を
結
び
つ
け
る
役
割
と
し
て
の
常
一
の

存
在
で
あ
る
。
田
端
と
朗
風
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
『
落
合
朗
風
』（
求
龍
堂
）

に
お
け
る
《
涅
槃
》（
東
覚
寺
蔵
）
作
品
解
説
の
な
か
で
若
干
触
れ
た
も
の
の
、
そ

れ
を
裏
付
け
る
資
料
な
ど
は
見
つ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
た
だ
本
稿
で
の
註
釈
を

行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
常
一
が
朗
風
作
品
の
受
容
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い

た
実
態
を
、
本
作
の
記
述
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
（
註
釈
11
及
び
19
参

照
）
。
東
京
に
お
け
る
今
後
の
調
査
範
囲
を
検
討
す
る
う
え
で
、
本
作
は
貴
重
な

情
報
を
含
ん
で
い
る
。

　

最
後
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
落
合
家
と
島
根
県
（
特
に
平
田
町
）
の
関
わ
り
で

あ
る
。
常
一
が
若
い
頃
に
上
京
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
平
田
町
住
人
と
落
合
家
の

関
係
性
は
こ
れ
ま
で
明
確
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
本
作
に
は
平
田
町
関
係
者
の

名
前
が
数
名
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
画
家
で
あ
る
松
本
芝
巖
の
名
が
記
さ
れ

て
い
る
一
方
（
註
釈
46
参
照
）
、
大
正
4
（
1
9
1
5
）
年
頃
に
朗
風
が
画
法
を
学

ん
だ
小
村
大
雲
の
名
前
を
本
作
の
な
か
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
点
は
興
味
深

い
。
先
行
研
究
で
は
縁
故
関
係
を
理
由
に
朗
風
と
大
雲
を
紐
づ
け
て
い
た
が
、
少

な
く
と
も
常
一
と
大
雲
及
び
小
村
家
の
間
に
密
接
な
関
係
性
が
あ
っ
た
と
は
考
え

に
く
い
。
平
田
町
に
お
け
る
落
合
家
と
住
人
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、今
後
慎
重
な

再
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
《
落
合
常
一
翁
絵
巻
》
に
内
包
さ
れ
た
情
報
を
精
査
す
る
こ
と

は
、
落
合
朗
風
研
究
の
基
礎
的
枠
組
み
を
構
築
す
る
う
え
で
有
効
で
あ
る
。
現
時

点
で
は
詳
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
人
物
名
も
残
っ
て
い
る
が
、
朗
風
の
関
係
資
料

が
今
後
発
見
さ
れ
る
こ
と
で
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
部
分
も
多
い
に
違
い
な
い
。
ま

た
《
落
合
常
一
翁
絵
巻
》
は
、
朗
風
の
軽
妙
な
画
風
が
誕
生
す
る
ひ
と
つ
の
転
換

点
と
な
っ
た
作
品
で
も
あ
る
。
本
文
で
も
言
及
し
た
『
絵
日
記
』
な
ど
を
含
め
て
、

49 .

伊
豆
の
土
肥

　

大
正
9
（
1
9
2
0
）
年
の
2
月
に
開
催
さ
れ
た
日
本
美
術
院
第
六
回
試
作
展

へ
、
朗
風
は
《
伊
豆
（
僧
院
・
海
岸
）
》（
現
在
所
在
不
明
）
を
出
陳
し
て
い
る
。

作
品
制
作
の
た
め
に
伊
豆
を
訪
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
こ
の
時
期
の
こ
と
か

も
し
れ
な
い
が
、
確
証
は
な
い
。
な
お
、
静
岡
県
田
方
郡
土
肥
村
を
朗
風
が
訪
れ

た
記
録
は
昭
和
9
（
1
9
3
4
）
年
頃
の
も
の
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

の
、
大
正
時
代
に
訪
問
し
た
記
録
に
つ
い
て
は
未
だ
明
ら
か
に
で
き
て
い
な
い
。

50 .

洛
外
風
趣
の
作

　

大
正
15
（
1
9
2
6
）
年
の
第
7
回
帝
国
美
術
院
展
覧
会
に
入
選
し
た
作
品
（
足

立
美
術
館
蔵
）
。
京
都
の
風
景
を
四
面
で
表
現
し
た
作
品
で
あ
り
、
常
一
の
眺
め

る
作
品
と
し
て
挿
図
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
洛
北
と
洛
西
を
描
い
た
右
二
面
。

詳
細
は
、『
落
合
朗
風
』（
求
龍
堂
）
の
同
題
作
解
説
（
58
頁
）
参
照
。

51 .

順
天
堂

　

本
郷
区
御
茶
の
水
（
現
東
京
都
文
京
区
本
郷
）
に
あ
る
医
院
。

朗
風
の
多
様
な
画
風
変
遷
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
の
か
今
後
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
整
理
し
た
落
合
家
の
家
族
関
係
、
宗
教
的
背
景
、
そ

し
て
交
友
関
係
を
踏
ま
え
、
次
号
以
降
で
は
個
別
作
品
の
分
析
を
通
じ
て
朗
風
の

制
作
意
識
を
具
体
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

註1 .

大
正
時
代
の
落
合
朗
風
に
関
し
て
検
討
を
加
え
た
先
行
研
究
と
し
て
は
以
下
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
枝
野
茂
「
落
合
朗
風
・
そ
の
一
」（
『
美
術
グ
ラ
フ
』
第
18
巻
第
7
号
、
昭

和
44
年
8
月
15
日
）
、
田
中
日
佐
夫「
近
代
美
術
史
の
発
掘
3 

落
合
朗
風
に
つ
い
て
」（
『
三

彩
』3
4
8
号
、
昭
和
51
年
8
月
）
、
『
落
合
朗
風 

魂
の
叫
び
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、

平
成
4
年
7
月
25
日
）、
『
落
合
朗
風
生
誕
百
年
展
』（
平
田
市
立
旧
本
陣
記
念
館
図
録
刊

行
会
、平
成
7
年
11
月
）
、
五
味
俊
晶
『
落
合
朗
風
』（
求
龍
堂
、
令
和
6
年
9
月
20
日
）
。

2 .

落
合
朗
風
没
後
に
お
け
る
、
彼
を
中
心
と
し
た
特
別
企
画
展
は
管
見
の
限
り
以
下
の
通
り
。

・「
落
合
朗
風
遺
作
展
覧
会
」
昭
和
14
（
1
9
3
9
）
年
4
月
、
東
京
府
美
術
館

・「
故
落
合
朗
風
画
伯
遺
作
展
」
昭
和
31
（
1
9
5
6
）
年
10
月
、
松
江
市
公
会
堂

・「
異
色
作
家
シ
リ
ー
ズ 

落
合
朗
風
展
」
昭
和
34
（
1
9
5
9
）
年
2
月
、
渋
谷
東
横
7
階

・「
落
合
朗
風
遺
作
展
」
昭
和
44
（
1
9
6
9
）
年
5
月
、
島
根
県
立
博
物
館

・「
落
合
朗
風
展
」
平
成
4
（
1
9
9
2
）
年
3
月
、
平
田
市
立
旧
本
陣
記
念
館

・「
落
合
朗
風
生
誕
百
年
展
」
平
成
7
（
1
9
9
5
）
年
11
月
、
平
田
市
立
旧
本
陣
記
念
館

・「
落
合
朗
風
展 

明
朗
美
術
連
盟
と
目
指
し
た
世
界
」
令
和
6
（
2
0
2
4
）
年
9
月
、
島

　
根
県
立
美
術
館

・「
朗
風
と
大
雲
展
」
令
和
6
（
2
0
2
4
）
年
9
月
、
平
田
本
陣
記
念
館

現
存
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
出
品
目
録
を
確
認
す
る
限
り
、
《
落
合
常
一
翁
絵
巻
》
を
初
め
て
展

示
し
た
の
は
、昭
和
44
年
の
「
落
合
朗
風
遺
作
展
」と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
「
落
合
朗
風
遺
作

展
」の
出
品
目
録
で
は
「
絵
巻
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

3 .

『
落
合
朗
風 

魂
の
叫
び
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
平
成
4
年
7
月
25
日
）
所
収
。
た
だ
、

大
岡
信
は
作
品
現
物
を
実
見
し
た
訳
で
は
な
く
、
当
時
の
平
田
市
立
旧
本
陣
記
念
館
よ
り

提
供
さ
れ
た
画
像
資
料
を
用
い
て
本
文
を
記
し
て
い
る
。

4 .

五
味
俊
晶
「
落
合
朗
風
研
究 

明
朗
美
術
連
盟
設
立
と
そ
の
出
品
作
品
に
つ
い
て
」

（
『
島
根
県
立
美
術
館
研
究
紀
要
』
第
4
号
、
令
和
5
年
3
月
31
日
）参
照
。

5 .

朗
風
の
表
具
は
、
親
交
の
あ
っ
た
京
都
の
高
瀬
新
篁
堂
が
手
掛
け
る
場
合
が
多
い
。
た

ほ
ん
み
ょ
う
じ

だ
、
そ
の
際
は
新
篁
堂
特
注
の
整
理
紙
が
外
箱
に
貼
ら
れ
る
た
め
、
本
作
は
別
の
表
具
師
が

手
掛
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

6 .

勝
部
大
逸
が
記
し
た
日
記
は
、
大
正
時
代
の
も
の
で
は
な
い
も
の
の
、
昭
和
6

（
1
9
3
1
）
年
に
記
さ
れ
た
一
冊
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
（
個
人
蔵
）
。

7 .

俳
句
と
朗
風
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、『
落
合
朗
風
』（
求
龍
堂
、
69
頁
）
参
照
。

8 .

落
合
草
風
に
つ
い
て
は
、
『
落
合
草
風
遺
作
集
』（
落
合
武
久
、
平
成
14
年
12
月
16
日
）

参
照
。

9 .

落
合
黎
明
時
代
に
朗
風
や
明
朗
美
術
連
盟
職
員
と
交
わ
し
た
書
簡
を
当
館
が
所
蔵
し
て

い
る
。

10  .

『
落
合
朗
風
遺
作
目
録
』
に
つ
い
て
は
、
五
味
俊
晶
『
落
合
朗
風
』（
求
龍
堂
、1
7
4

頁
）
参
照
。

11 .

「
落
合
朗
風
遺
作
頒
布
会
」
と
扉
に
記
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
現
存
（
個
人
蔵
）
し
て

い
る
。
頒
布
さ
れ
た
作
品
と
ス
ケ
ッ
チ
が
列
記
さ
れ
、
明
朗
美
術
創
立
記
念
試
作
展
に
出
品

さ
れ
た
《
半
裸
》（
現
足
立
美
術
館
蔵
）
や
《
茶
郷
二
題
》（
現
当
館
蔵
）
も
こ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
売
り
に
だ
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
売
値
は
《
半
裸
》が

5
0
0
円
、
《
茶
郷
二
題
》
が
2
0
0
0
円
で
あ
っ
た
。

（
島
根
県
立
美
術
館　

主
任
学
芸
員
）

『
絵
日
記
』

（
当
館
蔵
）
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四
．《
落
合
常
一
翁
絵
巻
》
註
釈

　

本
章
で
は
、
前
章
で
翻
刻
し
た
《
落
合
常
一
翁
絵
巻
》
に
つ
い
て
註
釈
を
加
え
る
。

　

前
章
の
凡
例
で
記
し
た
よ
う
に
、
各
項
の
先
頭
に
記
し
た
数
字
は
、前
章
【
】
内

の
数
字
に
対
応
し
て
い
る
。

1.

常
一
翁
像

　

父
親
の
姿
を
、
朗
風
は
《
父
の
肖
像
》（
当
館
蔵
）
に
お
い
て
も
描
い
て
い

る
。
同
作
は
紙
本
墨
画
の
一
幅
で
あ
り
、
落
款
と
し
て
「
大
正
九
年
／
師
走
十
八

日
写
」
、
「
朗
風
子
」（
白
文
長
方
印
）
が
残
る
。
身
体
の
左
側
面
を
写
し
取
っ

た
構
図
や
左
眼
で
画
面
正
面
を
見
つ
め
る
常
一
の
描
写
は
、両
作
の
近
似
性
を
感
じ

さ
せ
る
。
大
正
9
（
1
9
2
0
）
年
の
時
点
で
形
成
さ
れ
た
父
親
像
が
、
本
作
制

作
時
に
も
参
照
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

2.

簸
川
郡
平
田
町
宮
の
丁

　

朗
風
は「
宮
の
丁
」と
記
し
て
い
る
が
、「
宮
ノ
町
」の
こ
と
。現
在
の
島
根
県
出
雲

市
平
田
町
。
宇
美
神
社
付
近
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
朗
風
没
後
に
平
田
町
で
は

大
規
模
な
区
画
整
理
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
詳
細
な
場
所
は
既
に
分
か
ら
な
く

な
っ
て
い
る
。

3.

浅
沼
写
真
店

　

明
治
4
（
1
8
7
1
）
年
、
浅
沼
藤
吉
が
日
本
橋
呉
服
町
に
写
真
材
料
店
と
し

て
開
業
し
た
。
菅
保
男
編
『
浅
沼
商
会
百
年
史
』（
浅
沼
商
会
、
昭
和
46
年
10
月

29
日
、
10
頁
）
参
照
。

4.

現
今
の
中
井
銀
行

　

中
井
銀
行
神
田
支
店
は
、
東
京
市
神
田
区
表
神
保
町
二
番
地
に
「
大
正
元
年
八

月
初
め
て
現
所
に
開
設
」（
桑
原
萍
水
『
神
田
人
物
誌
』
神
田
公
論
社
、
大
正
5

年
12
月
13
日
、
3
0
3
頁
）
し
た
の
で
、常
一
の
煙
草
屋
が
建
っ
て
い
た
の
は
こ
の

場
所
と
考
え
ら
れ
る
。

5.

母
き
く

　

東
京
の
洞
村
源
兵
衛
の
娘
。
ち
な
み
に
、き
く
の
妹
の
て
ふ
（
「
て
い
」
と
表
記

す
る
文
献
も
あ
り
）
は
、
東
京
日
本
橋
蛎
殻
町
に
お
い
て
山
六
商
店
と
い
う
穀
物

の
仲
介
問
屋
を
営
ん
だ
杉
山
魯
九
郎
の
も
と
に
嫁
い
だ
。朗
風
の
追
悼
文
を
杉
山

て
ふ
が
記
す
の
は
、
こ
の
関
係
性
に
よ
る
。
「
杉
山
魯
九
郎
」（
『
昭
和
九
年
版

日
本
人
事
名
鑑
』
上
卷
、
連
合
通
信
社
、
昭
和
8
年
12
月
5
日
、
32
頁
）
参
照
。

6.

煙
草
政
府
専
売
と
な
り
廃
業
す

　

明
治
31
（
1
8
9
8
）
年
に
葉
煙
草
専
売
法
が
、
明
治
37
（
1
9
0
4
）
年
に
煙

草
専
売
法
が
制
定
さ
れ
た
。
き
く
の
死
去
が
専
売
法
制
定
以
後
の
出
来
事
と
し
て

記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
葉
煙
草
専
売
法
が
施
行
さ
れ
た
際
に
店
を
畳
ん
だ
と
考
え

ら
れ
る
。
註
7
も
あ
わ
せ
て
参
照
。

7.

永
逝
す

　

き
く
の
妹
の
杉
山
て
ふ
が
「
故
人
（
註
：
朗
風
）
が
母
親
に
死
別
致
し
ま
し
た
の

は
、
四
歳
の
時
で
御
座
い
ま
し
た
」（
「
幼
年
時
代
を
偲
び
て
」『
落
合
朗
風
追

慕
』
明
朗
美
術
連
盟
、
昭
和
12
年
6
月
2
日
、
1
2
9
頁
）
と
記
録
し
て
い
る
た
め
、

数
え
年
で
計
算
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
き
く
が
亡
く
な
っ
た
の
は
明
治
32
（
1
8
9
9
）

年
と
考
え
ら
れ
る
（
満
年
齢
で
あ
れ
ば
翌
年
）
。

　

な
お
「
三
人
の
幼
児
を
残
し
て
」
と
本
文
に
記
さ
れ
て
い
る
点
を
あ
わ
せ
て

考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
朗
風
は
当
初
三
人
兄
弟
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。大
正
13

（
1
9
2
4
）
年
の
『
絵
日
記
』（
当
館
蔵
）
に
お
い
て
朗
風
は
、「
松
子
」
が
4
月

13
日
に
亡
く
な
り
、16
日
に
は
「
自
分
は
三
人
兄
妹
の
妹
を
つ
い
に
失
っ
た
」
と
記

し
て
い
る
た
め
、
本
作
に
も
名
前
が
登
場
す
る
兄
の
忠
三
郎
の
他
に
「
松
子
」
と

い
う
妹
が
い
た
と
推
測
で
き
る
。
枝
野
茂
「
落
合
朗
風
そ
の
一
」（
『
美
術
グ
ラ

フ
』
第
18
巻
第
7
号
、昭
和
44
年
8
月
15
日
、
24
頁
）
が
「
（
註
：
朗
風
は
）
常
一・

き
く
の
三
男
と
し
て（
中
略
）
生
れ
て
」
と
記
し
て
以
降
、
そ
の
記
述
が
踏
襲
さ
れ

て
き
た
も
の
の
、
三
人
兄
弟
の
次
男
と
い
う
表
記
が
正
確
で
あ
ろ
う
。

8.

西
ヶ
原
獣
疫
調
査
所

　

現
在
の
東
京
都
北
区
に
あ
っ
た
獣
疫
調
査
所
。
明
治
43
（
1
9
1
0
）
年
3
月
に

農
務
局
獣
疫
調
査
所
と
し
て
設
置
さ
れ
、
大
正
10
（
1
9
2
1
）
年
4
月
に
農
務
省

の
独
立
機
関
化
し
て
い
る
。
牧
江
弘
孝
「
動
物
医
薬
品
検
査
所
（N

VA
L

）
の
こ

れ
か
ら
」（
『
動
薬
検
ニ
ュ
ー
ス
』No.
2
8
4
、
平
成
20
年
10
月
）
参
照
。

9.

五
十
余
才

　

常
一
の
生
年
は
安
政
3
（
1
8
5
6
）
年
な
の
で
、
数
え
年
で
年
齢
を
考
え
た

場
合
、
50
代
は
明
治
38
（
1
9
0
5
）
年
か
ら
大
正
4
（
1
9
1
5
）
年
ま
で
と
な
る
。

註
12
も
あ
わ
せ
て
参
照
。

10 .

本
郷
区
動
阪
町
十
六
番
地

　

現
在
の
東
京
都
文
京
区
千
駄
木
付
近
。な
お
、
『
写
生
帖
断
簡
』（
個
人
蔵
）

の
な
か
に
は
、
「
大
正
五
年
十
月
廿
七
日
／
東
京
市
本
郷
区
動
阪
町
／
十
六
番
地

／
落
合
朗
風
」
と
書
き
残
し
た
も
の
が
現
存
し
て
い
る
。
山
田
天
契
『
日
本
名
画

家
大
鑑
』（
日
本
研
美
会
、
大
正
10
年
7
月
30
日
、
75
頁
）
に
も
、
朗
風
の
住
所

は「
東
京
市
本
郷
区
動
坂
一
六
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
大
正
5
年
か
ら
10
年

頃
ま
で
は
父
親
と
同
居
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

11 .

田
端

　

大
正
14
（
1
9
2
5
）
年
5
月
28
日
に
朗
風
が
常
一
と
忠
三
郎
へ
送
っ
た
葉
書

（
当
館
蔵
）
は
、送
付
先
が
「
東
京
市
外
滝
の
川
町
字
田
端
5
4
8
」
と
な
っ
て
い

る
。
現
段
階
の
調
査
で
は
、
田
端
の
住
所
の
記
載
が
残
る
最
も
古
い
書
簡
で
あ

り
、
父
が
兄
と
同
居
し
て
い
た
こ
と
も
分
か
る
。

12 .

七
拾
一
才

　

常
一
の
生
年
は
安
政
3
（
1
8
5
6
）
年
で
あ
り
、
亡
く
な
っ
た
大
正
15
（
1
9
2
6
）

年
時
点
で
71
歳
と
い
う
こ
と
は
、
数
え
年
表
記
を
本
作
で
は
用
い
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。

13 .

三
田
教
会

　

三
田
教
会
（
三
田
美
以
教
会
）
は
、慶
應
義
塾
の
近
く
に
明
治
19
（
1
8
8
6
）
年

18 .

故
父
筆
蹟

　

常
一
の
手
紙
の
大
き
さ
は
、
1
3.
5×

6.
5
㎝
。

19 .

田
端
町
五
四
八

　

現
在
の
東
京
都
北
区
田
端
町
。
註
11
参
照
。現
在
の
田
端
駅
近
く
に
位
置
す
る
与

楽
寺
に
お
い
て
、
朗
風
は
「
落
合
朗
風
作
品
会
」（
実
施
年
未
詳
1
月
23
日
、個
人

蔵
葉
書
）
を
開
催
し
て
い
る
。
与
楽
寺
近
隣
の
東
覚
寺
が
《
涅
槃
》（
昭
和
7

年
）
を
所
蔵
し
て
い
る
の
も
、
田
端
町
近
辺
に
常
一
の
古
く
か
ら
の
知
り
合
い
が

住
み
、
子
供
で
あ
る
朗
風
の
活
動
を
支
援
す
る
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
た
た
め
と
考

え
ら
れ
る
。
な
お
、
大
正
14
年
11
月
1
日
に
朗
風
が
常
一
へ
送
付
し
た
葉
書
（
個
人

蔵
）
に
は
、
「
滝
の
川
町
長
さ
ん
の
絵
、近
く
描
い
て
送
り
ま
す
か
ら
よ
ろ
し
く
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
父
親
の
依
頼
の
も
と
、
当
時
京
都
に
住
ん
で
い
た
朗
風
が
田

端
付
近
在
住
者
の
た
め
に
作
品
を
制
作
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
《
涅
槃
》
に

つ
い
て
は
、
五
味
俊
晶
『
落
合
朗
風
』（
求
龍
堂
、
1
1
8
頁
）
参
照
。

20 .

漸
々
引
越

　

京
都
か
ら
東
京
へ
の
引
っ
越
し
に
つ
い
て
は
、 

6
月
20
日
に
常
一
と
信
子
へ
宛
て

た
書
簡
（
当
館
蔵
）
に
関
係
す
る
記
述
が
残
っ
て
い
る
。
送
付
年
は
記
さ
れ
て
い

な
い
も
の
の
、
前
後
の
書
簡
の
関
係
か
ら
大
正
15
年
の
書
簡
と
推
察
で
き
る
。
「
次

に
東
京
へ
引
越
の
事
に
付
色
々
考
へ
ま
し
た
処
／
京
都
で
出
品
画
を
描
い
て
十
月

頃
引
越
す
方
が
よ
い
と
思
ひ
ま
す
の
で
／
何
れ
帰
宅
後
と
く
と
相
談
の
上
に
致
し

度
い
と
考
へ
て
居
り
ま
す
」
。
東
京
へ
の
引
っ
越
し
を
考
え
て
い
た
も
の
の
、
帝

国
美
術
院
展
覧
会
へ
の
出
品
作
品
（
註
50
参
照
）
を
制
作
し
て
い
た
た
め
、
実
現
し

な
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
漸
々
引
越
」
と
記
し
て
い
る
の
は
、
そ

の
た
め
で
あ
ろ
う
。

21 .

今
市
駅

　

現
在
の
J
R
出
雲
市
駅
。
当
時
は
出
雲
今
市
駅
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

22 .

一
畑
鉄
道

　

明
治
44
（
1
9
1
1
）
年
、
出
雲
今
市
か
ら
一
畑
間
の
軽
便
鉄
道
敷
設
免
許
を
受

け
、
翌
年
一
畑
軽
便
鉄
道
株
式
会
社
と
し
て
創
設
。
大
正
3
（
1
9
1
4
）
年
に

は
出
雲
今
市
駅
と
雲
州
平
田
間
を
結
ぶ
運
輸
営
業
を
開
始
し
た
。

23 .

直
江
の
駅

　

現
在
の
同
駅
。
荘
原
駅
と
出
雲
市
駅
（
旧
出
雲
今
市
駅
）
の
間
に
位
置
し
て
い
る
。

24 .

平
田
の
幸
の
屋

　

現
在
の
島
根
県
出
雲
市
平
田
町
に
あ
っ
た
旅
館
の
名
称
（
幸
野
屋
）
。
現
在
は

廃
業
。
落
合
家
だ
け
で
は
な
く
、
平
田
出
身
の
日
本
画
家
・
小
村
大
雲

（
1
8
8
3
〜
1
9
3
8
）
と
も
親
交
が
あ
り
、
朗
風
の
掛
軸
や
大
雲
の
衝
立
な

ど
を
所
蔵
し
て
い
た
（
大
雲
作
品
の
一
部
は
平
田
本
陣
記
念
館
に
現
存
）
。
朗
風

と
大
雲
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
五
味
俊
晶
『
落
合
朗
風
』（
求
龍
堂
、
1
8
0

頁
）
及
び
『
朗
風
と
大
雲
展
図
録
』（
平
田
本
陣
記
念
館
、令
和
6
年
9
月
20
日
）

参
照
。

25 .

故
落
合
常
市
之
墓

　

父
親
の
名
前
表
記
を
こ
こ
で
は
「
常
市
」
と
し
て
い
る
。
手
紙
や
墓
石
な
ど
で

は「
市
」
表
記
を
用
い
て
い
る
た
め
、
こ
ち
ら
の
記
載
が
正
式
な
も
の
か
も
し
れ

な
い
。
た
だ
、
一
章
の
冒
頭
に
お
い
て
も
記
し
た
よ
う
に
、
題
簽
や
共
箱
に
お
い

て「
常
一
」
表
記
を
朗
風
が
採
用
し
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
父
親
の
名
を
「
常

一
」で
統
一
し
た
。

26 .

故
大
田
博
士

　

大
田
博
士
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
妻
で
あ
る
貞
枝
と
と
も
に
未
詳
。

に
創
設
さ
れ
た
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
の
教
会
。昭
和
21
（
1
9
4
6
）
年
、
銀
座
教
会
及

び
青
山
教
会
と
合
同
し
、現
在
に
至
る
。
三
田
教
会
に
つ
い
て
は
、
日
本
基
督
教
団

銀
座
教
会
編『
銀
座
教
会
九
十
年
史
』（
銀
座
教
会
、
昭
和
56
年
2
月
1
日
）参
照
。

14 .

中
川
邦
三
郎

　

中
川
邦
三
郎
は
、
明
治
45
（
1
9
1
2
）
年
か
ら
大
正
3
（
1
9
1
4
）
年
、
及

び
大
正
11
（
1
9
2
2
）
か
ら
昭
和
3
（
1
9
2
8
）
年
ま
で
三
田
教
会
の
牧
師
と

し
て
在
籍
し
て
い
る
。
『
銀
座
教
会
九
十
年
史
』
3
7
0
頁
参
照
。

15 .

市
外
落
合
火
葬
場

　

現
在
の
東
京
都
新
宿
区
上
落
合
に
あ
る
落
合
斎
場
の
こ
と
。
落
合
火
葬
場
の
歴

史
に
つ
い
て
は
、
福
田
ア
ジ
オ
「
都
市
化
と
葬
墓
制
の
変
化
」（
『
新
宿
区
の
民

俗
』（
4
）
落
合
地
区
篇
、
新
宿
区
立
新
宿
歴
史
博
物
館
、
平
成
6
年
3
月
）
を

参
照
。

16 .

島
根
県
平
田
町
本
妙
寺

　

現
在
の
島
根
県
出
雲
市
平
田
町
に
現
存
し
て
い
る
日
蓮
宗
寺
院
。
本
妙
寺
に
残

る
と
伝
わ
っ
て
い
る
落
合
家
の
墓
石
は
、
筆
者
の
調
査
に
よ
る
限
り
で
は
現
在
所

在
不
明
。

17 .

青
山
墓
地

　

青
山
霊
園
に
は
常
一
だ
け
で
は
な
く
朗
風
の
墓
石
も
後
年
建
て
ら
れ
た
が
、落
合

家
の
墓
石
は
無
縁
墓
地
と
し
て
既
に
処
理
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
「
美
術
界
だ

よ
り 

故
落
合
朗
風
一
周
忌
」（
『
白
日
』
第
12
巻
第
3
号
、
昭
和
13
年
5
月
15
日
）

参
照
。
後
年
で
は
結
城
素
明
『
芸
文
家
墓
所
誌―

東
京
美
術
家
墓
所
誌
続
篇
』

（
学
風
書
院
、
昭
和
28
年
8
月
1
日
、
2
1
8
頁
）
が
青
山
霊
園
に
朗
風
の
墓
所
が

あ
っ
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

27 .

落
風
さ
ん
の
展
覧
会

　

大
正
13（
1
9
2
4
）
年
10
月
23
日
よ
り
、
大
阪
三
越
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
落

合
朗
風
の
個
展
。
「
落
合
朗
風
氏
は
作
品
三
十
一
点
を
去
月
二
十
三
日
か
ら
二
十

七
日
ま
で
大
阪
三
越
に
於
て
個
人
展
覧
会
を
開
く
」（
「
画
家
消
息
」『
帝
国
絵

画
新
報
』
第
13
巻
第
12
号
、
大
正
13
年
12
月
1
日
）
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

28 .

落
合
藤
助

　

落
合
常
一
の
父
親
を
指
し
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

29 .

滝
の
川
町
聖
学
院

　

明
治
37
（
1
9
0
4
）
年
、
現
在
の
東
京
都
北
区
に
設
置
さ
れ
た
教
会
。
現
在
の

滝
野
川
教
会
の
前
身
。
創
設
時
の
正
式
名
称
は
聖
学
院
神
学
校
内
滝
野
川
基
督
教

会
。
秋
山
操
『
滝
野
川
教
会
七
五
年
史
』（
滝
野
川
教
会
、昭
和
54
年
11
月
25
日
）

参
照
。

30 .

三
田
教
会
吉
岡
牧
師

　

吉
岡
誠
明
は
、
大
正
3
（
1
9
1
4
）
年
か
ら
同
10
（
1
9
2
1
）
年
ま
で
三
田

教
会
の
牧
師
を
務
め
た
。
『
銀
座
教
会
九
十
年
史
』
3
7
0
頁
参
照
。

31 .

浅
賀
町
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
会

　
「
本
郷
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
会 

東
京
市
本
郷
区
浅
賀
町
動
坂
通
り 

清
水
良
太
郎
」

（
『
大
正
八
年
基
督
教
年
鑑
』（
日
本
基
督
教
会
同
盟
、
大
正
9
年
5
月
22
日
、

1
9
6
頁
）と
あ
る
た
め
、
現
在
の
東
京
都
文
京
区
に
あ
っ
た
教
会
を
示
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
註
45
の
土
岐
孝
太
郎
は
本
郷
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
会
に
て

大
正
7
（
1
9
1
8
）
年
に
洗
礼
を
受
け
た
。
粕
谷
常
吉
『
房
州
に
光
を
掲
げ
た

人
々
』（
日
本
聖
公
会
出
版
事
業
部
、
昭
和
48
年
7
月
15
日
、
2
1
8
頁
）
参
照
。

32 .
落
合
忠
三
郎

　

落
合
朗
風
の
兄
。

39 .

中
嶋
と
よ

　

メ
ソ
ジ
ス
ト
派
の
弘
前
教
会
に
お
い
て
、
明
治
30
（
1
8
9
7
）
年
か
ら
同
43

（
1
9
1
0
）
年
ま
で
婦
人
伝
道
師
を
務
め
た
人
物
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
飯
久

保
貞
治
も
弘
前
教
会
の
牧
師
を
明
治
33
（
1
9
0
0
）
年
か
ら
3
年
間
務
め
て
い
る

た
め
、
落
合
家
と
の
人
間
関
係
の
面
で
も
矛
盾
は
な
い
。
「
弘
前
教
会
一
覧
表
」

（
『
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
弘
前
教
会
五
十
年
記
念
史
』
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
弘
前
教

会
、
大
正
14
年
10
月
4
日
）
参
照
。

40 .

石
井
鉄
五
郎

　

現
在
の
千
葉
県
流
山
市
に
お
い
て
、
明
治
35
（
1
9
0
2
）
年
に
パ
ン
と
お
菓
子

の
店
・
清
水
屋
を
創
業
し
た
石
井
鉄
五
郎
で
あ
ろ
う
か
。
石
井
鉄
五
郎
は
、
フ
ラ
ン

ス
人
の
宣
教
師
・
ヴ
ィ
グ
ル
ー
ス
な
ど
の
影
響
で
受
洗
し
た
が
、
落
合
家
と
ど
の
よ

う
に
出
会
い
、
ど
の
よ
う
な
関
係
性
で
あ
っ
た
か
は
未
詳
。
「
最
盛
期
の
千
葉
県

巡
回
伝
道
」（
『
聖
母
と
共
に
』
カ
ト
リ
ッ
ク
西
千
葉
教
会
、昭
和
58
年
11
月
23
日
）

参
照
。

41 .

寺
内
用
助

　

メ
ソ
ジ
ス
ト
派
の
山
梨
県
伝
道
師
と
し
て
名
前
が
『
大
正
七
年
基
督
教
年
鑑
』

（
日
本
基
督
教
会
同
盟
、
大
正
8
年
1
月
31
日
、
2
4
4
頁
）
な
ど
に
記
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
同
一
人
物
か
は
未
詳
。

42 .

加
藤
光
澄

　
「
獣
疫
調
査
所
に
於
て
は
三
月
六
日
午
後
四
時
第
四
十
九
回
例
会
を
開
き
加
藤

光
澄
君
の
本
邦
雑
誌
中
重
要
記
事
の
紹
介
」（
『
中
央
獣
医
会
雑
誌
』
第
25
輯
巻
之

3
、
中
央
獣
医
会
、
明
治
45
年
3
月
28
日
、
1
0
5
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、

西
ヶ
原
獣
疫
調
査
所
に
常
一
が
勤
務
し
て
い
た
際
の
関
係
で
あ
ろ
う
か
。

43 .

西
尾
寿
太
郎

　
「
平
田
の
一
式
飾
」（
『
出
雲
新
風
土
記
』
第
二
輯
行
事
の
巻
、
昭
和
14
年
12
月
、

1
0
2
頁
）
に
お
い
て
、
「
今
日
に
至
る
迄
の
一
式
飾
の
名
手
を
列
挙
す
れ
ば
、
木

佐
宇
太
郎
（
表
具
師
）
千
把
定
造
（
装
飾
屋
）
三
村
啓
太
郎
（
鋳
掛
屋
）
西
尾
寿

太
郎
（
小
間
物
屋
）
等
で
木
佐
は
数
年
前
に
六
十
余
歳
で
没
し
た
が
他
は
皆
現
存

し
て
ゐ
る
」
と
西
尾
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
平
田
町
時
代
の
知
り
合
い
と
考

え
る
の
が
適
切
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

44 .

和
田
ち
か

　

久
邇
宮
家
の
天
井
画
を
朗
風
が
制
作
し
た
際
の
絵
葉
書
に
、
「
進
呈
／
和
田
ち

か
殿
／
昭
和
三
年
拾
月　

落
合
朗
風
／
朗
風
子
（
白
文
長
方
印
）
」
と
朗
風
自
ら

記
し
た
も
の
が
現
存
（
個
人
蔵
）
し
て
い
る
。
常
一
だ
け
で
は
な
く
、
朗
風
と
も

親
交
の
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
「
和
田
ち
か
」
が
ど
う
い
っ

た
人
物
で
あ
っ
た
か
は
未
詳
。

45 .

土
岐
孝
太
郎

　

明
治
5
（
1
8
7
2
）
年
8
月
10
日
、
千
葉
県
生
ま
れ
。
中
央
大
学
を
卒
業
後
、

『
中
央
新
聞
』
、
『
朝
日
新
聞
』
に
お
い
て
記
者
と
し
て
活
躍
し
た
。
そ
の
後
、

33 .

平
治
郎

　

落
合
朗
風
の
本
名
。
た
だ
兄
が
「
平
次
郎
」
と
記
す
場
合
も
あ
り
、
「
治
」
と

「
次
」
の
ど
ち
ら
が
正
式
な
表
記
な
の
か
未
だ
明
ら
か
に
で
き
て
い
な
い
。
落
合

忠
三
郞
「
少
年
時
代
の
思
出
」（
『
落
合
朗
風
追
慕
』
明
朗
美
術
連
盟
、
昭
和
12
年

6
月
2
日
、
1
3
3
頁
）
及
び
「
画
歴
」（
『
落
合
朗
風
遺
作
集
』
芸
艸
堂
、昭

和
14
年
4
月
23
日
）
参
照
。

34 .

飯
久
保
貞
治

　

三
田
教
会
の
牧
師
を
明
治
36
（
1
9
0
3
）
年
か
ら
か
ら
同
41
（
1
9
0
8
）
年

ま
で
務
め
た
。
『
銀
座
教
会
九
十
年
史
』
3
6
9
頁
参
照
。

35 .

松
崎
精
一
郎

　

松
崎
精
一
郎
は
『
玉
の
声
』
永
世
号
（
霊
廻
舎
、
大
正
3
年
1
月
27
日
）
を
発
行

し
た
人
物
で
あ
ろ
う
か
。
松
崎
は
東
京
の
瀧
野
川
町
上
田
端
九
十
七
番
地
に
住
ん

で
い
た
た
め
、
落
合
家
と
も
近
隣
と
な
る
。
同
書
22
頁
に
「
松
崎
が
訪
問
伝
導
を
為

す
軒
数
は
毎
月
三
四
百
の
多
き
に
至
れ
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
キ
リ
ス
ト

教
関
係
者
と
し
て
出
会
っ
た
人
物
と
思
わ
れ
る
。
な
お
註
7
に
記
し
た
松
子
の
葬

儀
の
際
、
同
一
人
物
か
は
分
か
ら
な
い
も
の
の
、
「
松
崎
牧
師
」
が
告
別
式
の
司

会
を
務
め
た
こ
と
が
『
絵
日
記
』（
当
館
蔵
）
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。

36 .

吉
岡
誠
明

　

註
30
を
参
照
。

37 .

杉
山
魯
九
郎

　

註
5
を
参
照
。「
杉
山
蝶
」に
つ
い
て
も
同
註
参
照
。

38 .

中
川
邦
三
郎

　

註
14
を
参
照
。

『
国
民
新
聞
』
の
経
済
部
に
移
り
、
同
紙
の
論
説
委
員
と
な
っ
た
。
同
社
退
職

後
、
『
読
売
新
聞
』
に
お
い
て
も
論
説
委
員
を
務
め
た
。
本
郷
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
会

に
お
い
て
洗
礼
を
受
け
た
と
い
う
（
『
房
州
に
光
を
掲
げ
た
人
々
』
2
1
8
頁
）
。

註
31
で
も
記
し
た
通
り
、
落
合
家
は
本
郷
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
会
に
通
っ
て
い
た
時
期
も

あ
る
た
め
、
そ
の
関
係
で
出
会
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

46 .

松
本
芝
巖（
1
8
6
5
〜
1
9
3
0
）

　

慶
応
元
年
4
月
15
日
、
当
時
の
平
田
町
本
町
に
生
ま
れ
る
。
名
は
薫
、
字
は
子

清
、
通
称
は
喜
次
郎
。
塩
田
銕
香
に
学
び
、
花
鳥
画
や
山
水
画
を
得
意
と
し
た
と

伝
わ
る
。
明
治
23
（
1
8
9
0
）
年
の
第
3
回
内
国
勧
業
博
覧
会
へ
は
「
花
鳥
」
を

出
品
し
て
い
る
。
出
雲
市
平
田
町
の
法
恩
寺
が
菩
提
寺
。

47 .

柳
沢
小
松

　

落
合
朗
風
が
大
正
10
（
1
9
2
1
）
年
の
日
本
美
術
院
試
作
展
に
出
品
し
た
《
豊

玉
姫
﹇
海
姫
﹈
》（
二
曲
一
隻
屏
風
、
当
館
蔵
）
の
旧
蔵
者
。
『
落
合
朗
風
遺
作

集
』参
照
。
な
お
、
関
東
大
震
災
で
被
災
し
た
三
田
教
会
の
修
理
費
用
を
負
担
し

た
信
徒
の
な
か
に
、
柳
沢
小
松
の
名
前
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
三
田
教
会

の
隣
で
医
院
を
経
営
し
て
い
た
と
い
う
。
三
田
教
会
に
お
い
て
落
合
家
と
出
会

い
、
若
き
朗
風
の
作
品
も
購
入
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
銀
座
教
会
九
十
年
史
』
3
7
6
頁
参
照
。

48 .

角 

定
市

　

明
治
22
（
1
8
8
9
）
年
9
月
8
日
に
生
ま
れ
、
島
根
県
平
田
市
平
田
町
九
三
三
に

住
ん
で
い
た
と
の
記
載
が
『
褒
章
受
有
者
名
鑑
』（
褒
章
受
有
者
名
鑑
刊
行
会
、
昭

和
32
年
11
月
20
日
、
3
0
5
頁
）
に
あ
る
。
落
合
朗
風
が
表
紙
を
担
当
し
た
『
平
田

の
し
を
り
』（
來
間
泰
三
郎
、
大
正
11
年
10
月
1
日
、48
頁
）
に
も
在
郷
軍
人
分
会

の
理
事
に
歩
兵
上
等
兵
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
。

52 .

房
州
の
海

　

朗
風
の
妻
の
信
子
は
千
葉
県
安
房
郡
千
倉
町
（
現
南
房
総
市
）
に
生
ま
れ
た
。

妻
の
実
家
を
訪
れ
る
機
会
も
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
《
外
房
風
景
﹇
海
辺
餘

光
﹈
》（
大
正
14
年
頃
、
平
田
本
陣
記
念
館
蔵
）
な
ど
房
総
半
島
の
景
観
に
着
想
を

得
た
作
品
を
朗
風
は
制
作
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
取
材
旅
行
に
あ
わ
せ
て
、
父
親

の
常
一
も
一
緒
に
千
葉
の
海
を
訪
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
妻
の
信
子

の
家
系
に
つ
い
て
は
詳
細
を
明
ら
か
に
で
き
て
い
な
い
が
、
『
大
衆
人
事
録
』

（
帝
国
秘
密
探
偵
社
、
昭
和
10
年
12
月
15
日
）
の
落
合
朗
風
の
項
目
に
は
「
妻
信

子（
明
二
九
）
千
葉
県
和
田
源
造
姉
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　  

お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
詳
細
に
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
《
落
合
常
一
翁
絵
巻
》
に
つ
い
て
、

本
稿
で
は
註
釈
を
付
し
つ
つ
、
そ
の
制
作
経
緯
や
伝
来
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え

た
。
以
上
の
内
容
を
ふ
ま
え
、
今
後
の
朗
風
研
究
に
資
す
る
観
点
と
し
て
次
の
三

点
を
指
摘
し
た
い
。

　

一
つ
は
、
落
合
家
と
キ
リ
ス
ト
教
の
関
係
性
で
あ
る
。
落
合
朗
風
が
キ
リ
ス
ト
教

徒
で
あ
っ
た
こ
と
は
先
行
研
究
の
な
か
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
常
一
が
三
田

教
会
の
歴
代
の
牧
師
と
密
接
な
関
係
性
を
築
い
て
い
た
こ
と
（
註
釈
13
な
ど
参
照
）は

今
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
大
正
8
（
1
9
1
9
）
年
の
再
興
第
6
回
日
本
美

術
院
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
《
エ
バ
》（
山
種
美
術
館
蔵
）
や
大
正
10
（
1
9
2
1
）

年
に
制
作
さ
れ
た
《
キ
リ
ス
ト
誕
生
》（
個
人
蔵
）
と
い
っ
た
作
品
群
が
、
父
親

の
篤
い
信
仰
心
の
影
響
下
で
誕
生
し
た
可
能
性
は
極
め
て
高
い
。
朗
風
の
宗
教
観

形
成
を
検
討
す
る
う
え
で
、
本
作
は
重
要
な
資
料
的
意
義
を
有
し
て
い
る
。

　

二
つ
目
は
、
朗
風
と
東
京
都
田
端
付
近
を
結
び
つ
け
る
役
割
と
し
て
の
常
一
の

存
在
で
あ
る
。
田
端
と
朗
風
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
『
落
合
朗
風
』（
求
龍
堂
）

に
お
け
る
《
涅
槃
》（
東
覚
寺
蔵
）
作
品
解
説
の
な
か
で
若
干
触
れ
た
も
の
の
、
そ

れ
を
裏
付
け
る
資
料
な
ど
は
見
つ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
た
だ
本
稿
で
の
註
釈
を

行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
常
一
が
朗
風
作
品
の
受
容
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い

た
実
態
を
、
本
作
の
記
述
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
（
註
釈
11
及
び
19
参

照
）
。
東
京
に
お
け
る
今
後
の
調
査
範
囲
を
検
討
す
る
う
え
で
、
本
作
は
貴
重
な

情
報
を
含
ん
で
い
る
。

　

最
後
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
落
合
家
と
島
根
県
（
特
に
平
田
町
）
の
関
わ
り
で

あ
る
。
常
一
が
若
い
頃
に
上
京
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
平
田
町
住
人
と
落
合
家
の

関
係
性
は
こ
れ
ま
で
明
確
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
本
作
に
は
平
田
町
関
係
者
の

名
前
が
数
名
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
画
家
で
あ
る
松
本
芝
巖
の
名
が
記
さ
れ

て
い
る
一
方
（
註
釈
46
参
照
）
、
大
正
4
（
1
9
1
5
）
年
頃
に
朗
風
が
画
法
を
学

ん
だ
小
村
大
雲
の
名
前
を
本
作
の
な
か
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
点
は
興
味
深

い
。
先
行
研
究
で
は
縁
故
関
係
を
理
由
に
朗
風
と
大
雲
を
紐
づ
け
て
い
た
が
、
少

な
く
と
も
常
一
と
大
雲
及
び
小
村
家
の
間
に
密
接
な
関
係
性
が
あ
っ
た
と
は
考
え

に
く
い
。
平
田
町
に
お
け
る
落
合
家
と
住
人
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、今
後
慎
重
な

再
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
《
落
合
常
一
翁
絵
巻
》
に
内
包
さ
れ
た
情
報
を
精
査
す
る
こ
と

は
、
落
合
朗
風
研
究
の
基
礎
的
枠
組
み
を
構
築
す
る
う
え
で
有
効
で
あ
る
。
現
時

点
で
は
詳
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
人
物
名
も
残
っ
て
い
る
が
、
朗
風
の
関
係
資
料

が
今
後
発
見
さ
れ
る
こ
と
で
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
部
分
も
多
い
に
違
い
な
い
。
ま

た
《
落
合
常
一
翁
絵
巻
》
は
、
朗
風
の
軽
妙
な
画
風
が
誕
生
す
る
ひ
と
つ
の
転
換

点
と
な
っ
た
作
品
で
も
あ
る
。
本
文
で
も
言
及
し
た
『
絵
日
記
』
な
ど
を
含
め
て
、

49 .

伊
豆
の
土
肥

　

大
正
9
（
1
9
2
0
）
年
の
2
月
に
開
催
さ
れ
た
日
本
美
術
院
第
六
回
試
作
展

へ
、
朗
風
は
《
伊
豆
（
僧
院
・
海
岸
）
》（
現
在
所
在
不
明
）
を
出
陳
し
て
い
る
。

作
品
制
作
の
た
め
に
伊
豆
を
訪
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
こ
の
時
期
の
こ
と
か

も
し
れ
な
い
が
、
確
証
は
な
い
。
な
お
、
静
岡
県
田
方
郡
土
肥
村
を
朗
風
が
訪
れ

た
記
録
は
昭
和
9
（
1
9
3
4
）
年
頃
の
も
の
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

の
、
大
正
時
代
に
訪
問
し
た
記
録
に
つ
い
て
は
未
だ
明
ら
か
に
で
き
て
い
な
い
。

50 .

洛
外
風
趣
の
作

　

大
正
15
（
1
9
2
6
）
年
の
第
7
回
帝
国
美
術
院
展
覧
会
に
入
選
し
た
作
品
（
足

立
美
術
館
蔵
）
。
京
都
の
風
景
を
四
面
で
表
現
し
た
作
品
で
あ
り
、
常
一
の
眺
め

る
作
品
と
し
て
挿
図
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
洛
北
と
洛
西
を
描
い
た
右
二
面
。

詳
細
は
、『
落
合
朗
風
』（
求
龍
堂
）
の
同
題
作
解
説
（
58
頁
）
参
照
。

51 .

順
天
堂

　

本
郷
区
御
茶
の
水
（
現
東
京
都
文
京
区
本
郷
）
に
あ
る
医
院
。

朗
風
の
多
様
な
画
風
変
遷
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
の
か
今
後
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
整
理
し
た
落
合
家
の
家
族
関
係
、
宗
教
的
背
景
、
そ

し
て
交
友
関
係
を
踏
ま
え
、
次
号
以
降
で
は
個
別
作
品
の
分
析
を
通
じ
て
朗
風
の

制
作
意
識
を
具
体
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

註1 .

大
正
時
代
の
落
合
朗
風
に
関
し
て
検
討
を
加
え
た
先
行
研
究
と
し
て
は
以
下
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
枝
野
茂
「
落
合
朗
風
・
そ
の
一
」（
『
美
術
グ
ラ
フ
』
第
18
巻
第
7
号
、
昭

和
44
年
8
月
15
日
）
、
田
中
日
佐
夫「
近
代
美
術
史
の
発
掘
3 

落
合
朗
風
に
つ
い
て
」（
『
三

彩
』3
4
8
号
、
昭
和
51
年
8
月
）
、
『
落
合
朗
風 

魂
の
叫
び
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、

平
成
4
年
7
月
25
日
）、
『
落
合
朗
風
生
誕
百
年
展
』（
平
田
市
立
旧
本
陣
記
念
館
図
録
刊

行
会
、平
成
7
年
11
月
）
、
五
味
俊
晶
『
落
合
朗
風
』（
求
龍
堂
、
令
和
6
年
9
月
20
日
）
。

2 .

落
合
朗
風
没
後
に
お
け
る
、
彼
を
中
心
と
し
た
特
別
企
画
展
は
管
見
の
限
り
以
下
の
通
り
。

・「
落
合
朗
風
遺
作
展
覧
会
」
昭
和
14
（
1
9
3
9
）
年
4
月
、
東
京
府
美
術
館

・「
故
落
合
朗
風
画
伯
遺
作
展
」
昭
和
31
（
1
9
5
6
）
年
10
月
、
松
江
市
公
会
堂

・「
異
色
作
家
シ
リ
ー
ズ 

落
合
朗
風
展
」
昭
和
34
（
1
9
5
9
）
年
2
月
、
渋
谷
東
横
7
階

・「
落
合
朗
風
遺
作
展
」
昭
和
44
（
1
9
6
9
）
年
5
月
、
島
根
県
立
博
物
館

・「
落
合
朗
風
展
」
平
成
4
（
1
9
9
2
）
年
3
月
、
平
田
市
立
旧
本
陣
記
念
館

・「
落
合
朗
風
生
誕
百
年
展
」
平
成
7
（
1
9
9
5
）
年
11
月
、
平
田
市
立
旧
本
陣
記
念
館

・「
落
合
朗
風
展 

明
朗
美
術
連
盟
と
目
指
し
た
世
界
」
令
和
6
（
2
0
2
4
）
年
9
月
、
島

　
根
県
立
美
術
館

・「
朗
風
と
大
雲
展
」
令
和
6
（
2
0
2
4
）
年
9
月
、
平
田
本
陣
記
念
館

現
存
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
出
品
目
録
を
確
認
す
る
限
り
、
《
落
合
常
一
翁
絵
巻
》
を
初
め
て
展

示
し
た
の
は
、昭
和
44
年
の
「
落
合
朗
風
遺
作
展
」と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
「
落
合
朗
風
遺
作

展
」の
出
品
目
録
で
は
「
絵
巻
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

3 .

『
落
合
朗
風 

魂
の
叫
び
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
平
成
4
年
7
月
25
日
）
所
収
。
た
だ
、

大
岡
信
は
作
品
現
物
を
実
見
し
た
訳
で
は
な
く
、
当
時
の
平
田
市
立
旧
本
陣
記
念
館
よ
り

提
供
さ
れ
た
画
像
資
料
を
用
い
て
本
文
を
記
し
て
い
る
。

4 .

五
味
俊
晶
「
落
合
朗
風
研
究 

明
朗
美
術
連
盟
設
立
と
そ
の
出
品
作
品
に
つ
い
て
」

（
『
島
根
県
立
美
術
館
研
究
紀
要
』
第
4
号
、
令
和
5
年
3
月
31
日
）参
照
。

5 .

朗
風
の
表
具
は
、
親
交
の
あ
っ
た
京
都
の
高
瀬
新
篁
堂
が
手
掛
け
る
場
合
が
多
い
。
た

お  

む
ら  

た
い 

う
ん

こ
う 

の    

や

だ
、
そ
の
際
は
新
篁
堂
特
注
の
整
理
紙
が
外
箱
に
貼
ら
れ
る
た
め
、
本
作
は
別
の
表
具
師
が

手
掛
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

6 .

勝
部
大
逸
が
記
し
た
日
記
は
、
大
正
時
代
の
も
の
で
は
な
い
も
の
の
、
昭
和
6

（
1
9
3
1
）
年
に
記
さ
れ
た
一
冊
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
（
個
人
蔵
）
。

7 .

俳
句
と
朗
風
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、『
落
合
朗
風
』（
求
龍
堂
、
69
頁
）
参
照
。

8 .

落
合
草
風
に
つ
い
て
は
、
『
落
合
草
風
遺
作
集
』（
落
合
武
久
、
平
成
14
年
12
月
16
日
）

参
照
。

9 .

落
合
黎
明
時
代
に
朗
風
や
明
朗
美
術
連
盟
職
員
と
交
わ
し
た
書
簡
を
当
館
が
所
蔵
し
て

い
る
。

10  .

『
落
合
朗
風
遺
作
目
録
』
に
つ
い
て
は
、
五
味
俊
晶
『
落
合
朗
風
』（
求
龍
堂
、1
7
4

頁
）
参
照
。

11 .

「
落
合
朗
風
遺
作
頒
布
会
」
と
扉
に
記
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
現
存
（
個
人
蔵
）
し
て

い
る
。
頒
布
さ
れ
た
作
品
と
ス
ケ
ッ
チ
が
列
記
さ
れ
、
明
朗
美
術
創
立
記
念
試
作
展
に
出
品

さ
れ
た
《
半
裸
》（
現
足
立
美
術
館
蔵
）
や
《
茶
郷
二
題
》（
現
当
館
蔵
）
も
こ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
売
り
に
だ
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
売
値
は
《
半
裸
》が

5
0
0
円
、
《
茶
郷
二
題
》
が
2
0
0
0
円
で
あ
っ
た
。

（
島
根
県
立
美
術
館　

主
任
学
芸
員
）
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四
．《
落
合
常
一
翁
絵
巻
》
註
釈

　

本
章
で
は
、
前
章
で
翻
刻
し
た
《
落
合
常
一
翁
絵
巻
》
に
つ
い
て
註
釈
を
加
え
る
。

　

前
章
の
凡
例
で
記
し
た
よ
う
に
、
各
項
の
先
頭
に
記
し
た
数
字
は
、前
章
【
】
内

の
数
字
に
対
応
し
て
い
る
。

1.

常
一
翁
像

　

父
親
の
姿
を
、
朗
風
は
《
父
の
肖
像
》（
当
館
蔵
）
に
お
い
て
も
描
い
て
い

る
。
同
作
は
紙
本
墨
画
の
一
幅
で
あ
り
、
落
款
と
し
て
「
大
正
九
年
／
師
走
十
八

日
写
」
、
「
朗
風
子
」（
白
文
長
方
印
）
が
残
る
。
身
体
の
左
側
面
を
写
し
取
っ

た
構
図
や
左
眼
で
画
面
正
面
を
見
つ
め
る
常
一
の
描
写
は
、両
作
の
近
似
性
を
感
じ

さ
せ
る
。
大
正
9
（
1
9
2
0
）
年
の
時
点
で
形
成
さ
れ
た
父
親
像
が
、
本
作
制

作
時
に
も
参
照
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

2.

簸
川
郡
平
田
町
宮
の
丁

　

朗
風
は「
宮
の
丁
」と
記
し
て
い
る
が
、「
宮
ノ
町
」の
こ
と
。現
在
の
島
根
県
出
雲

市
平
田
町
。
宇
美
神
社
付
近
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
朗
風
没
後
に
平
田
町
で
は

大
規
模
な
区
画
整
理
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
詳
細
な
場
所
は
既
に
分
か
ら
な
く

な
っ
て
い
る
。

3.

浅
沼
写
真
店

　

明
治
4
（
1
8
7
1
）
年
、
浅
沼
藤
吉
が
日
本
橋
呉
服
町
に
写
真
材
料
店
と
し

て
開
業
し
た
。
菅
保
男
編
『
浅
沼
商
会
百
年
史
』（
浅
沼
商
会
、
昭
和
46
年
10
月

29
日
、
10
頁
）
参
照
。

4.

現
今
の
中
井
銀
行

　

中
井
銀
行
神
田
支
店
は
、
東
京
市
神
田
区
表
神
保
町
二
番
地
に
「
大
正
元
年
八

月
初
め
て
現
所
に
開
設
」（
桑
原
萍
水
『
神
田
人
物
誌
』
神
田
公
論
社
、
大
正
5

年
12
月
13
日
、
3
0
3
頁
）
し
た
の
で
、常
一
の
煙
草
屋
が
建
っ
て
い
た
の
は
こ
の

場
所
と
考
え
ら
れ
る
。

5.

母
き
く

　

東
京
の
洞
村
源
兵
衛
の
娘
。
ち
な
み
に
、き
く
の
妹
の
て
ふ
（
「
て
い
」
と
表
記

す
る
文
献
も
あ
り
）
は
、
東
京
日
本
橋
蛎
殻
町
に
お
い
て
山
六
商
店
と
い
う
穀
物

の
仲
介
問
屋
を
営
ん
だ
杉
山
魯
九
郎
の
も
と
に
嫁
い
だ
。朗
風
の
追
悼
文
を
杉
山

て
ふ
が
記
す
の
は
、
こ
の
関
係
性
に
よ
る
。
「
杉
山
魯
九
郎
」（
『
昭
和
九
年
版

日
本
人
事
名
鑑
』
上
卷
、
連
合
通
信
社
、
昭
和
8
年
12
月
5
日
、
32
頁
）
参
照
。

6.

煙
草
政
府
専
売
と
な
り
廃
業
す

　

明
治
31
（
1
8
9
8
）
年
に
葉
煙
草
専
売
法
が
、
明
治
37
（
1
9
0
4
）
年
に
煙

草
専
売
法
が
制
定
さ
れ
た
。
き
く
の
死
去
が
専
売
法
制
定
以
後
の
出
来
事
と
し
て

記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
葉
煙
草
専
売
法
が
施
行
さ
れ
た
際
に
店
を
畳
ん
だ
と
考
え

ら
れ
る
。
註
7
も
あ
わ
せ
て
参
照
。

7.

永
逝
す

　

き
く
の
妹
の
杉
山
て
ふ
が
「
故
人
（
註
：
朗
風
）
が
母
親
に
死
別
致
し
ま
し
た
の

は
、
四
歳
の
時
で
御
座
い
ま
し
た
」（
「
幼
年
時
代
を
偲
び
て
」『
落
合
朗
風
追

慕
』
明
朗
美
術
連
盟
、
昭
和
12
年
6
月
2
日
、
1
2
9
頁
）
と
記
録
し
て
い
る
た
め
、

数
え
年
で
計
算
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
き
く
が
亡
く
な
っ
た
の
は
明
治
32
（
1
8
9
9
）

年
と
考
え
ら
れ
る
（
満
年
齢
で
あ
れ
ば
翌
年
）
。

　

な
お
「
三
人
の
幼
児
を
残
し
て
」
と
本
文
に
記
さ
れ
て
い
る
点
を
あ
わ
せ
て

考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
朗
風
は
当
初
三
人
兄
弟
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。大
正
13

（
1
9
2
4
）
年
の
『
絵
日
記
』（
当
館
蔵
）
に
お
い
て
朗
風
は
、「
松
子
」
が
4
月

13
日
に
亡
く
な
り
、16
日
に
は
「
自
分
は
三
人
兄
妹
の
妹
を
つ
い
に
失
っ
た
」
と
記

し
て
い
る
た
め
、
本
作
に
も
名
前
が
登
場
す
る
兄
の
忠
三
郎
の
他
に
「
松
子
」
と

い
う
妹
が
い
た
と
推
測
で
き
る
。
枝
野
茂
「
落
合
朗
風
そ
の
一
」（
『
美
術
グ
ラ

フ
』
第
18
巻
第
7
号
、昭
和
44
年
8
月
15
日
、
24
頁
）
が
「
（
註
：
朗
風
は
）
常
一・

き
く
の
三
男
と
し
て（
中
略
）
生
れ
て
」
と
記
し
て
以
降
、
そ
の
記
述
が
踏
襲
さ
れ

て
き
た
も
の
の
、
三
人
兄
弟
の
次
男
と
い
う
表
記
が
正
確
で
あ
ろ
う
。

8.

西
ヶ
原
獣
疫
調
査
所

　

現
在
の
東
京
都
北
区
に
あ
っ
た
獣
疫
調
査
所
。
明
治
43
（
1
9
1
0
）
年
3
月
に

農
務
局
獣
疫
調
査
所
と
し
て
設
置
さ
れ
、
大
正
10
（
1
9
2
1
）
年
4
月
に
農
務
省

の
独
立
機
関
化
し
て
い
る
。
牧
江
弘
孝
「
動
物
医
薬
品
検
査
所
（N

VA
L

）
の
こ

れ
か
ら
」（
『
動
薬
検
ニ
ュ
ー
ス
』No.
2
8
4
、
平
成
20
年
10
月
）
参
照
。

9.

五
十
余
才

　

常
一
の
生
年
は
安
政
3
（
1
8
5
6
）
年
な
の
で
、
数
え
年
で
年
齢
を
考
え
た

場
合
、
50
代
は
明
治
38
（
1
9
0
5
）
年
か
ら
大
正
4
（
1
9
1
5
）
年
ま
で
と
な
る
。

註
12
も
あ
わ
せ
て
参
照
。

10 .

本
郷
区
動
阪
町
十
六
番
地

　

現
在
の
東
京
都
文
京
区
千
駄
木
付
近
。な
お
、
『
写
生
帖
断
簡
』（
個
人
蔵
）

の
な
か
に
は
、
「
大
正
五
年
十
月
廿
七
日
／
東
京
市
本
郷
区
動
阪
町
／
十
六
番
地

／
落
合
朗
風
」
と
書
き
残
し
た
も
の
が
現
存
し
て
い
る
。
山
田
天
契
『
日
本
名
画

家
大
鑑
』（
日
本
研
美
会
、
大
正
10
年
7
月
30
日
、
75
頁
）
に
も
、
朗
風
の
住
所

は「
東
京
市
本
郷
区
動
坂
一
六
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
大
正
5
年
か
ら
10
年

頃
ま
で
は
父
親
と
同
居
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

11 .

田
端

　

大
正
14
（
1
9
2
5
）
年
5
月
28
日
に
朗
風
が
常
一
と
忠
三
郎
へ
送
っ
た
葉
書

（
当
館
蔵
）
は
、送
付
先
が
「
東
京
市
外
滝
の
川
町
字
田
端
5
4
8
」
と
な
っ
て
い

る
。
現
段
階
の
調
査
で
は
、
田
端
の
住
所
の
記
載
が
残
る
最
も
古
い
書
簡
で
あ

り
、
父
が
兄
と
同
居
し
て
い
た
こ
と
も
分
か
る
。

12 .

七
拾
一
才

　

常
一
の
生
年
は
安
政
3
（
1
8
5
6
）
年
で
あ
り
、
亡
く
な
っ
た
大
正
15
（
1
9
2
6
）

年
時
点
で
71
歳
と
い
う
こ
と
は
、
数
え
年
表
記
を
本
作
で
は
用
い
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。

13 .

三
田
教
会

　

三
田
教
会
（
三
田
美
以
教
会
）
は
、慶
應
義
塾
の
近
く
に
明
治
19
（
1
8
8
6
）
年

18 .

故
父
筆
蹟

　

常
一
の
手
紙
の
大
き
さ
は
、
1
3.
5×

6.
5
㎝
。

19 .

田
端
町
五
四
八

　

現
在
の
東
京
都
北
区
田
端
町
。
註
11
参
照
。現
在
の
田
端
駅
近
く
に
位
置
す
る
与

楽
寺
に
お
い
て
、
朗
風
は
「
落
合
朗
風
作
品
会
」（
実
施
年
未
詳
1
月
23
日
、個
人

蔵
葉
書
）
を
開
催
し
て
い
る
。
与
楽
寺
近
隣
の
東
覚
寺
が
《
涅
槃
》（
昭
和
7

年
）
を
所
蔵
し
て
い
る
の
も
、
田
端
町
近
辺
に
常
一
の
古
く
か
ら
の
知
り
合
い
が

住
み
、
子
供
で
あ
る
朗
風
の
活
動
を
支
援
す
る
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
た
た
め
と
考

え
ら
れ
る
。
な
お
、
大
正
14
年
11
月
1
日
に
朗
風
が
常
一
へ
送
付
し
た
葉
書
（
個
人

蔵
）
に
は
、
「
滝
の
川
町
長
さ
ん
の
絵
、近
く
描
い
て
送
り
ま
す
か
ら
よ
ろ
し
く
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
父
親
の
依
頼
の
も
と
、
当
時
京
都
に
住
ん
で
い
た
朗
風
が
田

端
付
近
在
住
者
の
た
め
に
作
品
を
制
作
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
《
涅
槃
》
に

つ
い
て
は
、
五
味
俊
晶
『
落
合
朗
風
』（
求
龍
堂
、
1
1
8
頁
）
参
照
。

20 .

漸
々
引
越

　

京
都
か
ら
東
京
へ
の
引
っ
越
し
に
つ
い
て
は
、 

6
月
20
日
に
常
一
と
信
子
へ
宛
て

た
書
簡
（
当
館
蔵
）
に
関
係
す
る
記
述
が
残
っ
て
い
る
。
送
付
年
は
記
さ
れ
て
い

な
い
も
の
の
、
前
後
の
書
簡
の
関
係
か
ら
大
正
15
年
の
書
簡
と
推
察
で
き
る
。
「
次

に
東
京
へ
引
越
の
事
に
付
色
々
考
へ
ま
し
た
処
／
京
都
で
出
品
画
を
描
い
て
十
月

頃
引
越
す
方
が
よ
い
と
思
ひ
ま
す
の
で
／
何
れ
帰
宅
後
と
く
と
相
談
の
上
に
致
し

度
い
と
考
へ
て
居
り
ま
す
」
。
東
京
へ
の
引
っ
越
し
を
考
え
て
い
た
も
の
の
、
帝

国
美
術
院
展
覧
会
へ
の
出
品
作
品
（
註
50
参
照
）
を
制
作
し
て
い
た
た
め
、
実
現
し

な
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
漸
々
引
越
」
と
記
し
て
い
る
の
は
、
そ

の
た
め
で
あ
ろ
う
。

21 .

今
市
駅

　

現
在
の
J
R
出
雲
市
駅
。
当
時
は
出
雲
今
市
駅
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

22 .

一
畑
鉄
道

　

明
治
44
（
1
9
1
1
）
年
、
出
雲
今
市
か
ら
一
畑
間
の
軽
便
鉄
道
敷
設
免
許
を
受

け
、
翌
年
一
畑
軽
便
鉄
道
株
式
会
社
と
し
て
創
設
。
大
正
3
（
1
9
1
4
）
年
に

は
出
雲
今
市
駅
と
雲
州
平
田
間
を
結
ぶ
運
輸
営
業
を
開
始
し
た
。

23 .

直
江
の
駅

　

現
在
の
同
駅
。
荘
原
駅
と
出
雲
市
駅
（
旧
出
雲
今
市
駅
）
の
間
に
位
置
し
て
い
る
。

24 .

平
田
の
幸
の
屋

　

現
在
の
島
根
県
出
雲
市
平
田
町
に
あ
っ
た
旅
館
の
名
称
（
幸
野
屋
）
。
現
在
は

廃
業
。
落
合
家
だ
け
で
は
な
く
、
平
田
出
身
の
日
本
画
家
・
小
村
大
雲

（
1
8
8
3
〜
1
9
3
8
）
と
も
親
交
が
あ
り
、
朗
風
の
掛
軸
や
大
雲
の
衝
立
な

ど
を
所
蔵
し
て
い
た
（
大
雲
作
品
の
一
部
は
平
田
本
陣
記
念
館
に
現
存
）
。
朗
風

と
大
雲
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
五
味
俊
晶
『
落
合
朗
風
』（
求
龍
堂
、
1
8
0

頁
）
及
び
『
朗
風
と
大
雲
展
図
録
』（
平
田
本
陣
記
念
館
、令
和
6
年
9
月
20
日
）

参
照
。

25 .

故
落
合
常
市
之
墓

　

父
親
の
名
前
表
記
を
こ
こ
で
は
「
常
市
」
と
し
て
い
る
。
手
紙
や
墓
石
な
ど
で

は「
市
」
表
記
を
用
い
て
い
る
た
め
、
こ
ち
ら
の
記
載
が
正
式
な
も
の
か
も
し
れ

な
い
。
た
だ
、
一
章
の
冒
頭
に
お
い
て
も
記
し
た
よ
う
に
、
題
簽
や
共
箱
に
お
い

て「
常
一
」
表
記
を
朗
風
が
採
用
し
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
父
親
の
名
を
「
常

一
」で
統
一
し
た
。

26 .

故
大
田
博
士

　

大
田
博
士
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
妻
で
あ
る
貞
枝
と
と
も
に
未
詳
。

に
創
設
さ
れ
た
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
の
教
会
。昭
和
21
（
1
9
4
6
）
年
、
銀
座
教
会
及

び
青
山
教
会
と
合
同
し
、現
在
に
至
る
。
三
田
教
会
に
つ
い
て
は
、
日
本
基
督
教
団

銀
座
教
会
編『
銀
座
教
会
九
十
年
史
』（
銀
座
教
会
、
昭
和
56
年
2
月
1
日
）参
照
。

14 .

中
川
邦
三
郎

　

中
川
邦
三
郎
は
、
明
治
45
（
1
9
1
2
）
年
か
ら
大
正
3
（
1
9
1
4
）
年
、
及

び
大
正
11
（
1
9
2
2
）
か
ら
昭
和
3
（
1
9
2
8
）
年
ま
で
三
田
教
会
の
牧
師
と

し
て
在
籍
し
て
い
る
。
『
銀
座
教
会
九
十
年
史
』
3
7
0
頁
参
照
。

15 .

市
外
落
合
火
葬
場

　

現
在
の
東
京
都
新
宿
区
上
落
合
に
あ
る
落
合
斎
場
の
こ
と
。
落
合
火
葬
場
の
歴

史
に
つ
い
て
は
、
福
田
ア
ジ
オ
「
都
市
化
と
葬
墓
制
の
変
化
」（
『
新
宿
区
の
民

俗
』（
4
）
落
合
地
区
篇
、
新
宿
区
立
新
宿
歴
史
博
物
館
、
平
成
6
年
3
月
）
を

参
照
。

16 .

島
根
県
平
田
町
本
妙
寺

　

現
在
の
島
根
県
出
雲
市
平
田
町
に
現
存
し
て
い
る
日
蓮
宗
寺
院
。
本
妙
寺
に
残

る
と
伝
わ
っ
て
い
る
落
合
家
の
墓
石
は
、
筆
者
の
調
査
に
よ
る
限
り
で
は
現
在
所

在
不
明
。

17 .

青
山
墓
地

　

青
山
霊
園
に
は
常
一
だ
け
で
は
な
く
朗
風
の
墓
石
も
後
年
建
て
ら
れ
た
が
、落
合

家
の
墓
石
は
無
縁
墓
地
と
し
て
既
に
処
理
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
「
美
術
界
だ

よ
り 

故
落
合
朗
風
一
周
忌
」（
『
白
日
』
第
12
巻
第
3
号
、
昭
和
13
年
5
月
15
日
）

参
照
。
後
年
で
は
結
城
素
明
『
芸
文
家
墓
所
誌―

東
京
美
術
家
墓
所
誌
続
篇
』

（
学
風
書
院
、
昭
和
28
年
8
月
1
日
、
2
1
8
頁
）
が
青
山
霊
園
に
朗
風
の
墓
所
が

あ
っ
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

27 .

落
風
さ
ん
の
展
覧
会

　

大
正
13（
1
9
2
4
）
年
10
月
23
日
よ
り
、
大
阪
三
越
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
落

合
朗
風
の
個
展
。
「
落
合
朗
風
氏
は
作
品
三
十
一
点
を
去
月
二
十
三
日
か
ら
二
十

七
日
ま
で
大
阪
三
越
に
於
て
個
人
展
覧
会
を
開
く
」（
「
画
家
消
息
」『
帝
国
絵

画
新
報
』
第
13
巻
第
12
号
、
大
正
13
年
12
月
1
日
）
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

28 .

落
合
藤
助

　

落
合
常
一
の
父
親
を
指
し
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

29 .

滝
の
川
町
聖
学
院

　

明
治
37
（
1
9
0
4
）
年
、
現
在
の
東
京
都
北
区
に
設
置
さ
れ
た
教
会
。
現
在
の

滝
野
川
教
会
の
前
身
。
創
設
時
の
正
式
名
称
は
聖
学
院
神
学
校
内
滝
野
川
基
督
教

会
。
秋
山
操
『
滝
野
川
教
会
七
五
年
史
』（
滝
野
川
教
会
、昭
和
54
年
11
月
25
日
）

参
照
。

30 .

三
田
教
会
吉
岡
牧
師

　

吉
岡
誠
明
は
、
大
正
3
（
1
9
1
4
）
年
か
ら
同
10
（
1
9
2
1
）
年
ま
で
三
田

教
会
の
牧
師
を
務
め
た
。
『
銀
座
教
会
九
十
年
史
』
3
7
0
頁
参
照
。

31 .

浅
賀
町
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
会

　
「
本
郷
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
会 

東
京
市
本
郷
区
浅
賀
町
動
坂
通
り 

清
水
良
太
郎
」

（
『
大
正
八
年
基
督
教
年
鑑
』（
日
本
基
督
教
会
同
盟
、
大
正
9
年
5
月
22
日
、

1
9
6
頁
）と
あ
る
た
め
、
現
在
の
東
京
都
文
京
区
に
あ
っ
た
教
会
を
示
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
註
45
の
土
岐
孝
太
郎
は
本
郷
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
会
に
て

大
正
7
（
1
9
1
8
）
年
に
洗
礼
を
受
け
た
。
粕
谷
常
吉
『
房
州
に
光
を
掲
げ
た

人
々
』（
日
本
聖
公
会
出
版
事
業
部
、
昭
和
48
年
7
月
15
日
、
2
1
8
頁
）
参
照
。

32 .

落
合
忠
三
郎

　

落
合
朗
風
の
兄
。

39 .

中
嶋
と
よ

　

メ
ソ
ジ
ス
ト
派
の
弘
前
教
会
に
お
い
て
、
明
治
30
（
1
8
9
7
）
年
か
ら
同
43

（
1
9
1
0
）
年
ま
で
婦
人
伝
道
師
を
務
め
た
人
物
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
飯
久

保
貞
治
も
弘
前
教
会
の
牧
師
を
明
治
33
（
1
9
0
0
）
年
か
ら
3
年
間
務
め
て
い
る

た
め
、
落
合
家
と
の
人
間
関
係
の
面
で
も
矛
盾
は
な
い
。
「
弘
前
教
会
一
覧
表
」

（
『
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
弘
前
教
会
五
十
年
記
念
史
』
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
弘
前
教

会
、
大
正
14
年
10
月
4
日
）
参
照
。

40 .

石
井
鉄
五
郎

　

現
在
の
千
葉
県
流
山
市
に
お
い
て
、
明
治
35
（
1
9
0
2
）
年
に
パ
ン
と
お
菓
子

の
店
・
清
水
屋
を
創
業
し
た
石
井
鉄
五
郎
で
あ
ろ
う
か
。
石
井
鉄
五
郎
は
、
フ
ラ
ン

ス
人
の
宣
教
師
・
ヴ
ィ
グ
ル
ー
ス
な
ど
の
影
響
で
受
洗
し
た
が
、
落
合
家
と
ど
の
よ

う
に
出
会
い
、
ど
の
よ
う
な
関
係
性
で
あ
っ
た
か
は
未
詳
。
「
最
盛
期
の
千
葉
県

巡
回
伝
道
」（
『
聖
母
と
共
に
』
カ
ト
リ
ッ
ク
西
千
葉
教
会
、昭
和
58
年
11
月
23
日
）

参
照
。

41 .

寺
内
用
助

　

メ
ソ
ジ
ス
ト
派
の
山
梨
県
伝
道
師
と
し
て
名
前
が
『
大
正
七
年
基
督
教
年
鑑
』

（
日
本
基
督
教
会
同
盟
、
大
正
8
年
1
月
31
日
、
2
4
4
頁
）
な
ど
に
記
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
同
一
人
物
か
は
未
詳
。

42 .

加
藤
光
澄

　
「
獣
疫
調
査
所
に
於
て
は
三
月
六
日
午
後
四
時
第
四
十
九
回
例
会
を
開
き
加
藤

光
澄
君
の
本
邦
雑
誌
中
重
要
記
事
の
紹
介
」（
『
中
央
獣
医
会
雑
誌
』
第
25
輯
巻
之

3
、
中
央
獣
医
会
、
明
治
45
年
3
月
28
日
、
1
0
5
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、

西
ヶ
原
獣
疫
調
査
所
に
常
一
が
勤
務
し
て
い
た
際
の
関
係
で
あ
ろ
う
か
。

43 .

西
尾
寿
太
郎

　
「
平
田
の
一
式
飾
」（
『
出
雲
新
風
土
記
』
第
二
輯
行
事
の
巻
、
昭
和
14
年
12
月
、

1
0
2
頁
）
に
お
い
て
、
「
今
日
に
至
る
迄
の
一
式
飾
の
名
手
を
列
挙
す
れ
ば
、
木

佐
宇
太
郎
（
表
具
師
）
千
把
定
造
（
装
飾
屋
）
三
村
啓
太
郎
（
鋳
掛
屋
）
西
尾
寿

太
郎
（
小
間
物
屋
）
等
で
木
佐
は
数
年
前
に
六
十
余
歳
で
没
し
た
が
他
は
皆
現
存

し
て
ゐ
る
」
と
西
尾
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
平
田
町
時
代
の
知
り
合
い
と
考

え
る
の
が
適
切
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

44 .

和
田
ち
か

　

久
邇
宮
家
の
天
井
画
を
朗
風
が
制
作
し
た
際
の
絵
葉
書
に
、
「
進
呈
／
和
田
ち

か
殿
／
昭
和
三
年
拾
月　

落
合
朗
風
／
朗
風
子
（
白
文
長
方
印
）
」
と
朗
風
自
ら

記
し
た
も
の
が
現
存
（
個
人
蔵
）
し
て
い
る
。
常
一
だ
け
で
は
な
く
、
朗
風
と
も

親
交
の
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
「
和
田
ち
か
」
が
ど
う
い
っ

た
人
物
で
あ
っ
た
か
は
未
詳
。

45 .

土
岐
孝
太
郎

　

明
治
5
（
1
8
7
2
）
年
8
月
10
日
、
千
葉
県
生
ま
れ
。
中
央
大
学
を
卒
業
後
、

『
中
央
新
聞
』
、
『
朝
日
新
聞
』
に
お
い
て
記
者
と
し
て
活
躍
し
た
。
そ
の
後
、

33 .

平
治
郎

　

落
合
朗
風
の
本
名
。
た
だ
兄
が
「
平
次
郎
」
と
記
す
場
合
も
あ
り
、
「
治
」
と

「
次
」
の
ど
ち
ら
が
正
式
な
表
記
な
の
か
未
だ
明
ら
か
に
で
き
て
い
な
い
。
落
合

忠
三
郞
「
少
年
時
代
の
思
出
」（
『
落
合
朗
風
追
慕
』
明
朗
美
術
連
盟
、
昭
和
12
年

6
月
2
日
、
1
3
3
頁
）
及
び
「
画
歴
」（
『
落
合
朗
風
遺
作
集
』
芸
艸
堂
、昭

和
14
年
4
月
23
日
）
参
照
。

34 .

飯
久
保
貞
治

　

三
田
教
会
の
牧
師
を
明
治
36
（
1
9
0
3
）
年
か
ら
か
ら
同
41
（
1
9
0
8
）
年

ま
で
務
め
た
。
『
銀
座
教
会
九
十
年
史
』
3
6
9
頁
参
照
。

35 .

松
崎
精
一
郎

　

松
崎
精
一
郎
は
『
玉
の
声
』
永
世
号
（
霊
廻
舎
、
大
正
3
年
1
月
27
日
）
を
発
行

し
た
人
物
で
あ
ろ
う
か
。
松
崎
は
東
京
の
瀧
野
川
町
上
田
端
九
十
七
番
地
に
住
ん

で
い
た
た
め
、
落
合
家
と
も
近
隣
と
な
る
。
同
書
22
頁
に
「
松
崎
が
訪
問
伝
導
を
為

す
軒
数
は
毎
月
三
四
百
の
多
き
に
至
れ
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
キ
リ
ス
ト

教
関
係
者
と
し
て
出
会
っ
た
人
物
と
思
わ
れ
る
。
な
お
註
7
に
記
し
た
松
子
の
葬

儀
の
際
、
同
一
人
物
か
は
分
か
ら
な
い
も
の
の
、
「
松
崎
牧
師
」
が
告
別
式
の
司

会
を
務
め
た
こ
と
が
『
絵
日
記
』（
当
館
蔵
）
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。

36 .

吉
岡
誠
明

　

註
30
を
参
照
。

37 .

杉
山
魯
九
郎

　

註
5
を
参
照
。「
杉
山
蝶
」に
つ
い
て
も
同
註
参
照
。

38 .

中
川
邦
三
郎

　

註
14
を
参
照
。

『
国
民
新
聞
』
の
経
済
部
に
移
り
、
同
紙
の
論
説
委
員
と
な
っ
た
。
同
社
退
職

後
、
『
読
売
新
聞
』
に
お
い
て
も
論
説
委
員
を
務
め
た
。
本
郷
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
会

に
お
い
て
洗
礼
を
受
け
た
と
い
う
（
『
房
州
に
光
を
掲
げ
た
人
々
』
2
1
8
頁
）
。

註
31
で
も
記
し
た
通
り
、
落
合
家
は
本
郷
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
会
に
通
っ
て
い
た
時
期
も

あ
る
た
め
、
そ
の
関
係
で
出
会
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

46 .

松
本
芝
巖（
1
8
6
5
〜
1
9
3
0
）

　

慶
応
元
年
4
月
15
日
、
当
時
の
平
田
町
本
町
に
生
ま
れ
る
。
名
は
薫
、
字
は
子

清
、
通
称
は
喜
次
郎
。
塩
田
銕
香
に
学
び
、
花
鳥
画
や
山
水
画
を
得
意
と
し
た
と

伝
わ
る
。
明
治
23
（
1
8
9
0
）
年
の
第
3
回
内
国
勧
業
博
覧
会
へ
は
「
花
鳥
」
を

出
品
し
て
い
る
。
出
雲
市
平
田
町
の
法
恩
寺
が
菩
提
寺
。

47 .

柳
沢
小
松

　

落
合
朗
風
が
大
正
10
（
1
9
2
1
）
年
の
日
本
美
術
院
試
作
展
に
出
品
し
た
《
豊

玉
姫
﹇
海
姫
﹈
》（
二
曲
一
隻
屏
風
、
当
館
蔵
）
の
旧
蔵
者
。
『
落
合
朗
風
遺
作

集
』参
照
。
な
お
、
関
東
大
震
災
で
被
災
し
た
三
田
教
会
の
修
理
費
用
を
負
担
し

た
信
徒
の
な
か
に
、
柳
沢
小
松
の
名
前
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
三
田
教
会

の
隣
で
医
院
を
経
営
し
て
い
た
と
い
う
。
三
田
教
会
に
お
い
て
落
合
家
と
出
会

い
、
若
き
朗
風
の
作
品
も
購
入
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
銀
座
教
会
九
十
年
史
』
3
7
6
頁
参
照
。

48 .

角 

定
市

　

明
治
22
（
1
8
8
9
）
年
9
月
8
日
に
生
ま
れ
、
島
根
県
平
田
市
平
田
町
九
三
三
に

住
ん
で
い
た
と
の
記
載
が
『
褒
章
受
有
者
名
鑑
』（
褒
章
受
有
者
名
鑑
刊
行
会
、
昭

和
32
年
11
月
20
日
、
3
0
5
頁
）
に
あ
る
。
落
合
朗
風
が
表
紙
を
担
当
し
た
『
平
田

の
し
を
り
』（
來
間
泰
三
郎
、
大
正
11
年
10
月
1
日
、48
頁
）
に
も
在
郷
軍
人
分
会

の
理
事
に
歩
兵
上
等
兵
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
。

52 .

房
州
の
海

　

朗
風
の
妻
の
信
子
は
千
葉
県
安
房
郡
千
倉
町
（
現
南
房
総
市
）
に
生
ま
れ
た
。

妻
の
実
家
を
訪
れ
る
機
会
も
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
《
外
房
風
景
﹇
海
辺
餘

光
﹈
》（
大
正
14
年
頃
、
平
田
本
陣
記
念
館
蔵
）
な
ど
房
総
半
島
の
景
観
に
着
想
を

得
た
作
品
を
朗
風
は
制
作
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
取
材
旅
行
に
あ
わ
せ
て
、
父
親

の
常
一
も
一
緒
に
千
葉
の
海
を
訪
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
妻
の
信
子

の
家
系
に
つ
い
て
は
詳
細
を
明
ら
か
に
で
き
て
い
な
い
が
、
『
大
衆
人
事
録
』

（
帝
国
秘
密
探
偵
社
、
昭
和
10
年
12
月
15
日
）
の
落
合
朗
風
の
項
目
に
は
「
妻
信

子（
明
二
九
）
千
葉
県
和
田
源
造
姉
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　  

お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
詳
細
に
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
《
落
合
常
一
翁
絵
巻
》
に
つ
い
て
、

本
稿
で
は
註
釈
を
付
し
つ
つ
、
そ
の
制
作
経
緯
や
伝
来
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え

た
。
以
上
の
内
容
を
ふ
ま
え
、
今
後
の
朗
風
研
究
に
資
す
る
観
点
と
し
て
次
の
三

点
を
指
摘
し
た
い
。

　

一
つ
は
、
落
合
家
と
キ
リ
ス
ト
教
の
関
係
性
で
あ
る
。
落
合
朗
風
が
キ
リ
ス
ト
教

徒
で
あ
っ
た
こ
と
は
先
行
研
究
の
な
か
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
常
一
が
三
田

教
会
の
歴
代
の
牧
師
と
密
接
な
関
係
性
を
築
い
て
い
た
こ
と
（
註
釈
13
な
ど
参
照
）は

今
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
大
正
8
（
1
9
1
9
）
年
の
再
興
第
6
回
日
本
美

術
院
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
《
エ
バ
》（
山
種
美
術
館
蔵
）
や
大
正
10
（
1
9
2
1
）

年
に
制
作
さ
れ
た
《
キ
リ
ス
ト
誕
生
》（
個
人
蔵
）
と
い
っ
た
作
品
群
が
、
父
親

の
篤
い
信
仰
心
の
影
響
下
で
誕
生
し
た
可
能
性
は
極
め
て
高
い
。
朗
風
の
宗
教
観

形
成
を
検
討
す
る
う
え
で
、
本
作
は
重
要
な
資
料
的
意
義
を
有
し
て
い
る
。

　

二
つ
目
は
、
朗
風
と
東
京
都
田
端
付
近
を
結
び
つ
け
る
役
割
と
し
て
の
常
一
の

存
在
で
あ
る
。
田
端
と
朗
風
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
『
落
合
朗
風
』（
求
龍
堂
）

に
お
け
る
《
涅
槃
》（
東
覚
寺
蔵
）
作
品
解
説
の
な
か
で
若
干
触
れ
た
も
の
の
、
そ

れ
を
裏
付
け
る
資
料
な
ど
は
見
つ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
た
だ
本
稿
で
の
註
釈
を

行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
常
一
が
朗
風
作
品
の
受
容
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い

た
実
態
を
、
本
作
の
記
述
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
（
註
釈
11
及
び
19
参

照
）
。
東
京
に
お
け
る
今
後
の
調
査
範
囲
を
検
討
す
る
う
え
で
、
本
作
は
貴
重
な

情
報
を
含
ん
で
い
る
。

　

最
後
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
落
合
家
と
島
根
県
（
特
に
平
田
町
）
の
関
わ
り
で

あ
る
。
常
一
が
若
い
頃
に
上
京
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
平
田
町
住
人
と
落
合
家
の

関
係
性
は
こ
れ
ま
で
明
確
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
本
作
に
は
平
田
町
関
係
者
の

名
前
が
数
名
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
画
家
で
あ
る
松
本
芝
巖
の
名
が
記
さ
れ

て
い
る
一
方
（
註
釈
46
参
照
）
、
大
正
4
（
1
9
1
5
）
年
頃
に
朗
風
が
画
法
を
学

ん
だ
小
村
大
雲
の
名
前
を
本
作
の
な
か
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
点
は
興
味
深

い
。
先
行
研
究
で
は
縁
故
関
係
を
理
由
に
朗
風
と
大
雲
を
紐
づ
け
て
い
た
が
、
少

な
く
と
も
常
一
と
大
雲
及
び
小
村
家
の
間
に
密
接
な
関
係
性
が
あ
っ
た
と
は
考
え

に
く
い
。
平
田
町
に
お
け
る
落
合
家
と
住
人
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、今
後
慎
重
な

再
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
《
落
合
常
一
翁
絵
巻
》
に
内
包
さ
れ
た
情
報
を
精
査
す
る
こ
と

は
、
落
合
朗
風
研
究
の
基
礎
的
枠
組
み
を
構
築
す
る
う
え
で
有
効
で
あ
る
。
現
時

点
で
は
詳
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
人
物
名
も
残
っ
て
い
る
が
、
朗
風
の
関
係
資
料

が
今
後
発
見
さ
れ
る
こ
と
で
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
部
分
も
多
い
に
違
い
な
い
。
ま

た
《
落
合
常
一
翁
絵
巻
》
は
、
朗
風
の
軽
妙
な
画
風
が
誕
生
す
る
ひ
と
つ
の
転
換

点
と
な
っ
た
作
品
で
も
あ
る
。
本
文
で
も
言
及
し
た
『
絵
日
記
』
な
ど
を
含
め
て
、

49 .

伊
豆
の
土
肥

　

大
正
9
（
1
9
2
0
）
年
の
2
月
に
開
催
さ
れ
た
日
本
美
術
院
第
六
回
試
作
展

へ
、
朗
風
は
《
伊
豆
（
僧
院
・
海
岸
）
》（
現
在
所
在
不
明
）
を
出
陳
し
て
い
る
。

作
品
制
作
の
た
め
に
伊
豆
を
訪
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
こ
の
時
期
の
こ
と
か

も
し
れ
な
い
が
、
確
証
は
な
い
。
な
お
、
静
岡
県
田
方
郡
土
肥
村
を
朗
風
が
訪
れ

た
記
録
は
昭
和
9
（
1
9
3
4
）
年
頃
の
も
の
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

の
、
大
正
時
代
に
訪
問
し
た
記
録
に
つ
い
て
は
未
だ
明
ら
か
に
で
き
て
い
な
い
。

50 .

洛
外
風
趣
の
作

　

大
正
15
（
1
9
2
6
）
年
の
第
7
回
帝
国
美
術
院
展
覧
会
に
入
選
し
た
作
品
（
足

立
美
術
館
蔵
）
。
京
都
の
風
景
を
四
面
で
表
現
し
た
作
品
で
あ
り
、
常
一
の
眺
め

る
作
品
と
し
て
挿
図
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
洛
北
と
洛
西
を
描
い
た
右
二
面
。

詳
細
は
、『
落
合
朗
風
』（
求
龍
堂
）
の
同
題
作
解
説
（
58
頁
）
参
照
。

51 .

順
天
堂

　

本
郷
区
御
茶
の
水
（
現
東
京
都
文
京
区
本
郷
）
に
あ
る
医
院
。

朗
風
の
多
様
な
画
風
変
遷
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
の
か
今
後
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
整
理
し
た
落
合
家
の
家
族
関
係
、
宗
教
的
背
景
、
そ

し
て
交
友
関
係
を
踏
ま
え
、
次
号
以
降
で
は
個
別
作
品
の
分
析
を
通
じ
て
朗
風
の

制
作
意
識
を
具
体
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

註1 .

大
正
時
代
の
落
合
朗
風
に
関
し
て
検
討
を
加
え
た
先
行
研
究
と
し
て
は
以
下
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
枝
野
茂
「
落
合
朗
風
・
そ
の
一
」（
『
美
術
グ
ラ
フ
』
第
18
巻
第
7
号
、
昭

和
44
年
8
月
15
日
）
、
田
中
日
佐
夫「
近
代
美
術
史
の
発
掘
3 

落
合
朗
風
に
つ
い
て
」（
『
三

彩
』3
4
8
号
、
昭
和
51
年
8
月
）
、
『
落
合
朗
風 

魂
の
叫
び
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、

平
成
4
年
7
月
25
日
）、
『
落
合
朗
風
生
誕
百
年
展
』（
平
田
市
立
旧
本
陣
記
念
館
図
録
刊

行
会
、平
成
7
年
11
月
）
、
五
味
俊
晶
『
落
合
朗
風
』（
求
龍
堂
、
令
和
6
年
9
月
20
日
）
。

2 .

落
合
朗
風
没
後
に
お
け
る
、
彼
を
中
心
と
し
た
特
別
企
画
展
は
管
見
の
限
り
以
下
の
通
り
。

・「
落
合
朗
風
遺
作
展
覧
会
」
昭
和
14
（
1
9
3
9
）
年
4
月
、
東
京
府
美
術
館

・「
故
落
合
朗
風
画
伯
遺
作
展
」
昭
和
31
（
1
9
5
6
）
年
10
月
、
松
江
市
公
会
堂

・「
異
色
作
家
シ
リ
ー
ズ 

落
合
朗
風
展
」
昭
和
34
（
1
9
5
9
）
年
2
月
、
渋
谷
東
横
7
階

・「
落
合
朗
風
遺
作
展
」
昭
和
44
（
1
9
6
9
）
年
5
月
、
島
根
県
立
博
物
館

・「
落
合
朗
風
展
」
平
成
4
（
1
9
9
2
）
年
3
月
、
平
田
市
立
旧
本
陣
記
念
館

・「
落
合
朗
風
生
誕
百
年
展
」
平
成
7
（
1
9
9
5
）
年
11
月
、
平
田
市
立
旧
本
陣
記
念
館

・「
落
合
朗
風
展 

明
朗
美
術
連
盟
と
目
指
し
た
世
界
」
令
和
6
（
2
0
2
4
）
年
9
月
、
島

　
根
県
立
美
術
館

・「
朗
風
と
大
雲
展
」
令
和
6
（
2
0
2
4
）
年
9
月
、
平
田
本
陣
記
念
館

現
存
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
出
品
目
録
を
確
認
す
る
限
り
、
《
落
合
常
一
翁
絵
巻
》
を
初
め
て
展

示
し
た
の
は
、昭
和
44
年
の
「
落
合
朗
風
遺
作
展
」と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
「
落
合
朗
風
遺
作

展
」の
出
品
目
録
で
は
「
絵
巻
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

3 .

『
落
合
朗
風 

魂
の
叫
び
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
平
成
4
年
7
月
25
日
）
所
収
。
た
だ
、

大
岡
信
は
作
品
現
物
を
実
見
し
た
訳
で
は
な
く
、
当
時
の
平
田
市
立
旧
本
陣
記
念
館
よ
り

提
供
さ
れ
た
画
像
資
料
を
用
い
て
本
文
を
記
し
て
い
る
。

4 .

五
味
俊
晶
「
落
合
朗
風
研
究 

明
朗
美
術
連
盟
設
立
と
そ
の
出
品
作
品
に
つ
い
て
」

（
『
島
根
県
立
美
術
館
研
究
紀
要
』
第
4
号
、
令
和
5
年
3
月
31
日
）参
照
。

5 .

朗
風
の
表
具
は
、
親
交
の
あ
っ
た
京
都
の
高
瀬
新
篁
堂
が
手
掛
け
る
場
合
が
多
い
。
た

て
っ
こ
う

し 

が
ん

だ
、
そ
の
際
は
新
篁
堂
特
注
の
整
理
紙
が
外
箱
に
貼
ら
れ
る
た
め
、
本
作
は
別
の
表
具
師
が

手
掛
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

6 .

勝
部
大
逸
が
記
し
た
日
記
は
、
大
正
時
代
の
も
の
で
は
な
い
も
の
の
、
昭
和
6

（
1
9
3
1
）
年
に
記
さ
れ
た
一
冊
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
（
個
人
蔵
）
。

7 .

俳
句
と
朗
風
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、『
落
合
朗
風
』（
求
龍
堂
、
69
頁
）
参
照
。

8 .

落
合
草
風
に
つ
い
て
は
、
『
落
合
草
風
遺
作
集
』（
落
合
武
久
、
平
成
14
年
12
月
16
日
）

参
照
。

9 .

落
合
黎
明
時
代
に
朗
風
や
明
朗
美
術
連
盟
職
員
と
交
わ
し
た
書
簡
を
当
館
が
所
蔵
し
て

い
る
。

10  .

『
落
合
朗
風
遺
作
目
録
』
に
つ
い
て
は
、
五
味
俊
晶
『
落
合
朗
風
』（
求
龍
堂
、1
7
4

頁
）
参
照
。

11 .

「
落
合
朗
風
遺
作
頒
布
会
」
と
扉
に
記
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
現
存
（
個
人
蔵
）
し
て

い
る
。
頒
布
さ
れ
た
作
品
と
ス
ケ
ッ
チ
が
列
記
さ
れ
、
明
朗
美
術
創
立
記
念
試
作
展
に
出
品

さ
れ
た
《
半
裸
》（
現
足
立
美
術
館
蔵
）
や
《
茶
郷
二
題
》（
現
当
館
蔵
）
も
こ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
売
り
に
だ
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
売
値
は
《
半
裸
》が

5
0
0
円
、
《
茶
郷
二
題
》
が
2
0
0
0
円
で
あ
っ
た
。

（
島
根
県
立
美
術
館　

主
任
学
芸
員
）

『
和
田
ち
か
宛
葉
書
』

（
個
人
蔵
）

落
合
朗
風

《
伊
豆（
僧
院
・
海
岸
）》
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四
．《
落
合
常
一
翁
絵
巻
》
註
釈

　

本
章
で
は
、
前
章
で
翻
刻
し
た
《
落
合
常
一
翁
絵
巻
》
に
つ
い
て
註
釈
を
加
え
る
。

　

前
章
の
凡
例
で
記
し
た
よ
う
に
、
各
項
の
先
頭
に
記
し
た
数
字
は
、前
章
【
】
内

の
数
字
に
対
応
し
て
い
る
。

1.

常
一
翁
像

　

父
親
の
姿
を
、
朗
風
は
《
父
の
肖
像
》（
当
館
蔵
）
に
お
い
て
も
描
い
て
い

る
。
同
作
は
紙
本
墨
画
の
一
幅
で
あ
り
、
落
款
と
し
て
「
大
正
九
年
／
師
走
十
八

日
写
」
、
「
朗
風
子
」（
白
文
長
方
印
）
が
残
る
。
身
体
の
左
側
面
を
写
し
取
っ

た
構
図
や
左
眼
で
画
面
正
面
を
見
つ
め
る
常
一
の
描
写
は
、両
作
の
近
似
性
を
感
じ

さ
せ
る
。
大
正
9
（
1
9
2
0
）
年
の
時
点
で
形
成
さ
れ
た
父
親
像
が
、
本
作
制

作
時
に
も
参
照
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

2.

簸
川
郡
平
田
町
宮
の
丁

　

朗
風
は「
宮
の
丁
」と
記
し
て
い
る
が
、「
宮
ノ
町
」の
こ
と
。現
在
の
島
根
県
出
雲

市
平
田
町
。
宇
美
神
社
付
近
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
朗
風
没
後
に
平
田
町
で
は

大
規
模
な
区
画
整
理
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
詳
細
な
場
所
は
既
に
分
か
ら
な
く

な
っ
て
い
る
。

3.

浅
沼
写
真
店

　

明
治
4
（
1
8
7
1
）
年
、
浅
沼
藤
吉
が
日
本
橋
呉
服
町
に
写
真
材
料
店
と
し

て
開
業
し
た
。
菅
保
男
編
『
浅
沼
商
会
百
年
史
』（
浅
沼
商
会
、
昭
和
46
年
10
月

29
日
、
10
頁
）
参
照
。

4.

現
今
の
中
井
銀
行

　

中
井
銀
行
神
田
支
店
は
、
東
京
市
神
田
区
表
神
保
町
二
番
地
に
「
大
正
元
年
八

月
初
め
て
現
所
に
開
設
」（
桑
原
萍
水
『
神
田
人
物
誌
』
神
田
公
論
社
、
大
正
5

年
12
月
13
日
、
3
0
3
頁
）
し
た
の
で
、常
一
の
煙
草
屋
が
建
っ
て
い
た
の
は
こ
の

場
所
と
考
え
ら
れ
る
。

5.

母
き
く

　

東
京
の
洞
村
源
兵
衛
の
娘
。
ち
な
み
に
、き
く
の
妹
の
て
ふ
（
「
て
い
」
と
表
記

す
る
文
献
も
あ
り
）
は
、
東
京
日
本
橋
蛎
殻
町
に
お
い
て
山
六
商
店
と
い
う
穀
物

の
仲
介
問
屋
を
営
ん
だ
杉
山
魯
九
郎
の
も
と
に
嫁
い
だ
。朗
風
の
追
悼
文
を
杉
山

て
ふ
が
記
す
の
は
、
こ
の
関
係
性
に
よ
る
。
「
杉
山
魯
九
郎
」（
『
昭
和
九
年
版

日
本
人
事
名
鑑
』
上
卷
、
連
合
通
信
社
、
昭
和
8
年
12
月
5
日
、
32
頁
）
参
照
。

6.

煙
草
政
府
専
売
と
な
り
廃
業
す

　

明
治
31
（
1
8
9
8
）
年
に
葉
煙
草
専
売
法
が
、
明
治
37
（
1
9
0
4
）
年
に
煙

草
専
売
法
が
制
定
さ
れ
た
。
き
く
の
死
去
が
専
売
法
制
定
以
後
の
出
来
事
と
し
て

記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
葉
煙
草
専
売
法
が
施
行
さ
れ
た
際
に
店
を
畳
ん
だ
と
考
え

ら
れ
る
。
註
7
も
あ
わ
せ
て
参
照
。

7.

永
逝
す

　

き
く
の
妹
の
杉
山
て
ふ
が
「
故
人
（
註
：
朗
風
）
が
母
親
に
死
別
致
し
ま
し
た
の

は
、
四
歳
の
時
で
御
座
い
ま
し
た
」（
「
幼
年
時
代
を
偲
び
て
」『
落
合
朗
風
追

慕
』
明
朗
美
術
連
盟
、
昭
和
12
年
6
月
2
日
、
1
2
9
頁
）
と
記
録
し
て
い
る
た
め
、

数
え
年
で
計
算
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
き
く
が
亡
く
な
っ
た
の
は
明
治
32
（
1
8
9
9
）

年
と
考
え
ら
れ
る
（
満
年
齢
で
あ
れ
ば
翌
年
）
。

　

な
お
「
三
人
の
幼
児
を
残
し
て
」
と
本
文
に
記
さ
れ
て
い
る
点
を
あ
わ
せ
て

考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
朗
風
は
当
初
三
人
兄
弟
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。大
正
13

（
1
9
2
4
）
年
の
『
絵
日
記
』（
当
館
蔵
）
に
お
い
て
朗
風
は
、「
松
子
」
が
4
月

13
日
に
亡
く
な
り
、16
日
に
は
「
自
分
は
三
人
兄
妹
の
妹
を
つ
い
に
失
っ
た
」
と
記

し
て
い
る
た
め
、
本
作
に
も
名
前
が
登
場
す
る
兄
の
忠
三
郎
の
他
に
「
松
子
」
と

い
う
妹
が
い
た
と
推
測
で
き
る
。
枝
野
茂
「
落
合
朗
風
そ
の
一
」（
『
美
術
グ
ラ

フ
』
第
18
巻
第
7
号
、昭
和
44
年
8
月
15
日
、
24
頁
）
が
「
（
註
：
朗
風
は
）
常
一・

き
く
の
三
男
と
し
て（
中
略
）
生
れ
て
」
と
記
し
て
以
降
、
そ
の
記
述
が
踏
襲
さ
れ

て
き
た
も
の
の
、
三
人
兄
弟
の
次
男
と
い
う
表
記
が
正
確
で
あ
ろ
う
。

8.

西
ヶ
原
獣
疫
調
査
所

　

現
在
の
東
京
都
北
区
に
あ
っ
た
獣
疫
調
査
所
。
明
治
43
（
1
9
1
0
）
年
3
月
に

農
務
局
獣
疫
調
査
所
と
し
て
設
置
さ
れ
、
大
正
10
（
1
9
2
1
）
年
4
月
に
農
務
省

の
独
立
機
関
化
し
て
い
る
。
牧
江
弘
孝
「
動
物
医
薬
品
検
査
所
（N

VA
L

）
の
こ

れ
か
ら
」（
『
動
薬
検
ニ
ュ
ー
ス
』No.
2
8
4
、
平
成
20
年
10
月
）
参
照
。

9.

五
十
余
才

　

常
一
の
生
年
は
安
政
3
（
1
8
5
6
）
年
な
の
で
、
数
え
年
で
年
齢
を
考
え
た

場
合
、
50
代
は
明
治
38
（
1
9
0
5
）
年
か
ら
大
正
4
（
1
9
1
5
）
年
ま
で
と
な
る
。

註
12
も
あ
わ
せ
て
参
照
。

10 .

本
郷
区
動
阪
町
十
六
番
地

　

現
在
の
東
京
都
文
京
区
千
駄
木
付
近
。な
お
、
『
写
生
帖
断
簡
』（
個
人
蔵
）

の
な
か
に
は
、
「
大
正
五
年
十
月
廿
七
日
／
東
京
市
本
郷
区
動
阪
町
／
十
六
番
地

／
落
合
朗
風
」
と
書
き
残
し
た
も
の
が
現
存
し
て
い
る
。
山
田
天
契
『
日
本
名
画

家
大
鑑
』（
日
本
研
美
会
、
大
正
10
年
7
月
30
日
、
75
頁
）
に
も
、
朗
風
の
住
所

は「
東
京
市
本
郷
区
動
坂
一
六
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
大
正
5
年
か
ら
10
年

頃
ま
で
は
父
親
と
同
居
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

11 .

田
端

　

大
正
14
（
1
9
2
5
）
年
5
月
28
日
に
朗
風
が
常
一
と
忠
三
郎
へ
送
っ
た
葉
書

（
当
館
蔵
）
は
、送
付
先
が
「
東
京
市
外
滝
の
川
町
字
田
端
5
4
8
」
と
な
っ
て
い

る
。
現
段
階
の
調
査
で
は
、
田
端
の
住
所
の
記
載
が
残
る
最
も
古
い
書
簡
で
あ

り
、
父
が
兄
と
同
居
し
て
い
た
こ
と
も
分
か
る
。

12 .

七
拾
一
才

　

常
一
の
生
年
は
安
政
3
（
1
8
5
6
）
年
で
あ
り
、
亡
く
な
っ
た
大
正
15
（
1
9
2
6
）

年
時
点
で
71
歳
と
い
う
こ
と
は
、
数
え
年
表
記
を
本
作
で
は
用
い
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。

13 .

三
田
教
会

　

三
田
教
会
（
三
田
美
以
教
会
）
は
、慶
應
義
塾
の
近
く
に
明
治
19
（
1
8
8
6
）
年

18 .

故
父
筆
蹟

　

常
一
の
手
紙
の
大
き
さ
は
、
1
3.
5×

6.
5
㎝
。

19 .

田
端
町
五
四
八

　

現
在
の
東
京
都
北
区
田
端
町
。
註
11
参
照
。現
在
の
田
端
駅
近
く
に
位
置
す
る
与

楽
寺
に
お
い
て
、
朗
風
は
「
落
合
朗
風
作
品
会
」（
実
施
年
未
詳
1
月
23
日
、個
人

蔵
葉
書
）
を
開
催
し
て
い
る
。
与
楽
寺
近
隣
の
東
覚
寺
が
《
涅
槃
》（
昭
和
7

年
）
を
所
蔵
し
て
い
る
の
も
、
田
端
町
近
辺
に
常
一
の
古
く
か
ら
の
知
り
合
い
が

住
み
、
子
供
で
あ
る
朗
風
の
活
動
を
支
援
す
る
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
た
た
め
と
考

え
ら
れ
る
。
な
お
、
大
正
14
年
11
月
1
日
に
朗
風
が
常
一
へ
送
付
し
た
葉
書
（
個
人

蔵
）
に
は
、
「
滝
の
川
町
長
さ
ん
の
絵
、近
く
描
い
て
送
り
ま
す
か
ら
よ
ろ
し
く
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
父
親
の
依
頼
の
も
と
、
当
時
京
都
に
住
ん
で
い
た
朗
風
が
田

端
付
近
在
住
者
の
た
め
に
作
品
を
制
作
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
《
涅
槃
》
に

つ
い
て
は
、
五
味
俊
晶
『
落
合
朗
風
』（
求
龍
堂
、
1
1
8
頁
）
参
照
。

20 .

漸
々
引
越

　

京
都
か
ら
東
京
へ
の
引
っ
越
し
に
つ
い
て
は
、 

6
月
20
日
に
常
一
と
信
子
へ
宛
て

た
書
簡
（
当
館
蔵
）
に
関
係
す
る
記
述
が
残
っ
て
い
る
。
送
付
年
は
記
さ
れ
て
い

な
い
も
の
の
、
前
後
の
書
簡
の
関
係
か
ら
大
正
15
年
の
書
簡
と
推
察
で
き
る
。
「
次

に
東
京
へ
引
越
の
事
に
付
色
々
考
へ
ま
し
た
処
／
京
都
で
出
品
画
を
描
い
て
十
月

頃
引
越
す
方
が
よ
い
と
思
ひ
ま
す
の
で
／
何
れ
帰
宅
後
と
く
と
相
談
の
上
に
致
し

度
い
と
考
へ
て
居
り
ま
す
」
。
東
京
へ
の
引
っ
越
し
を
考
え
て
い
た
も
の
の
、
帝

国
美
術
院
展
覧
会
へ
の
出
品
作
品
（
註
50
参
照
）
を
制
作
し
て
い
た
た
め
、
実
現
し

な
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
漸
々
引
越
」
と
記
し
て
い
る
の
は
、
そ

の
た
め
で
あ
ろ
う
。

21 .

今
市
駅

　

現
在
の
J
R
出
雲
市
駅
。
当
時
は
出
雲
今
市
駅
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

22 .

一
畑
鉄
道

　

明
治
44
（
1
9
1
1
）
年
、
出
雲
今
市
か
ら
一
畑
間
の
軽
便
鉄
道
敷
設
免
許
を
受

け
、
翌
年
一
畑
軽
便
鉄
道
株
式
会
社
と
し
て
創
設
。
大
正
3
（
1
9
1
4
）
年
に

は
出
雲
今
市
駅
と
雲
州
平
田
間
を
結
ぶ
運
輸
営
業
を
開
始
し
た
。

23 .

直
江
の
駅

　

現
在
の
同
駅
。
荘
原
駅
と
出
雲
市
駅
（
旧
出
雲
今
市
駅
）
の
間
に
位
置
し
て
い
る
。

24 .

平
田
の
幸
の
屋

　

現
在
の
島
根
県
出
雲
市
平
田
町
に
あ
っ
た
旅
館
の
名
称
（
幸
野
屋
）
。
現
在
は

廃
業
。
落
合
家
だ
け
で
は
な
く
、
平
田
出
身
の
日
本
画
家
・
小
村
大
雲

（
1
8
8
3
〜
1
9
3
8
）
と
も
親
交
が
あ
り
、
朗
風
の
掛
軸
や
大
雲
の
衝
立
な

ど
を
所
蔵
し
て
い
た
（
大
雲
作
品
の
一
部
は
平
田
本
陣
記
念
館
に
現
存
）
。
朗
風

と
大
雲
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
五
味
俊
晶
『
落
合
朗
風
』（
求
龍
堂
、
1
8
0

頁
）
及
び
『
朗
風
と
大
雲
展
図
録
』（
平
田
本
陣
記
念
館
、令
和
6
年
9
月
20
日
）

参
照
。

25 .

故
落
合
常
市
之
墓

　

父
親
の
名
前
表
記
を
こ
こ
で
は
「
常
市
」
と
し
て
い
る
。
手
紙
や
墓
石
な
ど
で

は「
市
」
表
記
を
用
い
て
い
る
た
め
、
こ
ち
ら
の
記
載
が
正
式
な
も
の
か
も
し
れ

な
い
。
た
だ
、
一
章
の
冒
頭
に
お
い
て
も
記
し
た
よ
う
に
、
題
簽
や
共
箱
に
お
い

て「
常
一
」
表
記
を
朗
風
が
採
用
し
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
父
親
の
名
を
「
常

一
」で
統
一
し
た
。

26 .

故
大
田
博
士

　

大
田
博
士
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
妻
で
あ
る
貞
枝
と
と
も
に
未
詳
。

に
創
設
さ
れ
た
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
の
教
会
。昭
和
21
（
1
9
4
6
）
年
、
銀
座
教
会
及

び
青
山
教
会
と
合
同
し
、現
在
に
至
る
。
三
田
教
会
に
つ
い
て
は
、
日
本
基
督
教
団

銀
座
教
会
編『
銀
座
教
会
九
十
年
史
』（
銀
座
教
会
、
昭
和
56
年
2
月
1
日
）参
照
。

14 .

中
川
邦
三
郎

　

中
川
邦
三
郎
は
、
明
治
45
（
1
9
1
2
）
年
か
ら
大
正
3
（
1
9
1
4
）
年
、
及

び
大
正
11
（
1
9
2
2
）
か
ら
昭
和
3
（
1
9
2
8
）
年
ま
で
三
田
教
会
の
牧
師
と

し
て
在
籍
し
て
い
る
。
『
銀
座
教
会
九
十
年
史
』
3
7
0
頁
参
照
。

15 .

市
外
落
合
火
葬
場

　

現
在
の
東
京
都
新
宿
区
上
落
合
に
あ
る
落
合
斎
場
の
こ
と
。
落
合
火
葬
場
の
歴

史
に
つ
い
て
は
、
福
田
ア
ジ
オ
「
都
市
化
と
葬
墓
制
の
変
化
」（
『
新
宿
区
の
民

俗
』（
4
）
落
合
地
区
篇
、
新
宿
区
立
新
宿
歴
史
博
物
館
、
平
成
6
年
3
月
）
を

参
照
。

16 .

島
根
県
平
田
町
本
妙
寺

　

現
在
の
島
根
県
出
雲
市
平
田
町
に
現
存
し
て
い
る
日
蓮
宗
寺
院
。
本
妙
寺
に
残

る
と
伝
わ
っ
て
い
る
落
合
家
の
墓
石
は
、
筆
者
の
調
査
に
よ
る
限
り
で
は
現
在
所

在
不
明
。

17 .

青
山
墓
地

　

青
山
霊
園
に
は
常
一
だ
け
で
は
な
く
朗
風
の
墓
石
も
後
年
建
て
ら
れ
た
が
、落
合

家
の
墓
石
は
無
縁
墓
地
と
し
て
既
に
処
理
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
「
美
術
界
だ

よ
り 

故
落
合
朗
風
一
周
忌
」（
『
白
日
』
第
12
巻
第
3
号
、
昭
和
13
年
5
月
15
日
）

参
照
。
後
年
で
は
結
城
素
明
『
芸
文
家
墓
所
誌―

東
京
美
術
家
墓
所
誌
続
篇
』

（
学
風
書
院
、
昭
和
28
年
8
月
1
日
、
2
1
8
頁
）
が
青
山
霊
園
に
朗
風
の
墓
所
が

あ
っ
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

27 .

落
風
さ
ん
の
展
覧
会

　

大
正
13（
1
9
2
4
）
年
10
月
23
日
よ
り
、
大
阪
三
越
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
落

合
朗
風
の
個
展
。
「
落
合
朗
風
氏
は
作
品
三
十
一
点
を
去
月
二
十
三
日
か
ら
二
十

七
日
ま
で
大
阪
三
越
に
於
て
個
人
展
覧
会
を
開
く
」（
「
画
家
消
息
」『
帝
国
絵

画
新
報
』
第
13
巻
第
12
号
、
大
正
13
年
12
月
1
日
）
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

28 .

落
合
藤
助

　

落
合
常
一
の
父
親
を
指
し
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

29 .

滝
の
川
町
聖
学
院

　

明
治
37
（
1
9
0
4
）
年
、
現
在
の
東
京
都
北
区
に
設
置
さ
れ
た
教
会
。
現
在
の

滝
野
川
教
会
の
前
身
。
創
設
時
の
正
式
名
称
は
聖
学
院
神
学
校
内
滝
野
川
基
督
教

会
。
秋
山
操
『
滝
野
川
教
会
七
五
年
史
』（
滝
野
川
教
会
、昭
和
54
年
11
月
25
日
）

参
照
。

30 .

三
田
教
会
吉
岡
牧
師

　

吉
岡
誠
明
は
、
大
正
3
（
1
9
1
4
）
年
か
ら
同
10
（
1
9
2
1
）
年
ま
で
三
田

教
会
の
牧
師
を
務
め
た
。
『
銀
座
教
会
九
十
年
史
』
3
7
0
頁
参
照
。

31 .

浅
賀
町
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
会

　
「
本
郷
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
会 

東
京
市
本
郷
区
浅
賀
町
動
坂
通
り 

清
水
良
太
郎
」

（
『
大
正
八
年
基
督
教
年
鑑
』（
日
本
基
督
教
会
同
盟
、
大
正
9
年
5
月
22
日
、

1
9
6
頁
）と
あ
る
た
め
、
現
在
の
東
京
都
文
京
区
に
あ
っ
た
教
会
を
示
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
註
45
の
土
岐
孝
太
郎
は
本
郷
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
会
に
て

大
正
7
（
1
9
1
8
）
年
に
洗
礼
を
受
け
た
。
粕
谷
常
吉
『
房
州
に
光
を
掲
げ
た

人
々
』（
日
本
聖
公
会
出
版
事
業
部
、
昭
和
48
年
7
月
15
日
、
2
1
8
頁
）
参
照
。

32 .

落
合
忠
三
郎

　

落
合
朗
風
の
兄
。

39 .

中
嶋
と
よ

　

メ
ソ
ジ
ス
ト
派
の
弘
前
教
会
に
お
い
て
、
明
治
30
（
1
8
9
7
）
年
か
ら
同
43

（
1
9
1
0
）
年
ま
で
婦
人
伝
道
師
を
務
め
た
人
物
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
飯
久

保
貞
治
も
弘
前
教
会
の
牧
師
を
明
治
33
（
1
9
0
0
）
年
か
ら
3
年
間
務
め
て
い
る

た
め
、
落
合
家
と
の
人
間
関
係
の
面
で
も
矛
盾
は
な
い
。
「
弘
前
教
会
一
覧
表
」

（
『
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
弘
前
教
会
五
十
年
記
念
史
』
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
弘
前
教

会
、
大
正
14
年
10
月
4
日
）
参
照
。

40 .

石
井
鉄
五
郎

　

現
在
の
千
葉
県
流
山
市
に
お
い
て
、
明
治
35
（
1
9
0
2
）
年
に
パ
ン
と
お
菓
子

の
店
・
清
水
屋
を
創
業
し
た
石
井
鉄
五
郎
で
あ
ろ
う
か
。
石
井
鉄
五
郎
は
、
フ
ラ
ン

ス
人
の
宣
教
師
・
ヴ
ィ
グ
ル
ー
ス
な
ど
の
影
響
で
受
洗
し
た
が
、
落
合
家
と
ど
の
よ

う
に
出
会
い
、
ど
の
よ
う
な
関
係
性
で
あ
っ
た
か
は
未
詳
。
「
最
盛
期
の
千
葉
県

巡
回
伝
道
」（
『
聖
母
と
共
に
』
カ
ト
リ
ッ
ク
西
千
葉
教
会
、昭
和
58
年
11
月
23
日
）

参
照
。

41 .

寺
内
用
助

　

メ
ソ
ジ
ス
ト
派
の
山
梨
県
伝
道
師
と
し
て
名
前
が
『
大
正
七
年
基
督
教
年
鑑
』

（
日
本
基
督
教
会
同
盟
、
大
正
8
年
1
月
31
日
、
2
4
4
頁
）
な
ど
に
記
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
同
一
人
物
か
は
未
詳
。

42 .

加
藤
光
澄

　
「
獣
疫
調
査
所
に
於
て
は
三
月
六
日
午
後
四
時
第
四
十
九
回
例
会
を
開
き
加
藤

光
澄
君
の
本
邦
雑
誌
中
重
要
記
事
の
紹
介
」（
『
中
央
獣
医
会
雑
誌
』
第
25
輯
巻
之

3
、
中
央
獣
医
会
、
明
治
45
年
3
月
28
日
、
1
0
5
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、

西
ヶ
原
獣
疫
調
査
所
に
常
一
が
勤
務
し
て
い
た
際
の
関
係
で
あ
ろ
う
か
。

43 .

西
尾
寿
太
郎

　
「
平
田
の
一
式
飾
」（
『
出
雲
新
風
土
記
』
第
二
輯
行
事
の
巻
、
昭
和
14
年
12
月
、

1
0
2
頁
）
に
お
い
て
、
「
今
日
に
至
る
迄
の
一
式
飾
の
名
手
を
列
挙
す
れ
ば
、
木

佐
宇
太
郎
（
表
具
師
）
千
把
定
造
（
装
飾
屋
）
三
村
啓
太
郎
（
鋳
掛
屋
）
西
尾
寿

太
郎
（
小
間
物
屋
）
等
で
木
佐
は
数
年
前
に
六
十
余
歳
で
没
し
た
が
他
は
皆
現
存

し
て
ゐ
る
」
と
西
尾
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
平
田
町
時
代
の
知
り
合
い
と
考

え
る
の
が
適
切
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

44 .

和
田
ち
か

　

久
邇
宮
家
の
天
井
画
を
朗
風
が
制
作
し
た
際
の
絵
葉
書
に
、
「
進
呈
／
和
田
ち

か
殿
／
昭
和
三
年
拾
月　

落
合
朗
風
／
朗
風
子
（
白
文
長
方
印
）
」
と
朗
風
自
ら

記
し
た
も
の
が
現
存
（
個
人
蔵
）
し
て
い
る
。
常
一
だ
け
で
は
な
く
、
朗
風
と
も

親
交
の
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
「
和
田
ち
か
」
が
ど
う
い
っ

た
人
物
で
あ
っ
た
か
は
未
詳
。

45 .

土
岐
孝
太
郎

　

明
治
5
（
1
8
7
2
）
年
8
月
10
日
、
千
葉
県
生
ま
れ
。
中
央
大
学
を
卒
業
後
、

『
中
央
新
聞
』
、
『
朝
日
新
聞
』
に
お
い
て
記
者
と
し
て
活
躍
し
た
。
そ
の
後
、

33 .

平
治
郎

　

落
合
朗
風
の
本
名
。
た
だ
兄
が
「
平
次
郎
」
と
記
す
場
合
も
あ
り
、
「
治
」
と

「
次
」
の
ど
ち
ら
が
正
式
な
表
記
な
の
か
未
だ
明
ら
か
に
で
き
て
い
な
い
。
落
合

忠
三
郞
「
少
年
時
代
の
思
出
」（
『
落
合
朗
風
追
慕
』
明
朗
美
術
連
盟
、
昭
和
12
年

6
月
2
日
、
1
3
3
頁
）
及
び
「
画
歴
」（
『
落
合
朗
風
遺
作
集
』
芸
艸
堂
、昭

和
14
年
4
月
23
日
）
参
照
。

34 .

飯
久
保
貞
治

　

三
田
教
会
の
牧
師
を
明
治
36
（
1
9
0
3
）
年
か
ら
か
ら
同
41
（
1
9
0
8
）
年

ま
で
務
め
た
。
『
銀
座
教
会
九
十
年
史
』
3
6
9
頁
参
照
。

35 .

松
崎
精
一
郎

　

松
崎
精
一
郎
は
『
玉
の
声
』
永
世
号
（
霊
廻
舎
、
大
正
3
年
1
月
27
日
）
を
発
行

し
た
人
物
で
あ
ろ
う
か
。
松
崎
は
東
京
の
瀧
野
川
町
上
田
端
九
十
七
番
地
に
住
ん

で
い
た
た
め
、
落
合
家
と
も
近
隣
と
な
る
。
同
書
22
頁
に
「
松
崎
が
訪
問
伝
導
を
為

す
軒
数
は
毎
月
三
四
百
の
多
き
に
至
れ
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
キ
リ
ス
ト

教
関
係
者
と
し
て
出
会
っ
た
人
物
と
思
わ
れ
る
。
な
お
註
7
に
記
し
た
松
子
の
葬

儀
の
際
、
同
一
人
物
か
は
分
か
ら
な
い
も
の
の
、
「
松
崎
牧
師
」
が
告
別
式
の
司

会
を
務
め
た
こ
と
が
『
絵
日
記
』（
当
館
蔵
）
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。

36 .

吉
岡
誠
明

　

註
30
を
参
照
。

37 .

杉
山
魯
九
郎

　

註
5
を
参
照
。「
杉
山
蝶
」に
つ
い
て
も
同
註
参
照
。

38 .

中
川
邦
三
郎

　

註
14
を
参
照
。

『
国
民
新
聞
』
の
経
済
部
に
移
り
、
同
紙
の
論
説
委
員
と
な
っ
た
。
同
社
退
職

後
、
『
読
売
新
聞
』
に
お
い
て
も
論
説
委
員
を
務
め
た
。
本
郷
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
会

に
お
い
て
洗
礼
を
受
け
た
と
い
う
（
『
房
州
に
光
を
掲
げ
た
人
々
』
2
1
8
頁
）
。

註
31
で
も
記
し
た
通
り
、
落
合
家
は
本
郷
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
会
に
通
っ
て
い
た
時
期
も

あ
る
た
め
、
そ
の
関
係
で
出
会
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

46 .

松
本
芝
巖（
1
8
6
5
〜
1
9
3
0
）

　

慶
応
元
年
4
月
15
日
、
当
時
の
平
田
町
本
町
に
生
ま
れ
る
。
名
は
薫
、
字
は
子

清
、
通
称
は
喜
次
郎
。
塩
田
銕
香
に
学
び
、
花
鳥
画
や
山
水
画
を
得
意
と
し
た
と

伝
わ
る
。
明
治
23
（
1
8
9
0
）
年
の
第
3
回
内
国
勧
業
博
覧
会
へ
は
「
花
鳥
」
を

出
品
し
て
い
る
。
出
雲
市
平
田
町
の
法
恩
寺
が
菩
提
寺
。

47 .

柳
沢
小
松

　

落
合
朗
風
が
大
正
10
（
1
9
2
1
）
年
の
日
本
美
術
院
試
作
展
に
出
品
し
た
《
豊

玉
姫
﹇
海
姫
﹈
》（
二
曲
一
隻
屏
風
、
当
館
蔵
）
の
旧
蔵
者
。
『
落
合
朗
風
遺
作

集
』参
照
。
な
お
、
関
東
大
震
災
で
被
災
し
た
三
田
教
会
の
修
理
費
用
を
負
担
し

た
信
徒
の
な
か
に
、
柳
沢
小
松
の
名
前
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
三
田
教
会

の
隣
で
医
院
を
経
営
し
て
い
た
と
い
う
。
三
田
教
会
に
お
い
て
落
合
家
と
出
会

い
、
若
き
朗
風
の
作
品
も
購
入
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
銀
座
教
会
九
十
年
史
』
3
7
6
頁
参
照
。

48 .

角 

定
市

　

明
治
22
（
1
8
8
9
）
年
9
月
8
日
に
生
ま
れ
、
島
根
県
平
田
市
平
田
町
九
三
三
に

住
ん
で
い
た
と
の
記
載
が
『
褒
章
受
有
者
名
鑑
』（
褒
章
受
有
者
名
鑑
刊
行
会
、
昭

和
32
年
11
月
20
日
、
3
0
5
頁
）
に
あ
る
。
落
合
朗
風
が
表
紙
を
担
当
し
た
『
平
田

の
し
を
り
』（
來
間
泰
三
郎
、
大
正
11
年
10
月
1
日
、48
頁
）
に
も
在
郷
軍
人
分
会

の
理
事
に
歩
兵
上
等
兵
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
。

52 .

房
州
の
海

　

朗
風
の
妻
の
信
子
は
千
葉
県
安
房
郡
千
倉
町
（
現
南
房
総
市
）
に
生
ま
れ
た
。

妻
の
実
家
を
訪
れ
る
機
会
も
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
《
外
房
風
景
﹇
海
辺
餘

光
﹈
》（
大
正
14
年
頃
、
平
田
本
陣
記
念
館
蔵
）
な
ど
房
総
半
島
の
景
観
に
着
想
を

得
た
作
品
を
朗
風
は
制
作
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
取
材
旅
行
に
あ
わ
せ
て
、
父
親

の
常
一
も
一
緒
に
千
葉
の
海
を
訪
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
妻
の
信
子

の
家
系
に
つ
い
て
は
詳
細
を
明
ら
か
に
で
き
て
い
な
い
が
、
『
大
衆
人
事
録
』

（
帝
国
秘
密
探
偵
社
、
昭
和
10
年
12
月
15
日
）
の
落
合
朗
風
の
項
目
に
は
「
妻
信

子（
明
二
九
）
千
葉
県
和
田
源
造
姉
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　  

お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
詳
細
に
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
《
落
合
常
一
翁
絵
巻
》
に
つ
い
て
、

本
稿
で
は
註
釈
を
付
し
つ
つ
、
そ
の
制
作
経
緯
や
伝
来
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え

た
。
以
上
の
内
容
を
ふ
ま
え
、
今
後
の
朗
風
研
究
に
資
す
る
観
点
と
し
て
次
の
三

点
を
指
摘
し
た
い
。

　

一
つ
は
、
落
合
家
と
キ
リ
ス
ト
教
の
関
係
性
で
あ
る
。
落
合
朗
風
が
キ
リ
ス
ト
教

徒
で
あ
っ
た
こ
と
は
先
行
研
究
の
な
か
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
常
一
が
三
田

教
会
の
歴
代
の
牧
師
と
密
接
な
関
係
性
を
築
い
て
い
た
こ
と
（
註
釈
13
な
ど
参
照
）は

今
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
大
正
8
（
1
9
1
9
）
年
の
再
興
第
6
回
日
本
美

術
院
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
《
エ
バ
》（
山
種
美
術
館
蔵
）
や
大
正
10
（
1
9
2
1
）

年
に
制
作
さ
れ
た
《
キ
リ
ス
ト
誕
生
》（
個
人
蔵
）
と
い
っ
た
作
品
群
が
、
父
親

の
篤
い
信
仰
心
の
影
響
下
で
誕
生
し
た
可
能
性
は
極
め
て
高
い
。
朗
風
の
宗
教
観

形
成
を
検
討
す
る
う
え
で
、
本
作
は
重
要
な
資
料
的
意
義
を
有
し
て
い
る
。

　

二
つ
目
は
、
朗
風
と
東
京
都
田
端
付
近
を
結
び
つ
け
る
役
割
と
し
て
の
常
一
の

存
在
で
あ
る
。
田
端
と
朗
風
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
『
落
合
朗
風
』（
求
龍
堂
）

に
お
け
る
《
涅
槃
》（
東
覚
寺
蔵
）
作
品
解
説
の
な
か
で
若
干
触
れ
た
も
の
の
、
そ

れ
を
裏
付
け
る
資
料
な
ど
は
見
つ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
た
だ
本
稿
で
の
註
釈
を

行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
常
一
が
朗
風
作
品
の
受
容
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い

た
実
態
を
、
本
作
の
記
述
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
（
註
釈
11
及
び
19
参

照
）
。
東
京
に
お
け
る
今
後
の
調
査
範
囲
を
検
討
す
る
う
え
で
、
本
作
は
貴
重
な

情
報
を
含
ん
で
い
る
。

　

最
後
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
落
合
家
と
島
根
県
（
特
に
平
田
町
）
の
関
わ
り
で

あ
る
。
常
一
が
若
い
頃
に
上
京
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
平
田
町
住
人
と
落
合
家
の

関
係
性
は
こ
れ
ま
で
明
確
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
本
作
に
は
平
田
町
関
係
者
の

名
前
が
数
名
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
画
家
で
あ
る
松
本
芝
巖
の
名
が
記
さ
れ

て
い
る
一
方
（
註
釈
46
参
照
）
、
大
正
4
（
1
9
1
5
）
年
頃
に
朗
風
が
画
法
を
学

ん
だ
小
村
大
雲
の
名
前
を
本
作
の
な
か
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
点
は
興
味
深

い
。
先
行
研
究
で
は
縁
故
関
係
を
理
由
に
朗
風
と
大
雲
を
紐
づ
け
て
い
た
が
、
少

な
く
と
も
常
一
と
大
雲
及
び
小
村
家
の
間
に
密
接
な
関
係
性
が
あ
っ
た
と
は
考
え

に
く
い
。
平
田
町
に
お
け
る
落
合
家
と
住
人
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、今
後
慎
重
な

再
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
《
落
合
常
一
翁
絵
巻
》
に
内
包
さ
れ
た
情
報
を
精
査
す
る
こ
と

は
、
落
合
朗
風
研
究
の
基
礎
的
枠
組
み
を
構
築
す
る
う
え
で
有
効
で
あ
る
。
現
時

点
で
は
詳
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
人
物
名
も
残
っ
て
い
る
が
、
朗
風
の
関
係
資
料

が
今
後
発
見
さ
れ
る
こ
と
で
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
部
分
も
多
い
に
違
い
な
い
。
ま

た
《
落
合
常
一
翁
絵
巻
》
は
、
朗
風
の
軽
妙
な
画
風
が
誕
生
す
る
ひ
と
つ
の
転
換

点
と
な
っ
た
作
品
で
も
あ
る
。
本
文
で
も
言
及
し
た
『
絵
日
記
』
な
ど
を
含
め
て
、

49 .

伊
豆
の
土
肥

　

大
正
9
（
1
9
2
0
）
年
の
2
月
に
開
催
さ
れ
た
日
本
美
術
院
第
六
回
試
作
展

へ
、
朗
風
は
《
伊
豆
（
僧
院
・
海
岸
）
》（
現
在
所
在
不
明
）
を
出
陳
し
て
い
る
。

作
品
制
作
の
た
め
に
伊
豆
を
訪
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
こ
の
時
期
の
こ
と
か

も
し
れ
な
い
が
、
確
証
は
な
い
。
な
お
、
静
岡
県
田
方
郡
土
肥
村
を
朗
風
が
訪
れ

た
記
録
は
昭
和
9
（
1
9
3
4
）
年
頃
の
も
の
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

の
、
大
正
時
代
に
訪
問
し
た
記
録
に
つ
い
て
は
未
だ
明
ら
か
に
で
き
て
い
な
い
。

50 .

洛
外
風
趣
の
作

　

大
正
15
（
1
9
2
6
）
年
の
第
7
回
帝
国
美
術
院
展
覧
会
に
入
選
し
た
作
品
（
足

立
美
術
館
蔵
）
。
京
都
の
風
景
を
四
面
で
表
現
し
た
作
品
で
あ
り
、
常
一
の
眺
め

る
作
品
と
し
て
挿
図
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
洛
北
と
洛
西
を
描
い
た
右
二
面
。

詳
細
は
、『
落
合
朗
風
』（
求
龍
堂
）
の
同
題
作
解
説
（
58
頁
）
参
照
。

51 .

順
天
堂

　

本
郷
区
御
茶
の
水
（
現
東
京
都
文
京
区
本
郷
）
に
あ
る
医
院
。

朗
風
の
多
様
な
画
風
変
遷
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
の
か
今
後
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
整
理
し
た
落
合
家
の
家
族
関
係
、
宗
教
的
背
景
、
そ

し
て
交
友
関
係
を
踏
ま
え
、
次
号
以
降
で
は
個
別
作
品
の
分
析
を
通
じ
て
朗
風
の

制
作
意
識
を
具
体
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

註1 .

大
正
時
代
の
落
合
朗
風
に
関
し
て
検
討
を
加
え
た
先
行
研
究
と
し
て
は
以
下
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
枝
野
茂
「
落
合
朗
風
・
そ
の
一
」（
『
美
術
グ
ラ
フ
』
第
18
巻
第
7
号
、
昭

和
44
年
8
月
15
日
）
、
田
中
日
佐
夫「
近
代
美
術
史
の
発
掘
3 

落
合
朗
風
に
つ
い
て
」（
『
三

彩
』3
4
8
号
、
昭
和
51
年
8
月
）
、
『
落
合
朗
風 

魂
の
叫
び
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、

平
成
4
年
7
月
25
日
）、
『
落
合
朗
風
生
誕
百
年
展
』（
平
田
市
立
旧
本
陣
記
念
館
図
録
刊

行
会
、平
成
7
年
11
月
）
、
五
味
俊
晶
『
落
合
朗
風
』（
求
龍
堂
、
令
和
6
年
9
月
20
日
）
。

2 .

落
合
朗
風
没
後
に
お
け
る
、
彼
を
中
心
と
し
た
特
別
企
画
展
は
管
見
の
限
り
以
下
の
通
り
。

・「
落
合
朗
風
遺
作
展
覧
会
」
昭
和
14
（
1
9
3
9
）
年
4
月
、
東
京
府
美
術
館

・「
故
落
合
朗
風
画
伯
遺
作
展
」
昭
和
31
（
1
9
5
6
）
年
10
月
、
松
江
市
公
会
堂

・「
異
色
作
家
シ
リ
ー
ズ 

落
合
朗
風
展
」
昭
和
34
（
1
9
5
9
）
年
2
月
、
渋
谷
東
横
7
階

・「
落
合
朗
風
遺
作
展
」
昭
和
44
（
1
9
6
9
）
年
5
月
、
島
根
県
立
博
物
館

・「
落
合
朗
風
展
」
平
成
4
（
1
9
9
2
）
年
3
月
、
平
田
市
立
旧
本
陣
記
念
館

・「
落
合
朗
風
生
誕
百
年
展
」
平
成
7
（
1
9
9
5
）
年
11
月
、
平
田
市
立
旧
本
陣
記
念
館

・「
落
合
朗
風
展 

明
朗
美
術
連
盟
と
目
指
し
た
世
界
」
令
和
6
（
2
0
2
4
）
年
9
月
、
島

　
根
県
立
美
術
館

・「
朗
風
と
大
雲
展
」
令
和
6
（
2
0
2
4
）
年
9
月
、
平
田
本
陣
記
念
館

現
存
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
出
品
目
録
を
確
認
す
る
限
り
、
《
落
合
常
一
翁
絵
巻
》
を
初
め
て
展

示
し
た
の
は
、昭
和
44
年
の
「
落
合
朗
風
遺
作
展
」と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
「
落
合
朗
風
遺
作

展
」の
出
品
目
録
で
は
「
絵
巻
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

3 .

『
落
合
朗
風 

魂
の
叫
び
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
平
成
4
年
7
月
25
日
）
所
収
。
た
だ
、

大
岡
信
は
作
品
現
物
を
実
見
し
た
訳
で
は
な
く
、
当
時
の
平
田
市
立
旧
本
陣
記
念
館
よ
り

提
供
さ
れ
た
画
像
資
料
を
用
い
て
本
文
を
記
し
て
い
る
。

4 .

五
味
俊
晶
「
落
合
朗
風
研
究 

明
朗
美
術
連
盟
設
立
と
そ
の
出
品
作
品
に
つ
い
て
」

（
『
島
根
県
立
美
術
館
研
究
紀
要
』
第
4
号
、
令
和
5
年
3
月
31
日
）参
照
。

5 .
朗
風
の
表
具
は
、
親
交
の
あ
っ
た
京
都
の
高
瀬
新
篁
堂
が
手
掛
け
る
場
合
が
多
い
。
た

お 

む
ら 

た
い
う
ん

し 

が
ん

し
ん
こ
う
ど
う

だ
、
そ
の
際
は
新
篁
堂
特
注
の
整
理
紙
が
外
箱
に
貼
ら
れ
る
た
め
、
本
作
は
別
の
表
具
師
が

手
掛
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

6 .

勝
部
大
逸
が
記
し
た
日
記
は
、
大
正
時
代
の
も
の
で
は
な
い
も
の
の
、
昭
和
6

（
1
9
3
1
）
年
に
記
さ
れ
た
一
冊
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
（
個
人
蔵
）
。

7 .

俳
句
と
朗
風
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、『
落
合
朗
風
』（
求
龍
堂
、
69
頁
）
参
照
。

8 .

落
合
草
風
に
つ
い
て
は
、
『
落
合
草
風
遺
作
集
』（
落
合
武
久
、
平
成
14
年
12
月
16
日
）

参
照
。

9 .

落
合
黎
明
時
代
に
朗
風
や
明
朗
美
術
連
盟
職
員
と
交
わ
し
た
書
簡
を
当
館
が
所
蔵
し
て

い
る
。

10  .

『
落
合
朗
風
遺
作
目
録
』
に
つ
い
て
は
、
五
味
俊
晶
『
落
合
朗
風
』（
求
龍
堂
、1
7
4

頁
）
参
照
。

11 .

「
落
合
朗
風
遺
作
頒
布
会
」
と
扉
に
記
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
現
存
（
個
人
蔵
）
し
て

い
る
。
頒
布
さ
れ
た
作
品
と
ス
ケ
ッ
チ
が
列
記
さ
れ
、
明
朗
美
術
創
立
記
念
試
作
展
に
出
品

さ
れ
た
《
半
裸
》（
現
足
立
美
術
館
蔵
）
や
《
茶
郷
二
題
》（
現
当
館
蔵
）
も
こ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
売
り
に
だ
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
売
値
は
《
半
裸
》が

5
0
0
円
、
《
茶
郷
二
題
》
が
2
0
0
0
円
で
あ
っ
た
。

（
島
根
県
立
美
術
館　

主
任
学
芸
員
）
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